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　　　夢




　忘れられない記き憶おくがある。

　それは俺が幼よう稚ち園えんに通っていた頃ころの話だ。

　俺は両親に連れられて病院に来ていた。

　訪おとずれたのは夕焼けに染まる病室。

　そこには、高校生くらいの少年と少女がいた。

　ベッドの上で身体からだを起こした少年と、そんな少年に対し、甲斐かい甲斐がいしく世話をする少女。

　少年の世話をする少女は、心の底からうれしそうで、少年もそんな少女を見て優やさしく微笑ほほえんでいる。




　そんな光景に、俺は目を奪うばわれた。




　あのときは幼すぎてわからなかったが、今ならわかる。

　俺が少年から感じたのは、大切な者を護まもったという自負と、少女を愛いとおしいと思う気持ち。

　俺が少女から感じたのは、護ってくれたことに対する感謝と、少年への愛情。




　幼い俺から見てもわかるくらいに、お互たがいがお互いを想おもい合うその姿はとても美しく、その光景は、初恋の終わりを告げると共に、ある願望を俺にもたらした。




　自分もあんな風に笑ってみたい。

　自分もあんな風にお互いを想い合ってみたい。

　自分も……あんな風に恋をしてみたい。




　病院からの帰り道、つたない言葉でどうにかそれを両親に伝えると、母さんは心底楽しそうに笑い、父さんはいつもの優しい笑みとは違ちがう男臭くさい笑みを浮かべて、俺に言った。




「いい女を手に入れたかったら、いい男になれ」




　たった一言。

　だけどそれは、幼おさな心ごころにも納なつ得とくのいく答えで、俺は決心した。

　いい男になろう。

　そして、いつか……







　　　朝ちゅん




　そんな懐なつかしい夢と共に、俺は目覚めた。

「……………………久々に見たな」

　人生の指針になっていたほど印象深い記き憶おくなので、昔は頻ひん繁ぱんに見ていた夢だ。

　そんな夢を久々に見た理由は…………アレだな。

　理由に思い当たった俺は、思わずため息をつきそうになり、それを誤ご魔ま化かそうと、口を無理矢理閉じた。

　なぜか？

　ため息は、今、この朝には、ふさわしくないからだ。

「…………」

　が、口を閉じているにもかかわらず、声が聞こえてきた。

「なにをっかなー？」

　機き嫌げん良さそうに弾はずんだ、かわいらしい声。

　もちろん俺ではない。

　視線を声の方向……すぐ隣となりに向けると、そこには一人の少女がいた。

　布ふ団とんにくるまり、こちらを向いているが、肩かたが、肌はだが見えている。

　褐かつ色しよくの肌が眩まぶしい。

　肩から下を隠かくしている邪じや魔まな布団をめくれば、身長一五〇センチに少し足りない、小こ柄がらだがそれなりに凹おう凸とつがあり、バランスの取れた、素す晴ばらしい肢し体たいが見られるはずだ。

　腕うでや背中や足の先など、身体からだの所々に鱗うろこがついていて、まるで身体を飾かざるアクセサリーのように見える。

　特に鱗は、装そう飾しよく品のように身体を彩いろどっているだけでなく、触さわるときのアクセントにも……、あと触るといえば尻尾しつぽもやんわりひんやりすべすべで……。

　…………なぜそんなに詳くわしいか？

　昨日剝むいたからだ。

　何をか？

　俺が、服を。

　…………それはもう剝きまくった。

　剝いた理由？

　そんなものは、決まっている。

　朝に、一いつ緒しよのベッドの上にいて、一緒の布団に、お互たがい裸はだかでくるまっている……アレしかないだろう。

「おっはよー、雪ゆき雄お」

「ああ、おはよう薫かおる子こ」

　要するに…………事後だ。

　俗ぞくに言う、朝ちゅんだ。

「…………」

「…………」

　何となく気き恥はずかしさから、話が弾はずまない……

「シシシシッ、ゆうべはおたのしみでシたね!!」

「お前が言うな」

　……気がしたが、気のせいだった。







　　　雪雄と薫子




　薫子が俺を見てにやにや笑う。

　大きめの口からは、牙きばと二ふた叉またに分かれた長い舌が覗のぞいている。

　……まあ、蛇へびの妖よう怪かいだからな。

「でもそうだよねー？」

　元になった蛇の種類はマムシ。

　マムシの色は、基本茶ちや褐かつ色しよくだから、妖怪化したときに薫子の肌はだは褐色になった。

　柔やわらかそうな髪かみの長さは肩かたくらいまで。

　前髪の間から、ちらちらと鱗うろこと褐色の肌が見える。

　ちなみに髪は、金色。地じ毛げでなく染めているんだが、別に不良というわけでもない。

　大きくつぶらな瞳ひとみは、瞳どう孔こうが縦に裂さけていて、その目め尻じりの横には、黒いラインが入っている。さらに、おでこや頰ほおにはアクセサリーのように光る鱗があり、それらは褐色の肌によく映えている。

　この特とく徴ちよう的な容姿のおかげで薫子は、容姿に対する他人の評価が、真っ二つに分かれる。

　美人だと思うか、完全に守備範はん囲い外になるかで、間の普ふ通つうという評価がほとんどない。

　野生動物を見て美しいと思っても、性欲は湧わかないみたいなものか。

　いや、俺は美人だと思うんだがな。

　妖怪化する前と今、肌の色などが変わったりしたが、顔の造形自体は変わってないので、そう思えるだけなのかもしれないが。

「ワタシ、タノシマセタ、ヒト。アナタ、タノシンダ、ヒト」

「なんで片かた言ことなんだ」

　テンションが、おかしなことになっている薫かおる子こ。

　これは……あれだな、昨夜の件だ。俺との勝負に勝ったので、こうなってしまったんだろう。

　………………完敗したしな、俺。

「ワタシ、タノシマセタ、ヒト！　アナタ、タノシンダ、ヒト!!」

「わかったわかった。お前の言うとおり、思う存分楽しんだよ……」

「よろシい!!」

　その大きな口を弓形にし、得意げに笑う薫子。二ふた叉またに分かれた舌がチロチロ見え隠かくれしている。ゴキゲンだな。こうやって舌がチロチロするときは、機き嫌げんが良いことが多かったりする。

　しかし、機嫌が良いのは良いことだ。逆にここでテンションがどん底まで沈しずんでいたら、こちらがショックを受けるところだ。

　まあ、それはともかくだ。

　いい男を目指しているが故ゆえに、自制心に溢あふれた……溢れていると思っていた……溢れていたはず……溢れてたよな？　な、この俺の強きよう靱じんなる理性を突とつ破ぱし、本能に直接訴うつたえかけて、この俺を獣けものにしてしまったんだからな。それは勝利の味も甘美だろう。

「で、何を見たのかなー？」

　その問いに、俺は少しの間逡しゆん巡じゆんしたあと、答えた。

「…………あの夢だ」

「あの夢……」

　薫子は少し考えたあと、答えにたどり着いた。

「あーはいはい！　あれかー」

「ああ、アレだ……」

　そう、俺が幼かった頃ころの……

「雪ゆき雄おがショタだった頃の……」

　俺の脳内と薫子の台詞せりふが重なった。

　が、…………が!!

「……もっとましな言い方があるだろう」

「え？　他ほかにどんな言い方があるの？」

　きょとんとした表情でそんなことを言う薫子。

「子供だった頃、小さかった頃、幼かった頃、好きなのを選べ」

「でもそれだと……」

　薫子はそこでタメを作って、わざわざ強調して言った。

「情じよう緒しよがないでしょ？」

「ショタのどこに情緒があるんだよっ!?」

「情じよう緒しよってのは、考えるものじゃなく、感じるものなんだよ？　雪ゆき雄おの感性も、まだまだだねー」

「俺の感性がどれだけ成長しようとも、ショタという言葉に情緒を感じることは、あり得ない!!」

　そこまで言ったところで、とうとう俺は、我が慢まんできずにため息をついてしまった。

「……………………はぁ」

　でもまあ仕方ないだろう…………いや、薫かおる子このせいじゃないぞ？　いや確かに、薫子に対してもため息つきたくないこともないが、これは違ちがう。

　そう、それほどまでに昨夜の俺はダメだった。

　理性が性欲に負けるとか、どう考えてもいい男の行動ではない……

「こらこら、処しよ女じよ膜まくぶち抜ぬいたばかりの女の前でため息とか、マナー違い反はんだよねー」

「年とし頃ごろの娘むすめが、処女膜ぶち抜いたとか言うな」

「じゃあチ○コつっこんだばかりの……」

「それ、言い直した意味があるのかっ!?」

「シシシシシッ」

　朝っぱらから、テンション高すぎる……。







　　　つっこみ




「それにシてもさっきから、雪雄ってつっこみまくりだねー。昨日の夜に、私につっこんだ回数を合わせたら、ものすごい数になるよ？」

「それは本当に合わせる必要があるのかっ!?」

　が、そのつっこみを聞いて、薫子は、にや～っと笑った。

「あれー、私が言ったのは普ふ通つうのつっこみのことだよ？　もしかシて私につっこんだって聞いて、エッチなこと想像シちゃった？　雪雄のエッチー」

「やかましいわ!!」

　ほんとこいつは……

「それはともかく、雪雄ー」

「なんだ？」

　聞き返すと、薫子はこちらを心配するような表情で言った。

「さっきからつっこみまくりで、雪雄の理想のいい男から、どんどん離はなれていってるよ？」

「ああ、そうだな、気をつけないといけないな。華か麗れいにつっこみを入れまくる男は、いい男ではなく愉ゆ快かいな男だろうからな……って、全部お前のせいだろうが!!」

「シシシシッ、ノリつっこみまで、いただきまシたー」

　またいいように遊ばれてしまった……。

「すぅ…………はぁ」

　落ち着け。

　いい男は取り乱さない。

　テンション高くつっこみを入れたりもしない。

　ましてや、ノリつっこみなんてもってのほかだ。

　俺がなりたいのはいい男で、愉快な男ではないのだ。

　と、いうわけで……

「まあ、それはともかくだ」

　強ごう引いんに話を変える俺。

　そう、いい男は、うじうじと過去を振ふり返らないのだ。

「あのため息は自分に対するため息だ。どう考えても、昨夜の俺は男としてダメだった」

　性欲のままに惚ほれた女を抱だくとか、間ま違ちがいなくいい男ではない。

「…………誓ちかいを、破ってしまった」

　幼い頃ころに抱いだいたあの夢を、裏切ってしまったかもしれない。

　にもかかわらず、いい女を手に入れてしまった。

　うれしいんだが、うれしくないという、実に微び妙みような感じだ。

「ほむほむ、なるほど。いい男になるという誓いを破って、私の処しよ女じよ膜まく破ったことを後こう悔かいシているわけですか」

「それで上手うまいこと言ったつもりかお前はっ!?」

「…………（どやぁ）」

「その顔は確実にそう思ってるな!!」

　いい男になったと確信できてからこういう仲になれてたら、何の問題もなかったんだが……いや、いい男になれていなかった俺が悪いか。

　それに、こんな思いを抱いてしまっているにもかかわらず、それでも昨日の夜のことをなかったことにしたいと思えない、つまり本心では後悔していないところがまた、俺のダメさを強調しているな、まったくもって度どしがたい。

「ま、違ちがう意味では男らシかったけどねー」

　それは野性的だったとか、ケダモノっぽかったということだな。

　…………確かに妖よう怪かい化した今の俺は、毛がもっさもさだ。

　全人類が妖怪の血を引き、ある年ねん齢れい以上の人が皆みな妖怪化している昨さつ今こん、外見にインパクトがある人はそれなりの数はいるが……俺ほど、もさもさなのは、そうはいないからな。

　ヘタすれば、動物系の妖よう怪かいよりも、もさもさだ。

「シシシシシッ」

　あと、チロチロすんな、舌をしまえ舌を。ゴキゲンなのはわかったから。

　まあ、長いから仕方ないんだろうが。

　普ふ通つうにしてても気を抜ぬいたら、無意識にチロチロしてしまうらしい。

　しかも、その長い舌のせいで笑い声とか言葉のイントネーションとかが、個性的になってるんだが……それさえ魅み力りよくに感じられるのは、惚ほれた弱みか。







　　　理性とおっぱい




「でも、ま、シかたないと思うよー？」

「なにがだ？」

「雪ゆき雄おのだいだいだ～いすきな私が、あそこまでやったんだから、そりゃ理性さんもどっかに家出シちゃうよねー!!　うんうん、わかるわかるー」

「…………」

「わかるなー」

　あそこまで……か。

　確かに、あそこまでといえる所業だった。

　どことは言わないがチラ見せから始まり、（個人的には、ノーブラぶかぶかＴシャツで目の前で前まえ屈かがみになったのが効いた）次にさりげなさを装よそおった肉体的接せつ触しよく（乳の押しつけｅｔｃ．）がしばらく続いて、理性に少しずつダメージを与あたえ続けたあげく、理性が弱っていると見るや、ここが攻せめ時どきだと、直接的な行動に出てきた。

　それが昨日の夜だ。

　好きな女に、目の前で服をはだけた状態で、潤うるんだ瞳ひとみで『私って、そんなに魅力ないかな……』とか言われたら、こっちは『そんなことない』と言うしかないし、完全に身体からだが反応している状態で『なら行動で証明シて……』とか言われながら、俺の手を薫かおる子この身体に誘ゆう導どうされたら、もうゴールしてもいいよなってなるに決まっているだろう。

　なぜなら……俺は思春期で童どう貞ていだったんだよ!!　勝てるわけないだろうがっ!?

「……魅力的でごめんね？（どやぁ）」

「ごめんね成分ゼロだろう、その顔は」

　ほんとにこいつは……

「にしても、雪雄の理性てごわかったわ～。正直、何度もくじけそうになった……女とシての魅力ないの？　って聞いたのほとんど本音だったシ。まあ、勝ったけどね!!」

　事後だしな。

「ちなみに、雪ゆき雄お的な決まり手は？」

「ノーコメントだ」

「シシッ、やっぱりおっぱいには勝てなかったよ……みたいな？」

「自じ慢まんするほど、ないだろうが」

「でも、揉もめないほどないわけでもないもんねー、形には自信あるシ！」

　確かに美乳だった。腰こしが細いから、その分大きく見えるし、でかい俺の手でも揉めた。

「柔やわらかかったでシょ？」

「……………………………………………………………………………………柔らかかった」

　一年前に妖よう怪かい化して以来、俺は全身もっさもさだ。が、手のひらには毛が生えていない。

　だから手のひらの感覚は特に敏びん感かんで……そんな俺の手を薫かおる子こは摑つかんで、その手のひらに自分の胸を押しつけやがったからな。

　…………おっぱい星人属性を、獲かく得とくしてしまったかもしれん。

「やっぱり、おっぱいの嫌きらいな男の人なんていないよね!!　よっ、おっぱい星人!!」

「うるさいぞ」

「ただ、個人的には、大きさよりも形を重視して欲シいなーと、遺伝的にあと少しシか成長できそうにないから。ほら、お母さんのサイズまでもう少しだシー」

「…………」

「まあ、バランス的には今くらいが一番いいから、私的には全然問題なくて、問題があるとシたら雪雄の好みだけなんだよねー」

「…………」

「というか、巨きよ乳にゆうが好きとか言われたら、正直困る。巨乳爆ばく乳にゆうになるためには、整形以外に方法はないから、個人的には嫌いやなんだけどー」

「…………いい」

「もちろん雪雄がやれって言ったらやるけど……」

「……ままでいい」

「はい、もう一度大きな声でー」

「いまのままでいい」

「聞こえませーん」

　笑え顔がおで俺の目を見つめ返している薫子。間ま違ちがいなく聞こえてるな。

　まったくこいつは……

　仕方ないので俺は言った。

「今のままでいい！　むしろ今のままがいい!!」

「シシシシッ、ご満足いただけたようで、なによりです」

「…………」

　勝ち誇ほこった顔が腹立つな。

　だが、こうでも言わないと、ずっとおっぱい話が続いていただろうからな。初夜翌日の朝っぱらからおっぱい談義とか、レベルが高すぎるだろう。

　……………………まあ、言ったことは噓うそでもないが。







　　　コンドーさんと……




「それはともかく、ゴム用意シてあるよって言うまで理性が耐たえられたところは、いい男だと思うよ？　大事にされてるなーとか思えたシ」

「いい男は、できちゃった婚こんなんてしないからな」

　まあ、避ひ妊にん失敗とかあるだろうから、一いち概がいには言えんが。

　ただ、ゴムあるよーと言われたせいで、俺を抑おさえていた最後の枷かせが外され、理性が消し飛んだのも確かなのだが。

　…………何度も言うが、俺は思春期なんだよ、勝てるわけないだろうが。

「ただ……どうやって用意したんだ？」

「ん？　どうやって………………駅前の薬局で」

「近所じゃねーか!!」

　時々行くから、間ま違ちがいなく顔を憶おぼえられてるだろう。

　狭せまい街だし、俺も薫かおる子こもそれなりに目立つ容姿してるからな。

「わざと恥はずかシそうに、おどおどシながら買いに行ったから、そういうプレイ中で、雪ゆき雄おはドＳなご主人様だと思われてるんじゃないかなー」

「最悪だ!!」

「しかもお店にサイズがなかったから、お取り寄せ。田舎いなかはやっぱり品しな揃ぞろえ悪いねー」

「最悪以上があったっ!?」

「手でこれくらいと説明シたときは、流石さすがの私も恥ずかシかった」

「さらに越こえてきたかっ!!」

　少しの間に最悪を二回も越えてくるなよ!!

「ていうか、そういうものは、通販で購こう入にゆうしろ!!」

「購入した記き録ろくが残るのが恥ずかシくて……」

「ご近所さんの記憶に残る方が、絶対恥ずかしいだろ!!」

　田舎は人間関係狭いんだぞっ!?

「ちなみにローションの方は雪ゆき乃のさん…………義母おかあさんからの提供です」

「なんかもう、どうしようもないな!!」

　いや、もう、マジで、どうしようもないな!!

「しかも封ふうが開いてあったので、お古かな～と」

「くそっ、なんて時代だっ!!」

　その嫁よめと姑しゆうとめの関係は、新しすぎるだろう!!

　時代が追いついてないとか、そんなレベルじゃないぞっ!?

　いや、まだ嫁じゃないんだが!!

「ていうかあの親、なにやってんだっ!?」

　唐とう突とつだが、俺の目指すいい男は、いつも冷静で取り乱さない、どんな困難でも、にやっと笑って乗り越こえる、どんなときでも頼たよりになるタフな男……だ。

　ハードボイルド系とでもいえばいいだろうか。

　だから俺は、そんな男には似合わないだろうつっこみを、できるだけ入れないように心がけている。

「懇こん切せつ丁てい寧ねい、ローションの使用方法をレクチャーシてくれた」

「マジで、なにやってんだよっ!!」

　………………心がけているだけで実行はできてないがな!!　主に薫かおる子このせいで!!

　俺の理想とするいい男への道は遠い……。

「う[image: ～][image: ～]あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　そういう声を漏もらしながら、頭を抱かかえる俺。

　母親が義理の娘むすめ（ほぼ内定）にローション（使い古し）受け継つがせるとか、世も末すぎる。いや、未来に生きすぎなのか？

　ともかく、つっこみも入れるだろう。

　なにより、両親のそういう姿すら想像したくないのに、ローションどうやって使ったのかとか想像してしまった……誰だれか俺の記き憶おくを消してくれ。

「……………………………………ぷふっ」

　だが、頭を抱かかえた俺の姿をしばらく堪たん能のうして満足したのか、薫子が言った。

「安心シて、流石さすがに使い古シは冗じよう談だんだから……」

「……よかった」

　…………本当によかった。

　使い古しのローションを義理の娘（予定）に贈おくる親はいなかったんだな!!

　ましてやそれが、俺の母親とかいうことはなかったんだな!?

「本当は、お母さんと義母さんが連名でプレゼントしてくれた」

「よくねーよ!!」

「きれいにラッピングされてた」

「ラッピングされたローションって、誰だれが得するんだよそれ!!」

「リボンもついてた」

「だから、誰が得するんだよそれっ!?」

「私、うれシくて涙なみだぐみながらありがとうって言ったけど」

「どうしてそれで、感動のシーンになるんだよ!!」

「そりゃ、免許皆かい伝でん的な？　もうお前に教えることは何もない的な？」

「何を教わったんだよ!!」

「ナニの仕方を」

「だからお前はそれで上手うまいこと言ったつもりかっ!?」

「…………（どやぁ）」

「言ったつもりなんだなっ!!」

　つっこみを入れるたびに、いい男から遠ざかっていく気がする。

　まったくもって、どうしようもないな……。







　　　何度も言うように、これは初体験の翌日の朝の話なんです




　くっだめだ、諦あきらめるな俺。

　いい男は諦めない。

　そして、いい男は、いつでも落ち着いていて、余よ裕ゆうがないといけない。

「すぅーはぁ……………………よし」

　落ち着いてきた。

「………………」

　落ち着いてきた……が、そうしてみると、どっと疲つかれが湧わいてきた。

　俺は力を抜ぬき身体からだをベッドに沈しずめると、つぶやく。

「……………………疲れた」

　昨日から色々ありすぎたからな。

「つっこみ疲れー？」

「違ちがう」

「いやある意味、つっこみ疲れで合ってるのかな？　雪ゆき雄お、昨日がんばったシー」

「それも違う。あとそろそろ自重しろ」

　朝っぱらから、シモネタがすぎる。

　しかも初体験翌日の朝だぞ？　男の俺でも、もう少しロマンティックな感じ、甘あま酸ずっぱい感じがふさわしいと思うぞ？

「だって、シモネタが一番雪ゆき雄おの反応がいいからさー」

「俺で遊ぶのはやめてくれ」

　反応が良いのは仕方がないだろうが。

　惚ほれた女がシモネタ連発してたら、普ふ通つうはつっこみを入れる。

「シシシシシッ、はーい」

「あとこれは、精神的なものだ。すべてが筒つつ抜ぬけとか……」

　エロ本が綺き麗れいに机の上に並べられてたレベルで、きついぞ。

「やっぱ経験者に聞かないとでシょー？」

　子供を産んでいれば、聖母でもない限り経験者だろうが……普通聞くか？　しかも自分の母親はともかく、俺の母親に。

「あと、朝からそのハイテンションはきつい」

　薫かおる子こは、蛇へび妖よう怪かいだからかいつもは朝が弱いんだが……寝ね起おきなのに、もう普段のテンション。いやそれに輪をかけて、ひどいテンションになっている。

「えー、だって、ロリの頃ころから一いち途ずに思い続けてきた相手と結ばれたんだよ？　そりゃ、うれシすぎて、こうもなるってー」

　どうでもいいが、ロリ言うな。

「…………」

「こうもなるってー」

「…………」

「こうもなるって──っ!!」

「はいはい、わかった。俺もうれしいから。喜んでるから」

　……………………心の底からな。

　思うところは色々あるが、それだけは確かだ。

「シシシシシッ」

　そんな俺の本心を読み取ったのか、うれしそうに笑う薫子。

　先ほどからベッドの上で交かわされる、いつもどおりの軽快な掛かけ合あい……ということにしておこう。ていうかしてくれ。

　色気はないが、伊達だてに十年以上つきあっていないからな。ヤった程度では、俺らの仲はおかしくはならん。……おかしくなってない状態でこれかと考えたら、泣けてくるが。







　　　幼なじみ




「…………まったく、困ったやつだな」

　呆あきれとつっこみ疲づかれで、ぐったりしている俺。

　だがそれでも、困ったやつだのところで、声こわ音ねが無意識に優やさしくなってしまった。

　なんだかんだ言って、こんな薫かおる子こが、俺は好きなんだろう。

　そんな俺を見て、うれしそうに薫子が笑った。

「…………シシッ」

「どうした？」

「赤ちゃんのときに、同じベビーベッドに寝ねかされてたことのある相手と、こうやってまたベッドの上で一いつ緒しよに寝てるとか、人生は実に面おも白しろいねー」

　流石さすがにベビーベッドで一緒に寝てたときの記き憶おくは残ってないが、その光景を写した写真が残っている。

「コレで結婚までいったら、完全無欠の幼なじみ物のラブコメディだな」

　コメディがついてるのは、まあなんだ。薫子がコレだし、俺の外見がアレだから、普ふ通つうのラブストーリーにはなりようもない。

「幼なじみイベントは、だいたいこなシたもんねー」

「幼なじみイベント言うな」

「幼なじみ物のラブコメディとか言い出シたのは、そっちだよー」

　幼なじみ物どうこうと言ってるように、お互たがいの母親が親友同士だったから、俺と薫子は、物心つく前からのつきあいで、十年前からはお隣となりさんもやっている。

　そして、話に出たように、そういうラブコメディにありがちな幼なじみイベントは、だいたいこなしながら成長した。

　一緒にお昼寝イベント、縁えん日にちで指輪イベント、一緒にお風ふ呂ろイベント、将来お嫁よめさんになってあげる～イベントなどなど。

　たぶん、うちの母親やら、薫子の母親やらの入いれ知ぢ恵えやら暗あん躍やくやらがあったんだろう。

　そうでないと、流石さすがにコンプリートはあり得ない。

　……いや、まあ、良い思い出になってるし、いいんだが。

　舞ぶ台たいを整えられていたとしても、脚きやく本ほんはなかった。その舞台の上で、俺と薫子は自分の意志で行動していたんだからな。

「まあ、幼なじみ物でありがちな、すれ違ちがいは起こさなかったんだけどねー」

　起こさなかった、か。

　それはそうだろう。

「あそこまであからさまに、好意を向けられたらな……」

　流石に言葉で好きと言われて、態度でもそれを見せられたら、どんな鈍どん感かんでも好意を理解するだろう。

「だって、昔の雪ゆき雄おって本気でもててたから、恋の駆かけ引ひきやら、甘あま酸ずっぱいすれ違いなんてやってる余よ裕ゆうなんて、かけらもなかったシねー」

　俺は母さん似で、自分で言うのもなんだが、ものすごい美少年だったからな。

　…………ここでのポイントは、過去形なことだ。

　昔は、都会に買い物に出たりしたときに、ナンパされたり、モデルにならないかとスカウトされたこともあるしな。

　そして、何度も言うが、ここのくだりで一番重要なのは、すべてが過去形であることだ。

「ギャルゲの幼なじみヒロインなんて、そうやってポッと出でのヒロインに、男をかっ攫さらわれるんだよ？　そんなのは嫌いやだったシ」

「まあ、あれはな……」

　そうしないと、ゲーム的に問題だからな。他ほかのヒロイン攻こう略りやくできないだろうし。

「雪雄って困ってる人見たら男女問わず、すぐに助けに行くシ。野や郎ろうは別にいいんだけど、女の子はね……。何か問題抱かかえてるときに、美少年が親身になってくれたら、そりゃ惚ほれるって。おかげで私が、どれだけ苦労シたことか……」

「いや、いい男になろうとしてた俺としては、困っている人を……」

「あ？」

　年とし頃ごろの乙女おとめにあるまじき、野の太ぶとい声を出す薫かおる子こ。

「すいませんでした」

　そして思わず敬語になる俺。

　この反応はいい男的ではないが…………仕方ないだろう。うむ、仕方ない。

「ほんと、スケコマシなんだからー」

　まあ元がつくがな。

「昔の雪ゆき雄おは女の子にも、いい顔するシさー」

「それはすまなかったとしか言えんが……ただ、俺がああだったのは、ある意味お前のせいだぞ？」

「なんでよー」

　不満そうに足をパタパタさせる薫子。

「俺の中で好意というのは、薫子が基準になっててな。直接好きと言ってくるわ、いつでもどこでもくっついてくるわという、全身全ぜん霊れいで表す感じだ」

「あー」

「だから、あやふやというか、直接的な好意を見せない行動は、俺の中でほとんどすべてただの友情に分類されてたんだよ。普ふ通つうは、友人を邪じや険けんに扱あつかったりしないだろ？」

「それはそうだけどさー」

「まあ流石さすがにこうなって、波が引くように引いていくのを見たら、アレは好意だったのかと理解したが」

　昔と比べたら、俺の周りはすごく静かになった。

　美少年やってた頃ころと違ちがい、きゃーきゃー言われなくなったし、定期的に貰もらってたラブレターとか、ゼロになったしな。

「毛が生えてもっさもさになっても、友情はなくならないもんねー」

「まあな」

　離はなれていったり、態度が変わったやつらは、俺に恋愛感情を向けていたか、俺の外見に価値を見いだしていたということだろう。

　それに友人は残った。

　爆ばく笑しようはされたが、ざまあみろと指差して笑われたが、一応残った。

　…………残ったのか？　いやまあ、深刻に同情されるよりかはマシだが。

　それはともかく、一番重要なことは、俺が妖よう怪かい化して、姿すがた形かたちが変わっても、薫かおる子こは俺から離れなかったことだ。

　ほとんどの人は、妖怪化するのが思春期真っただ中の、中二の終わり頃だからな。

　多感な年頃だし、変化した妖怪の種類によって、人間関係が変わってしまうというのは、よくある話だ。

　だが薫子は、それまでと同じ態度で、それまでと同じように側そばにいてくれた。

　そしてなにより、それまでと同じように、俺を好きでいてくれた。

　惚ほれ直しもするだろう。ただでさえ、惚れてたのに。

　…………薫子は、本当にいい女なんだよ。

「本当に、薫子がいてくれて良かった」

　そんな俺の本心からの言葉に、薫子は頰ほお染め…………言った。

「そっそんなことはともかく、股またがおかシいんだよね!!」

　言った。

「てゆーか、私が伸しん縮しゆく性に定評のある蛇へび女おんなじゃなかったら、絶対入ってないよ？　処女にいきなりアレは無理があったよー」

　言った。







　　　ピット器官




　…………いい女なんだよ薫子は、いや本当に。

　こんないい女が幼なじみであること。

　そして、そんな女が俺を好いてくれていること。

　俺は、何度その幸運に感謝しただろうか。

　ただ…………これだけは言わせてくれ。

「いきなりすごいの、放ほうり込んできたな!!」

　照てれ隠かくしでも、手段は選べ。

「正直、雪ゆき雄おのアレ見てどん引きシたもん、私。前に見たときは、こんなんじゃなかったーみたいな」

「最後に見たのは小学校、それも低学年の頃ころだろうが。それだけ時間が経たてば、ナニだって成長するだろう」

「でも、一いつ緒しよにお風ふ呂ろイベントのときに見たのと比べたら、成長シたどころか、進化シたって感じだったよ？　形からして違ちがったシ」

　…………まあ、俺も男として一ひと皮かわ剝むけたしな。精神的にも物理的にも。

　しかも昔お風呂に入ったときは、ノーマル状態だった。……当たり前の話だが。

「大きさは想定シたのより、ちょっと大きいですんだんだけどねー」

「ちょっとか…………って、なぜ知っていた？」

　流石さすがに物心ついてからは、見せてないはずだ。

「雪雄を興奮させたときに」

「どうやって？」

「ピット器官で」

　ピット器官とはアレだ。蛇へびが持っている、赤外線を感知することで物を捉とらえる器官、いわゆるサーモグラフィと同じだな。

　で、マムシ妖よう怪かいな薫子はそれを持っているわけだ。

「男って興奮するとどことは言わないけど血が流れ込んで温度上がるから、だいたいの大きさは見たらわかるんだよねー。薄うす着ぎでピッタリくっついたり、チラッと胸むな元もとやらパンツやら見せたりして興奮させたあとに、密ひそかに観察を……」

「能力を悪用するなっ!!　いや、しないでください!!」

　俺は思春期なんだぞ？　反応するのは仕方ないだろう……

　しかもそれをやってくるのが、惚ほれた女、そんなもの、反応しない方が問題だ。

「悪用？　ちっちっちっ」

　俺の悪用という言葉に反応し、なんかむかつく顔で、人差し指を振ふる薫かおる子こ。

「有効活用と言ってよねー。私が能力使ってなかったら、ＸＬサイズのコンドーさんが用意されてなんてなかったんだよ？」

「…………」

「普ふ通つうサイズのコンドーさんだったら、雪雄のは絶対入らなかっただろうシ」

「…………」

「入らなかったら、たぶんそこで雪雄は踏ふみとどまってたはずだシねー。血の涙なみだを流すというか、我が慢まんじ……」

「そこまでだっ!!」

　というか今お前は何を言おうとした!?

　その言葉はたぶん、年とし頃ごろの娘むすめが言ってはいけない言葉ランキングとかがあったら、間ま違ちがいなく上位に入るぞ？

　まあ、ぎりぎりで阻そ止しできたのでよかったが……

「……る流シながらでも」

「続けるなよっ!!」

　いや確かに、我慢しそうだが!!

「なんだかんだ言って、雪ゆき雄おってそういうところちゃんとしてるシねー」

「だから、なんでもなかったかのように話を続けるなよ!!」

　どれだけハートが強いんだ。

「シシシシシッ、焦あせる雪雄がかわいくてー」

「はぁ……だから、俺で遊ぶな」

　薫かおる子こはひとしきり笑ったあと、言った。

「まあそれはともかく、ここまで聞いて言いたいことはー？」

　ドシモネタは置いておくとして、能力に関しては……

「……………実に能力を有効活用しているな」

「でシょ？」

「流石さすがだ」

　本当に、心からそう思うとも。







　　　愛と勇気と……




「まあ、そういうわけで、一応そういう準備をして誘ゆう惑わくシたんだけど、それでもアレ見た瞬しゆん間かんは流石に心が折れそうになったよー。魚肉ソーセージの大きいのを想像シてたら、ガメラがいたんだもん」

「身体からだに比例してでかくなったんだから、仕方ないだろうが」

　今寝ねてるベッドはクイーンサイズなんだが、それでもまっすぐ足伸のばしたら、足の先がはみ出るからな。そんなでかい身体に比例して育ったんだから、そのサイズは言わずもがなだ。

「シかもあれ、日本で売ってるコンドーさんで最大クラスのサイズなんだよ？　成長期終わってないのに、それがギリギリって……今後どうするの？」

「そう言われてもな……」

　どうしようもないしな。

「愛がなかったら私、本気で逃にげてたよ」

「そこまでか」

「ＴＶゲームの勇者が、最初の街から出た瞬しゆん間かんに、ラスボスに出会ったら、たぶんあんな気持ちになると思う」

「…………そこまでか」

「私、文字どおり新品の、レベル１だったんだよ？　事が事だけに、レベル上げなんてできないシ」

　そう考えると確かにひどい。

「にもかかわらず、逃げずに立ち向かっていく、これは勇気だけじゃ無理だよね、愛もないと」

　俺のは日本人の平均を、大おお幅はばにオーバーしているらしいからな……。

「あとローションも」

「愛と勇気とローションを同列に並べるなよ……」

「でもローションなかったら、どうしようもなかったでシょ？」

「……まあな」

　確かにどうにもならなかっただろう。

「むしろ、愛や勇気より、ローションの方が重要だったかも。あのときの私には、間ま違ちがいなく伝説の剣けんよりも、市し販はんのローションの方が必要だった」

　そこで薫かおる子こが、ぐっと拳こぶしを握にぎり言った。

「私は理解シたの…………人は、愛と勇気とローションさえあれば、どんな困難だって乗り越こえられる!!」

「ローションの場違い感すごいな!!」

　なんでその文脈の中に、しれっと混じってるんだよ。

「シシシシシッ。とまあ、それはともかく、おかげで、もうどんなお○んちんが現れても、負けない気がする。安心シて、アヘ顔Ｗピースで『お○んちんには勝てなかったよ……』とか言うことはないと思うから！　あれ、もしかシてもう入ってるの？　って言って相手の心を破は壊かいするから！」

「それで、どう安心しろと言うんだ……」

「ま、流石さすがにそれは冗じよう談だんだけどねー。他ほかのを試ためすつもりはないから、そういう意味では安心シてくれてもいいよー？」

「……そいつはどうも」

　にしても、朝から何という会話だ……

「そういえばさ、そりが合わないって言葉あるでシょ？」

「話変わったな」

「で、あれって、刀のそりが鞘さやのそりと合ってないと入らないか、入っても抜ぬけなくなったり壊こわれてしまうってとこからきてるらシいよ」

「話変わってなかったな」

　ビックリするほど変わってなかったな。そしてドシモネタだったな。

「…………で、そのこころは？」

「私は心だけでなく身体からだまで雪ゆき雄おの運命の相手ってことだから、幸せにシなさいってことだよ！　言わせんな恥はずかシい！」

　ばしばし俺の腕うでを叩たたいてくる薫かおる子こ。

「まあ、喰くったというより、喰われた気がしないでもないけどな……」

　確かにおいしくいただいたが、最初に誘さそったのは薫子だからな。

「細かいことは気にすんな！　私も幸せにシてあげるからさっ」

　そんなことを素す敵てきな笑え顔がおで言う薫子に俺は見み惚とれ…………なかった。

　話の流れがシモネタから始まってなかったら、見惚れていたかもしれないが。

　そんな薫子に呆あきれつつ、俺は言った。

「そりゃ、ありがたいな」

　無意識に頰ほおが緩ゆるんだが、それは仕方ないだろう。

「シッシッシー」

「なんだ？」

「なんでもないよー」

　色々見抜ぬかれているのが腹立つな。







　　　やっと本題




　……まあ、それはともかくとしてだ。

　話がきりの良いところまできたから、ようやく本題に入れる。

　…………………………長かった。いや、本気で長かった。

「それで、どうしたんだ？　なにか理由があるんだろう？」

　理由もなしに、薫子がああいう行動に出るわけはないからな。……個人的には、こうなる前に相談して欲しかった気もするが。

「悩なやみがあるなら言ってくれ」

　俺が声こわ音ねに真しん剣けんさを乗せてそう言うと、薫子は少し考えたあと言った。

「ん[image: ～][image: ～]高校生活が始まる前に、雪雄の所有権を確定させたかったんだよねー」

「所有権言うな」

「私は雪ゆき雄おのもの、雪雄は私のもの、なんか問題ある？」

「………………………………ない」

　薫かおる子このペースで進んでいるのが、気になるが、ない。

　そもそも、人生の指標となってる言葉が、『いい女を手に入れたかったら、いい男になれ』だからな。

　いい女を手に入れられるという結果には、異存があろうはずもない。

「でシょ？　よっ、一いつ穴けつ主義者！」

「一穴主義者言うな」

　確かに俺は一穴主義だが。

　夢にも出てきたあの人がそうだから、影えい響きようを受けまくっている俺も必然的にそうなった。

「……で」

「で？」

「で。……他ほかには？」

「他って？」

「それだけじゃないだろ」

　俺だって、伊達だてに薫子の幼なじみをしているわけじゃないからな。

「昨日の夜……というか、最近は、特に春休みに入ってからのお前は、色々とおかしかったからな」

「…………」

「昨日は、誰だれかのせいで理性が消し飛んでいたが、今は頭が冷えている。そうなれば、当然、見えてくるものもある」

「いわゆる賢けん者じやモードというやつですね、わかります」

「賢者モード言うな」

「えっ？　あれだけヤっても賢者モードになれないとか、どれだけ絶ぜつ倫りんなの？　……私、壊こわされちゃったらどうシよう……」

「次からは優やさしくしてやるから安心しろ。で？」

「女には、乱暴にされたいときもあるから、優シくばかりでも……」

「言えば、考こう慮りよしてやる。で？」

　話をそらそうとする薫子と、強ごう引いんに話を元に戻もどす俺。

「…………」

「…………」

　薫子がこういう態度を取るときは、たいがいアレだな。

「あの一族関係だな？」

「………………………………うん」

　布ふ団とんに顔を埋うずめ、顔を隠かくす薫かおる子こ。

　怒いかり憎にくしみ悲しみそんな負の感情で、俺には見せたくない、見せられないような顔をしているんだろう。

　俺も薫子の、そんな顔は見たくないし、させたくない。

　そして、こんなときに、いい男がどうするかは決まっているだろう。

　俺は、薫子を抱だき寄せ、頭をぽんぽんと撫なでる。

「……………………………………ありがと」

　俺の腕うでの中で薫子は、俺の体毛に身体からだを埋めて、顔をぐりぐり押しつける。

「相変わらず抱き心地ごこち良いなー、もふもふ～」

「そりゃよかった」

　俺の腕に頭を載のせた状態で、薫子の身体の力が抜ぬける。

　どうやら落ち着いたみたいだ。







　　　本題と思ったら……




「まったく……ここは異変に気づかないで普ふ通つうに過ごシてて、私に危険が迫せまってから初めて気づき、そこで私への想おもいを自覚シ、そしてハッピーエンドへ～て感じが王道だよ？　気づくまでで一ひと山やま作れるよ？　人生という物語的に考えてー」

　照れ隠しなのか、からかうように薫子が言ってきた。

「お前への想いなんざ、とっくの昔に気づいてる。お前の俺への想いにもな」

「……よくある鈍どん感かん主人公にはなれないよねー」

「幼なじみに悪い虫がつきかけてから、ようやく自分の気持ちを自覚してグダグダするとか、いい男ではないだろ？」

　鈍感すぎる男はいい男ではないと、俺は思う。

「昔は鈍感主人公だったけどねー」

　いっいや、確かに昔は、どうしようもないほど鈍感だったが……

「さっきも言ったが、それでも流石さすがに、薫子の好意には気づいていたぞ!!」

「自じ慢まんにならないけどねー」

「…………まあ、あの態度を見てお前の想いに気づかないとか、鈍感飛び越こえてただの馬ば鹿かだからな」

「だよねー。小さい頃ころからの積み重ねプラス、雪ゆき雄お好き好き～な態度で、私の想いが伝わってなかったら、百年の恋も冷めるよー、冷めないけど」

　たとえ話だというのに、冷めると言えない薫子。…………こういうところがかわいらしいと俺は思う。言ったら調子に乗るから言わないが。

「まあそれはともかくだ。お前が俺のことわかってるように、俺だってお前のことをそれなりにはわかってるつもりだ。だからお前の異変にも気づける」

　今の俺は昔と違ちがうからな。具体的に言うなら、美少年をやってたときの俺と、今の俺は違う。

「そもそも……惚ほれた女の異変に気づけないというのは、いい男失格だろ？」

　それを聞いた薫かおる子こは、照れたのかまた額を俺の胸にぐりぐりしてくる。

「……う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ホント卑ひ怯きようー」

　相変わらず、好意を示されるのが苦手なやつだ。

「ただ、それでも俺にわかるのは、お前が何か悩なやんでいて、そのせいでおかしな行動を取っているくらいだ。だから言葉で教えてくれ、そうでないと俺はお前に、何もしてやれないからな」

　この言葉で、薫子はとうとう観念したのか、ようやく話し始める。

「くっ、これ以上惚ほれさせて私をどうするつもり!?」

　観念してなかった。

「私が差シ出せるものなんて、もう、後ろの処女くらいシかないのに……」

「いいから早く話せ」

　まったく……

「…………あ、そういえばさ!!」

「早く話せ」

　まだ粘ねばるか。

「…………」

「…………」

「…………ぐっ、静まれ、私の右腕うで」

「はよ」

　というかもう、誤ご魔ま化かす気ないだろう。なんでここで邪じや気き眼がん発はつ症しようするんだよ。

「…………」（さわさわ）

「おい」

　というかなんで俺の身体からだを撫なで回してるんだ。

「右腕が勝手に……」

「勝手にってお前」

「雪ゆき雄おがモフモフなのが悪いの!!」

　逆ギレかよ。

　いや、毛の手入れには気を遣つかっているし、触さわり心地ごこちには自信があるが。

　そしていつの間にやら、シリアスな空気が、愉ゆ快かいな感じに。

　なるほど、無理矢理コメディ空間に引きずり込んで誤魔化すつもりか。

　だが、そうは問屋が卸おろさない。

　俺は真しん摯しに、薫かおる子この瞳ひとみを見つめ続ける。

　薫子はいい女なので、真しん剣けんな人間を不ふ真面目まじめにちゃかしたりはしない。しないのだ。

「…………」

「…………」

　薫子は俺の目を見つめ返し……つつ、右手だけで起用に俺の体の毛を三つ編みにしていた。

「ちゃかすな!!」

「シシシシシッ」

　まったく……







　　　今度こそ本題です




　ただ、薫子はやはり観念していたらしい。

「すぅ…………はぁ、よシ」

　薫子は深呼吸をして、気分を落ち着けたあと、ぽつぽつと話し始めた。

「…………なんかさ」

「ああ」

「あいつらが、私に接せつ触しよくしようとしてるらシいんだよね。なんか連れ戻もどシたいみたい。お母さんが病気で子供産めなくなったら、私もろともぽいっと捨てたくせに、今いま更さらどの面つら下げて戻って来いと言うつもりなんだかね。そもそも男産め、跡あと取とり産め、女なんていらない、女なんて産みやがってと、散々お母さんと私をいびってたのにね」

「…………そうか」

　捨てたけど惜おしくなったか、利用価値が出てきたから、連れ戻そうってことか……相変わらず、むかつく話だ。

「嫌いやなことを話させて、悪かったな」

　薫子の父親の家は、いわゆる由ゆい緒しよ正しいお家いえというやつで、しかもそういう家の負の側面が思いっきり出ている。

　世界的に、神様と崇あがめられることもある蛇へび、その妖よう怪かいであることを誇ほこりにしているためか、プライドが異常に高い。と、ここまでなら問題ないのだが、あいつらは他人を見下し、何よりも家が大事で、自分たちの血を残すためなら、何をしても許されると思っている。

　人間がいっせいに妖怪化した出来事、通つう称しよう大だい変へん化げが起きる前から妖怪をやっている、長く続く一族だから、ある程度は仕方ないかもしれないが…………ものには限度があるだろう。

「シシシシッ。雪ゆき雄おって、わかりやすいよね」

「なにがだ？」

「……私のために怒おこってくれてありがと」

　顔にも態度にも出してなかったつもりだが……またピット器官か？

「ピット器官じゃないよー。…………惚ほれた男のことなんだから、そのくらいわかるよ」

「さっきの台詞せりふのお返しか……」

　言われてみればわかるが……なかなか恥はずかしい。

　しかも、どや顔でそんなことを言った過去の自分を思い出し、恥ずかしさが増ぞう幅ふくされるからな、なかなかの反はん撃げきだ。

「シシシシッ、やられっぱなシは趣しゆ味みじゃないのだー」

　俺の腕うでに頭を載のっけていた薫かおる子こだが、そこでさらに身体からだを俺に密着させてきた。

　というより、身体の上に乗っかってきた。

　もちろん薫子は全ぜん裸らだ。

　どうやら反撃はまだ終わってなかったらしい。

「…………」

　だが甘い、俺には全身に生えた鉄てつ壁ぺきの体毛がある。

　故ゆえに、薫子の身体がいかにすべすべでひんやりしてて柔やわらかくても、その感かん触しよくはダイレクトに伝わってこないのだ!!

　…………コレは自じ虐ぎやくではない、本当だ。…………本当だ。

　なんてことを考えていたら薫子が、

「こいつもおまけだ！　もってけどろぼー!!」

　俺の手を持つと、その手のひらに、どことはいわないが押しつけてきた。

　毛は生えていない俺の手のひらに、ふんにゃりとした感触が。

　感触が伝わらないのも悲しいが、こうやってダイレクトに感触が伝わってくるのも、これはこれで厳しい、主に理性的な意味で。

「…………くっ!!」

　落ち着け俺。落ち着くんだ。

　ここで襲おそいかかる男は、間ま違ちがいなくいい男ではない。

　いい男は同じ過あやまちを繰くり返さないのだ。

　そう、昨日の夜と同じ過ちは、もう二度と繰り返さない!!

「シシッ、別に襲ってきてもいいんだよー？　……私のために怒ってくれたの、うれシかったから、そのおかえシだよー」

「……………………遠えん慮りよ……しておくっ！」

　そんな俺の必死な抵てい抗こうを知ってか知らずかというか、間違いなく知ったうえで、にやにや笑う薫子。

「シシッ、そんな血を吐はくように言うくらいなら、本能に従ったらいいのにー」

「うるさい、いいから、話を続けろ……お願いします」

　いや、本気で。







　　　思春期なんです




「ま、このへんで勘かん弁べんしてあげまシょー。で、そんなわけで、ぱぱっと処しよ女じよ膜まく破っちゃおうと思ったんだー。あいつらにとっちゃ、嫁よめ入いり前の娘むすめが非処女とか、絶対に許せないだろうシねー」

　なるほど、お家大事、名めい誉よ大事、血統大事なヤツらには、効果がありそうだ。

「次の誕たん生じよう日がきたら、十六歳だから結婚できるようになるシ、それを考えたらもう時間がないシねー」

　薫かおる子こは五月生まれだからな。

　風薫かおる季節に生まれたから薫子。

　薫子の母親がつけた名前だ。

　薫子の父親一族は男が生まれると決めつけていたので、男の名前しか考えてなくて、薫子が生まれてきたときに、考えていた男の名前をそのまま流用しようとしたらしいんだが、薫子の母親がどうにか食い下がって、この名前をつけたらしい。

　ろくでもない話だが、大好きな母親に名前をつけてもらえたので、結果的には良かったようだ。気に入っているようだしな。

「私も正直必死だったんだよー？　なのに、雪ゆき雄おは、興奮してるのに我が慢まんするシ」

　おかげでいい男になってから告白、そして……という俺の人生設計が狂くるったが、そういうことなら仕方ない。いや、色々と思うところはあるが。……あるが。

「ティッシュの消費量が増えたって聞いてたから、色いろ仕じ掛かけの効果があったことは、わかってたけど……」

「そこまでだ!!」

　いい男を目指しているとはいえ、俺は思春期なんだぞ、仕方ないだろうが!!

　あと、情報の出所はうちの母さんだろうが……知らないふりする優やさしさが欲しい!!

　思春期の息子のゴミ箱くらい、見て見ないふりしてくれ!!　お願いだから!!

「…………ごほん。理由はまあ、わかった」

　俺のハートが、ものすごいダメージを受けているが、理解した。

「ただ、それなら、そう言えばいいだろう？」

　言ってくれたなら、我が慢まんすることはなかった。ティッシュの消費量が、飛ひ躍やく的に増えるなんてことはなかった。そう、なかったんだ……。

「それは嫌いやだったんだよねー。卑ひ怯きような気がするシ。何より、同情とか憐れん憫びんとかの、余計な感情が混ざるのが嫌。ただ純じゆん粋すいに、私のことシか頭にない状態で、抱だかれたかったシ」

　それであの色いろ仕じ掛かけか。

「おかげで俺のプライドはぼろぼろだ。自じ慢まんじゃないが、記き憶おくにある限り、理性がぶち切れて我を忘れたのは、昨日が初めてだぞ？」

　文字どおり薫かおる子こ以外の何もかもが、頭の中から消えたしな。我を忘れて女を抱くとか、確実にいい男ではないぞ。

　そしてそんな俺の言葉を聞いて、心底うれしそうにつぶやく薫子。

「うん、うれシかったなー」

　…………本心から言ってるのがわかるから、文句が言えなくなる。

「はぁ、まあ色々わかった。ただ次に何かあったら、すぐに言ってくれ。できることとできないことがあるが……こうやってアタマを撫なでてやることくらいはできる。あとは、このでかい身体からだは伊達だてじゃないからな。頑がん丈じようだから盾たてにはもってこいだ」

「うん。頼たよりにシてるよーほんとに」

　無む駄だに力はあり余ってるしな。

　最近では、力で負けたことがない。

　…………………………………………あれだな。

　田舎いなかで一番身体がでかくて、力持ちのガキ大将とか、死ぬほど脇わき役やく臭くさいな。

　これがＲＰＧなら、オラが村の勇者で主人公の嚙かませ犬になるやつ。もしくは、旅立つ主人公の最初の仲間になるやつだ、その際の職業は間ま違ちがいなく戦士。

　昔は光の勇者って感じだったんだが……時の流れは残ざん酷こくだ。

　いや、まあ、いいんだが。







　　　めがね




「むふふ～」

　ぐりぐり顔を押しつけてくる薫子。

　そんな薫子の頭を撫なでると、気持ち良さそうに目を細める。

　まるで猫ねこみたいだな。蛇へびだが。

「…………」

　穏おだやかな時間が流れる。

　そうだ、コレこそが、初体験の翌日にふさわしい朝だ。

　さっきまでのシモネタの嵐あらしは、幻まぼろしだったのだ……

　ともかく、この穏おだやかな空気に、再び眠ねむ気けに誘さそわれる俺。

　ああ、このままもう一眠りいきたい気分だ…………っと、今何時だ？

　腕うでを伸のばし枕まくら元もとの目覚まし時計を手に取ると、時刻は七時二十分くらい。

　今は春休み中だから、学校があるときよりは遅おそくなっているが、それでも食事の時間は朝の八時と決まっている。

　別に遅おくれてもいいが、そのときは冷えた朝食を自分で温め直す作業をしないといけない。

　冷えたのを温め直すのと出来たてでは、出来たての方が美味うまいに決まっている。

「薫かおる子こ」

「んーなにー？」

「今七時二十分だ」

「あー、もうこんな時間かー、そろそろ起きないとね……」

「ああ」

「起きないと………………………………………………にゃむにゃむ」

　が、気持ち良さそうに目をつむったまま、いっこうに起きようとしない薫子。

「起きろよ」

「名残なごり惜おシくて……だって、起きたらこの夢みたいな時間が終わっちゃうもの」

「…………」

　かわいいことを言う……とは思ったが、性欲を昨夜発散し、心地ここち良い疲れの中ゆっくりと寝ねた今の俺には通用しない。さっきは我を忘れそうになったが、通用しないのだ。

　そして、三大欲求のうち、唯ゆい一いつ満足していない食欲が俺に行動しろと急せかすのだ。

　有あり体ていに言えば腹が減っている。俺は身体からだがでかいので、燃費も悪いしな。

「よっ」

　というわけで、俺は乗っかっていた薫子ごと上半身を起こし、そのまま薫子をベッドに落とす。

「むぐっ……いけずだねー」

「知るか。というかお前、眠たいだけだろ」

「昨日の夜はいろんな意味で興奮してたから、眠れなくて……」

「いろんな意味ではいらない」

『いろんな意味で』さえなければ、うれしすぎて興奮してたのか、かわいいなですむんだ。

　俺は、ベッドから下りると、カーテンを開け、光を部屋に取り込む。

「ぎゃー灰になるー」

「そういうお約束は、いいから」

「まーぶーシーいー」

「さっさと起きろ」

　時間がないのだ。

「…………もーシかたないなー」

　しぶしぶと、身体からだを起こす薫かおる子こ。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]」

　そんな声を上げながら伸のびをする。もちろん尻尾しつぽもぴーんと伸びている。

　上半身があらわになり、窓から入り込む光が薫子の身体を照らした。

　褐かつ色しよくの肌はだと、光を反射する鱗うろこ、弧こを描えがく尻尾、女特有の身体の凹おう凸とつによって出来る、光と影かげのコントラストが美しい。

　俺はその光景に思わず見み惚とれ……

「え？　もしかシて。また元気になっちゃった？　ごめんねー、セクシーすぎて」

「あほ」

　……た気がしたが、気のせいだったに違ちがいない。

「いやいや、うすうす気づいてたんだよねー、私って魔ま性しようの女なんじゃないかなーって」

　くねくねしてる薫子。

　一いつ緒しよに尻尾もくねくねしている。

　…………何度も言うが、あの尻尾、触さわり心地ごこちが良い。実にいい。やんわりひんやりすべすべしてるしな。
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　だが、今はメシだ。

　そんな益やく体たいもないことを考えつつ、俺はベッドの周囲に脱ぬぎ散らかしていた服を着込む。

「お前もさっさと服着ろ、風邪かぜ引くぞ」

「はーい…………あ、めがね取ってー」

「ほら」

　サイドテーブルに置いてあった大きめの黒くろ縁ぶちめがねを取って渡わたす。

　………………そう、薫子はめがねっ娘こなのだ。

　蛇へび妖よう怪かいになってから、一気に視力が落ちたからな。

　まあ、蛇は元々視力があまり良くないらしいから、仕方ないかもしれないが。それに、その代わりにピット器官なんて能力を得たしな。

　まあそれはともかく、尻尾しつぽ付いてて、金きん髪ぱつで、蛇目で、肌はだが褐かつ色しよくで、ベロが二ふた叉またに分かれてて、めがねっ娘ことか、お前はいったいどこに向かっているんだという感じだ。

　属性盛りすぎて、属性が渋じゆう滞たいしてる。







　　　ぱんつ




「あと、パンツも取ってー。その辺に転がってるでシょ？」

　薫かおる子こが言った。

「…………はぁ」

　男にパンツ拾わせるなよ……。

「使った物は元の場所に戻もどシなさいって、子供の頃ころに言われたでシょー」

　まあ、言われた。

　確かに、言われた。

　すべての物に家……つまり、しまうべき場所を設定し、使ったら元の場所に戻せば、部屋は散らからない。

　子供の頃に教わった、片付けの基本だ。

　そしてそれは、正しいと思う。

　その基本を守っている俺の部屋は、そこまで散らかることはない。

　が、確かに薫子のパンツは俺が脱がしたんだが……、本当に俺がパンツを探すのが正しいのか？　いや、間ま違ちがいなく間違えてる気がする。

　そもそも……

「お前は本当にそれでいいのか？」

　女として。

「シシシシシッ」

　笑ってる場合か。

「勝負下着だシ、シャワー浴びたあと穿はいて、すぐに誰だれかさんに脱ぬがされたから、綺き麗れいなまんまだもんねー。だから大だい丈じよう夫ぶ!!」

　拾わされる俺は、大丈夫じゃないがな。

　女のパンツを、でかい図ずう体たいを屈かがめながら一いつ生しよう懸けん命めい探すとか、間ま違ちがいなくいい男ではないだろう。

　が、そこで薫かおる子こはいきなり、全ぜん裸らで立ち上がった。

「あ！　やっぱりいいわ。このままシャワー浴びるからー」

　日の光が窓から差し込む中、全裸でそんな行動を取ったので……まあ、なんだ、そういうことだ。

　眼がん福ぷくだ。

　が、この場合は、恥はじらいを持てと言うべきか、ありがとうございますと言うべきか。

「…………はぁ、薫子お前は」

　ベッドの上に立っているにもかかわらず、薫子の目線と、俺の目線の高さが変わらない。

　身長差五〇センチくらいあるからな。

「シシシシシシッ」

　薫子はひとしきり笑ったあとで何かいいことを思いついたのか、にんまりと笑い、こいこいと手招きをした。

「ん？」

　俺が近づくと、

「むふー」

　薫子が俺の後頭部に手を回しキスをしてきた。

　にょろにょろっと、薫子の長い舌が口に入り込んでくる。

　……正直気持ちいい。

　そして薫子は唇くちびるを離はなすと、その長い舌で俺の鼻の頭をぺろりと舐なめたあと、

「ふふっ」

　さっきまでとは打って変わって、妖よう艶えんな表情で笑った。

　不意打ちに俺は少しの間固まっていたが……その隙すきに薫子はベッドを飛び下りバスルームに向かった。

　振ふり向くと、薫子の後ろ姿が見え、文字どおり尾びてい骨こつのあたりから伸のびた尻尾しつぽがピンと立ち、ゆらゆらと機き嫌げん良さげに揺ゆれている。

　……浮かれてるな。

　だが、そんな姿を見ると、こっちもうれしくなってくる。

　それだけ俺のことを、好いてくれてるということだからな。

「薫かおる子こ」

「なにー？」

　バスルームに入って行く薫子の後ろ姿に向け声をかける。

「とりあえず帰る」

「わかったー」

「またあとでな」

「ん、あとでねー」

　ひらひらと手と尻尾しつぽを振ふる薫子に、こちらも適当に手を振り返し、俺は薫子の家を出た。







　　　二人の生きる世界の話




　玄げん関かんの扉とびらを開あけると、景色が開ひらける。

　薫子の住んでる家は、アパートの二階。

　周囲に畑が多い立地なので、二階でもそれなりに遠くまで見える。

　朝の澄すんだ空気がとても美味うまい。

　見渡わたす限りに広がっている山々、みずみずしく光る森の木々、まだ柔やわらかな太陽の光、規則的に並ぶ畑に、電線に止まる鳥たち。

　見慣れた風景が、とても輝かがやいて見える。

「ふっ」

　無意識に顔が緩ゆるむ。

　俺も人のことが言えないほど、浮かれているらしい。

　まぁ惚ほれた女と結ばれた翌朝…………要するに、童どう貞てい卒業したての朝だからな。

　コレで浮かれない男はいないだろう。

　ただ、内心喜んでいる自分がいるのは確かだが、同時にある疑問が湧わいた。

　いい男というものは、童貞であるべきなのか、ないべきなのか。

　すごくいい男が、『俺は童貞だ』と言い切る姿を想像してみる。

　……とてもかっこいいが、どことなくかっこ悪いな。

　いい男と言い切るには、微び妙みような気がする。

　とはいえ、ヤリチンはいい男と思えない。

　複数の女と関係を持っても、そのすべてに責任を持ち、平等に愛する。女好きもそこまでいけばいい男になる気がするが、ヤリチンはそういうのと違ちがうだろうからな。

　あと、尊敬するあの人のおかげで俺は確かに一いつ穴けつ主義だが、複数の相手と経験したことある男がいい男でないと、言い切ることもできない。

　すべての人間が、最初の相手と結婚するわけでもない。性格の不ふ一いつ致ちや、やむにやまれぬ事情があって別れることもあるだろう。

　うむ、結論としては、童どう貞ていだろうが非童貞だろうが、いい男はいい男だということだろうな。

　………………ただまあ、童貞でもいい男だと、誰だれからも認められるためには、容姿に恵めぐまれている必要がある気がするが。

　昔の俺が童貞だと言っても、身持ちが堅かたいんだね！　とか、運命の相手が現れるまで待ってるんだね!!　とか好意的に受け止められただろうが、今の俺が童貞だと言ったりしたら、やっぱり!?　だと思った～みたいになるだろうからな。

　世せ知ち辛がらい世の中だ。

　…………非童貞な俺には、関係ない話だがな!!

　まあそれはともかくだ。

　そんな見慣れた風景の中に見慣れた人たちの姿が見える。

　少し離はなれた場所にある畑にいるのは、お隣となりの佐さ藤とうさん夫ふう婦ふ。

　灰色の肌はだをしたおじさんは、お地蔵さんの妖よう怪かい。大昔に悪戯いたずらしてゲンコツを喰くらったことがあるが、実に痛かった。肌を石みたいに硬かたくできるからな……

　おばさんは見た目に何の特とく徴ちようもない普ふ通つうのおばさんだが、念力が使えたりする。妖怪化した人間、超能力者だからな。今も、器用に二本の鍬くわを操あやつって土を耕している。

　畑の横の道に目を向ければ、角の生えた赤ら顔のスーツを着たサラリーマン、ご近所の山田さんが歩いている。今から出社するんだろう。ちなみに山田さんは、赤あか鬼おにだ。

　ふと空を見れば、両腕うでが羽になっているヒトが飛んでいる。朝のジョギングならぬ、朝の空中散歩でもしているんだろうな。空を飛ぶのには免許が必要だったりと、色々面めん倒どう事ごとが多いらしいが、それでもうらやましいなと思うことがある。気持ち良さそうだからな。

　まあ、いつもと変わらない、普通の光景だ。

　だが、輝かがやいている風景の中にいるせいで、そんな人たちも輝いて見える。

　おっさんがただ普通に歩いている姿すら、輝いて見えるのはどうかと思うが…………どれだけ浮かれているんだ俺は。

　深呼吸でもして頭を冷やそう。

「すぅ[image: ～][image: ～][image: ～]はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]…………冷えないな」

　冷静になろうとすればなろうとするほど、昨夜の出来事が脳裏に……浮かれきってるにも程ほどがある。

　仕方ない、何か無理矢理別のことを考えることにしよう。

　何か他ほかに考えること…………そうだな、普通で思い出したが、俺にとって普通のこの光景、昔の普通とはまったく違ちがうものらしい。

　なぜなら、今から数十年前までは、人と妖よう怪かいは別々の存在だったからだ。

　太古の昔……とまではいわないが、それなりの昔。

　妖怪は人を脅おどかし、人を食い、人を騙だまし、人と友ゆう誼ぎを結び、人を愛した。

　人はそんな妖怪を退治し、妖怪を封ふうじ、妖怪を騙し、妖怪と友情を交かわし、妖怪と愛し合った。

　神話や民話には、そんな話はいくらでも出てくる。

　有名な話でいえば、陰おん陽みよう師じの安あ倍べの晴せい明めい、その母親の葛くずの葉はが狐きつねの妖怪だったり、源みなもとの義よし経つねの師し匠しようが天てん狗ぐだったり、渡わた辺なべの綱つなが鬼おに退治をしたり。

　そんな風に残った話はごく一部で、実際には残った話以外にも、世界のそこかしこで、そういうことが起こっていたんだろう。

　だが、時が経たつにつれ、人間が勢力を伸のばし始めた。

　様々な技術が発達していき、それに伴ともない人がどんどん増えていった。

　人が増えると共に人の生活域が広がっていき、そうすると妖怪と人の接せつ触しよくもどんどん増えていく。いくら個々の能力は人間以上で、特とく殊しゆな能力を持っていたりする妖怪でも、数の多い人間たちには、敵かなわなくなってくる。

　だから一部の知ち恵えある妖怪たちは、身を守るため人に化け、人に交じって暮らすようになった。

　その結果出来上がったのが、この世界だ。

　毛むくじゃらだったり、鱗うろこがついてたり、尻尾しつぽが生えてたり、羽があったり、角が生えてたり、牙きばがあったり、外見に特とく徴ちようがなかったりする人たちが、当たり前のように一いつ緒しよに暮らしている。

　要するに、長い時間をかけて、妖怪の血が人間の血と混じり、溶とけ合って、妖怪の血を引いてない人間など、いつの間にかいなくなっていたわけだ。

　かなり昔に妖怪の血が混じるだけで、そこからねずみ算式に血が広がっていくのだから、今のこの状態も不思議ではないんだろうな。

　さらに付け加えるなら、妖怪の血の混じった人間は、変へん化げして妖怪になっていなくても、普ふ通つうの人間よりも、力が強く、身体からだも頑がん丈じようだったので生き残りやすく、子孫を残しやすかったというのも原因の一つだろう。

　しかも、人じん化かした妖怪と、人の間に生まれた子供は、ほとんどが人となるので、問題も起こらなかった。歴史上の人物に、角が生えてたとかはないからな。

　豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが、猿さるの妖怪、しかも人の心が読める覚さとりの血を引いていたから、人たらしになれて、天下を取れたとかいう説もあったりするが、どこまで本当なのかはわからない。ありそうではあるが。

　だが、人として生まれてきても、時折妖怪の血が強く出た者が、妖怪化してしまうなんてこともあったようだ。

　そうなった人、特に外見の変わってしまった人は、退治されたり、追い出されたり、人目から逃のがれて生きたりと、ほぼ悲ひ惨さんな人生を送ることになったんだろう。

　妖よう怪かいが人に化けて、人に交じっていったように、妖怪化しても人間に化け直せばいいのだが、人間に化けるのは技術がいるので、すぐに変へん化げというわけにはいかない。

　人間に化けられたとしても、妖怪化した姿を見られていれば、妖怪変化と恐おそれられ、もう家には戻もどれない。

　それでも人じん化かに成功した者は、再び社会の一員になれたかもしれないが、人化に失敗した者たち、人化しなかった者たちは、昔話のように人に仇あだをなし退治されるか、山奥にこもり世捨て人のように生活するかしかない。

　そんな、人間と妖怪の関係がずっと続いていたわけだが、近代に入ると状じよう況きようが一変した。

　妖怪化する人間がどんどん増え始め、特に五十年くらい前からは激増してきて、大問題になったのだ。

　基本的に、人間より妖怪の方が強い。

　それは普ふ遍へんの事実だ。

　身体能力もそうであるし、特とく殊しゆな能力を持ってる者もいる。

　持っているものは使いたくなる。そのような力に目覚めた者たちの一部は、その力を私欲を満たすために使った。

　だが話はそれでは終わらない。

　すると今度は、そんな妖怪を狩かる、正義感溢あふれる妖怪が出てきたりした。

　おかげでそこかしこで、超ちよう常じよう能力バトルが繰くり広げられたんだそうだ。

　…………ただそれも、妖怪化の原因が判明し、政府が全国民を検査し、結果を公表したことで落ち着いたが。

　まあ、検査をしてみたら、純じゆん粋すいな人間が一人もいなかったとなれば、そうもなる。

　悪い方にはっちゃけてしまった人たちの末路は、推おして知るべしだ。

　ちなみに妖怪化するヒトが激増した原因は、妖気と杉すぎの花粉だ。

　妖気とは、地球に漂ただよっているらしい不思議パワーで、俺も妖怪化してから感じられるようになった。これが、妖怪化どころか、この世の不思議な出来事の大部分に関かかわっているらしいが、詳くわしいことはよくわかってない。感じること以外は、見ることも集めることもできてないらしいからな。

　ただ、妖怪化した杉の花粉にはその妖気が詰つまっているらしくて、それを吸い込むと、妖怪の血が目覚めてしまい、妖怪化するんだそうだ。

　で、この妖怪杉。どんな環かん境きようでもよく育ち、成長も早く、建材などにも向いていたので、かなりの数が植林され、その結果花粉が大量に飛散することになり、人々の妖怪化に繫つながったというわけだ。

　その後は安全に妖よう怪かい化するための方法も確立し、妖怪に関する法の整備も進み、妖怪がいるのが当たり前になったというか、だいたい思春期以上の年ねん齢れいの人間がすべて妖怪化したのが、今の世界だ。

　思春期以上というのは、個人差はあるが、だいたいそのあたりで吸い込んだ花粉が妖怪化するのに必要な量に達するから。思春期的な肉体の変化も関かかわっているという説もあるらしいが、詳くわしいことはわからない。

　年ねん齢れい的にも分ふん別べつがついてくる年とし頃ごろでもあるし、色々な意味で都合が良いと、思春期、具体的に言うならば、中二の終わりの春休みまでに妖怪化していなかったら、人じん為い的に妖怪化させることになっている。

　これらのことは日本では、社会が変わったという意味での変へん化かと妖よう怪かい変へん化げの変化をかけて、大だい変へん化げと呼ばれてる。

　…………以上、今からだいたい一年前、妖怪化するため花粉を浴びに行った、林間学校で教わったことの受け売りだ。







　　　白い母親




　そんなことを考えてたら、頭が冷えた。

　俺はドンドンドンドンと鈍どん重じゆうな音を立てながら階段を下り、アパートの門から外に……出ることなくアパートの横を通って、芝生しばふ敷じきの開けた庭に出た。

　見えたのは何の変へん哲てつもない一いつ軒けん家や。

　そこそこ田舎いなかなので、そこそこ広い敷地の中に立つ、そこそこ広い、どこにでもありそうな普ふ通つうの一軒家が、俺の家だ。

　アパートと俺の家が、一いつ緒しよの敷しき地ちにある理由は、このアパートはうちの持ちものだから。

　うちの母さんは小説家やってるんだが、それで一発当てた金を元手にして建てたらしい。

　アパートの名前はコーポ村むら野の。

　間取りは１ＬＤＫで、風ふ呂ろトイレは別。面積はリビング十畳じよう、寝しん室しつ六畳。

　部屋数は一階に二部屋、二階に二部屋の計四部屋。薫かおる子こが住んでるのは、二階の２０２号室だ。

　昨夜薫子の母親の陽よう子こさんがいなかったのは、夜勤だったから。

　陽よう子こさんは、ナースなので勤務時間が不規則なわけだ。

　ちなみに陽子さんもマムシの妖よう怪かいで、薫かおる子ことそっくりだったりする。

　仲もすごく良くて、一いつ緒しよのベッドで寝ねてるほどで、それが１ＬＤＫの部屋なのにクイーンサイズのベッドがある理由だ。

　ベッドがいい、でもベッド二つ置くと狭せまい、二段ベッドは嫌いやだ、なら大きなベッドで一緒に寝よう。とまあ、そんな感じだ。

　夜勤とかで寝る時間がずれるから、別々になることも多いし、いびきとかないし、寝相も悪くないし、何より仲が良いので、特に問題はないようだ。

　あと、重要なことといえば、蛇へび妖怪は脱だつ皮ぴするので、陽子さんは二十代で通用するほど若々しい。脱皮すると肌はだのトラブルがリセットされるので、肌もぴちぴちだしな。流石さすが、不老不死の象しよう徴ちようとされることもある蛇の妖怪だ。

　娘むすめでそっくりな薫子も、ああなるんだろうと考えると……いや、そんなことを考えてはだめだ。いい男は、歳としを取って相手が老人になっても、惚ほれた女を愛し続けるものだ。

　…………だがまあ、たまたま惚れた女がいつまでも若々しいだけなんだから、いい男的にも問題ないな。うむ、ない。

「よう」

　俺は庭にある犬小屋の横を通り、そこで寝ていた犬たちに声をかける。

　いたのは、黒と白の秋あき田た犬いぬでかなり大きい。名前はエリザベスとフランソワ。

　命名は俺のじいちゃんなんだが……ハイカラすぎて、逆に変なところにいったって感じだな。

　ちなみにこれはうちの犬ではなく、このアパートの、１０１号室の住人である、俺のいとこ夫婦の飼い犬だ。

　犬たちは目を開けこちらを見て耳をピクピク、尻尾しつぽをフリフリしているが、起き上がっては来ない。

　別に遊びに来たのでも、散歩行くために来たのでもないと、わかっているんだろう。

　実に賢かしこい。

　そしてあっという間に家に到とう着ちやく。徒歩一分だ。

「ただいま」

　玄げん関かんの鍵かぎを開け、家に入る。

　すると、ちょうど階段から下りて来る人ひと影かげがあった。

「う……」

　髪かみから肌はだから真っ白なその人物は、俺の母親だ。

　実に危あやうげな感じでよろよろ下りて来ているが、病弱……なんて設定があるわけではない。ただ単に、うちの母親は、夜型人間なので朝に弱いだけだ。仕事的に徹てつ夜やも多いしな。

　……が、そんな朝弱い母親だが、今日は起きれたらしい。いや、寝てないのか？

「おはよう」

「おう、雪ゆき雄お……はよー」

　が、そこで眠ねむそうな顔を、ニヤニヤという表現が似合う、とてもイイ笑え顔がおに変えて言った。

「ゆうべはおたのしみでしたね!!」







　　　白い○○○




「…………………………………………………………………………おかげさまで」

　いきなりすぎる母親の言葉に、たっぷり間を開けたあと、俺はそう返した。

　頭が働いてないのに、開口一番それか。

　どれだけ言いたかったんだ。

　薫かおる子こも言ってきたし、ブームなのか？

　まあ確かに、一生に一度は言ってみたい台詞せりふではあるが。

　そして、薫子の言ったとおり、すべてが筒つつ抜ぬけのようだ。ヤったと確信しているようだし。

　母子家庭の都合上、薫子は子供の頃ころからうちに預けられることが多かったので、うちの母さんが、薫子の第二の母みたいになってるからな。

　薫子も懐なついていて、色々話してるみたいだし、うちの母親、薫子の母親、薫子、俺の妹で、パジャマパーティ（笑）とかいう怪あやしげな集まりを時々開いてるし、俺の知らないところで何かが進んでいる気がする。

　いや違ちがうな、気がしてた、だ。

　で、その結果が昨日の夜と。

　まあ、仲が良いのは良いんだが。嫁よめ姑しゆうとめ問題が起きそうにないことだし。

　……そういうことにしておこう。

　シモの相談で色々筒抜けでも、骨肉の争いされるよりはましなはずだ。…………はずだ。

「んー今日も相変わらず、もっさもさだな」

「それもおかげさまで」

　挨あい拶さつ？　をして、そのまま一いつ緒しよに洗面所に向かう俺と母さん。

「ん」

　洗面所に着くと、俺は母さんから差し出されたハブラシを受け取り、歯は磨みがき粉こをつける。

　並んで歯を磨く俺と母さん。広いとはいえないが狭せまいともいえない、要するに普ふ通つうの広さの洗面所だが、二人並ぶと狭い。標準体型なら二人でもいけるんだろうけど、片方が無む駄だにでかいからな……。

「んー、相変わらずでかいなぁ。ていうか、また伸のびたか？　前聞いたときは一九八センチだったか？」

　俺と同じことを思ったからか、母さんは鏡の中の俺、もとい、鏡の中の俺……の一部を見ながら、そんなことを言い出した。

　でかすぎて俺の頭も胴どう体たいも、端はしの方が鏡から見切れてるからな。どうにか顔は見えているが。おかげで、身だしなみを整えるのも一苦労だ。特に俺は寝ね癖ぐせが全身につくからな……。

「そんなにすぐに伸のびるわけないだろう」

　…………中学に入ってから、特に一年前雪男になってからは、毎日ミリ単位で変動してるんじゃないかってくらい、伸びてたが。

　今は大分収まったが、それでもまだ伸びているので、このまま伸びていくと、二メートルの大台に乗ってしまうかもしれない。

　ていうか乗るな。

　後二センチだしな。

　最後に測ったのが四日前の卒業式。

　中学生活も終わることだし、記念に測ろうということになったわけだ。

　中学校にこんなでかいやつがいたと話するときに、具体的な数値があった方が盛り上がるだろうからな。俺も気になってはいたし。

「というか、一九八とか、もう二メートルでいいだろ」

「ないものはない。身長を誤ご魔ま化かすのは、いい男ではない」

　一応伸びるペースから考えて、ギネスに載のるとかそういうことはなさそうだが。成長速度は大分失速しているしな。

　正直、一時はどうなることかと思った。今でさえ、この日本では生きづらいのに。

　この一年で一気に伸びたので、慣れるまではたんこぶが絶えたことはなかったし、今でも時々ぶつけるしな。

「まあそれはともかく、イケメンで背が高いとか、向かうところ敵なしだな。そんな風に産んでやった、このお母様に感謝しろよ」

「…………それだけなら、感謝するのも、やぶさかではなかったんだけどな」

　確かに、何度も言うように、俺はイケメンだった。

　美人と評判の母さん似だったしな。

　そりゃ、顔が悪いよりは、良い方がいいだろう…………が!!

「…………」

　洗面所の鏡に映っているのは、真っ白な髪かみに真っ白な肌はだをした、歳としの割には若くて美人だと、ちまたで評判……だと言い張ってる俺の母親と、でかくて白い毛むくじゃら。

　まあ、言わなくてもわかると思うが、一応言っておく。

　でかくて白い毛むくじゃらが俺だ。

　薫かおる子こが俺の胸に顔を埋うずめて、もふもふ～とか言うくらい、全身もっさもさ。

　そう…………俺は雪男なのだ。

　雪女の息子だからな。

　俺の容姿を一言で表すならば、真っ白いムッ○。

　ちなみにム○クとは、昔子供番組に出ていた、赤い毛をした雪男の子供のことだ。知らない人はいないだろうが一応。

　というかアレは、雪男のくせになぜ毛が赤いのか。大自然を舐なめるにも程ほどがある。保護色の白でなくて、雪男が雪山で生き残れるわけないだろうに。

　でかくて襲おそわれないにしても、目立ちすぎて獲え物ものを捕つかまえられんぞ。○ックは、菜食なのか？　確かに、子供番組のマスコット的には肉食ではまずい気がするが……いや、雑食であるべきか。好すき嫌きらいしなくて何でも食べるというのが、マスコット的に良さそうだからな。

　…………心の底からどうでもいいな。







　　　いい男とは？




　それはともかく、『それだけなら感謝するのも云々うんぬん』と微び妙みような反応を示した俺に、母さんが言う。

「ん？　なんか文句でもあるのか？」

「いやこの毛のおかげで、イケメンまったく関係ないだろ」

　ムッ○を思い浮かべてもらえばわかると思うが、アレって顔がまったく見えないだろう？

　あれと同じで、俺も顔は毛のおかげで、ほとんど見えない。

　俺は白いムッ○だからな。

　雪男…………の子供。

　年ねん齢れい的には十五歳だから、まだ未成年だし、一応どうにか子供の範はん疇ちゆうには入ってると思う。肉体的には、大人の範疇に入ってるかもしれないが。

　ていうか、入ってるんだろう、でかいしな。

　私服でいて、未成年と思われたことないし、入ってなかったら、逆に恐おそろしい。今子供だったら、大人になったら間ま違ちがいなくギネスに載のるだろうからな。

「しかも、無む駄だに美少年すぎたおかげで……」

　過去を思い出している俺を見て、母さんが笑った。

「くくっ、昔のお前は残念な美少年だったからな」

「自覚してるから言わないでくれ……というか、俺が残念だとわかってたんなら、言ってくれてもよかっただろうに」

「そういうのは、自分で気づいてこそ、意味があるんだよ」

「確かに、自分のダメさに気づいたときは、死にたくなったが……」

　俺は確かに美少年だった。

　だが、俺の中では、外見だけがいい男を、いい男とは呼ばない。

　だから、努力をした。

　勉強運動のみならず、いい男は、困った人を助けるものだ!!　の考えのもと、人助けをしたり、いい男はいじめは許さない!!　の考えのもと、リーダーシップを取ってクラスをまとめたりと、口だけでなく行動にも起こしていた。

　だから、努力してきた分、自分はそれなりにいい男だと思っていた。

　…………だが、毛が生えたとたんにこの有あり様さま。

　一いつ瞬しゆんで愉ゆ快かいなゆるキャラ。

　どこかで聞いた話だが、イケメンや美女と、それ以外の人が、まったく同じことをした場合、イケメンや美女の方が評価が高くなるらしい。

　つまり、俺はいい男であろうとしていて、実際そこそこいい男だったと思っていたが、それはイケメンという下げ駄たを履はいていたからこそで、俺はいい男などではなかったのだ。

　今となってみれば、当たり前のことなんだが。

　昔の俺は少女漫まん画がにでも出てきそうな美少年だったが、いい男ではなかった。
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　それに気づいたのは雪男になったあと。

　イケメンという下げ駄たを下りてみたら、見えてなかった大切なものが見えてきた。

　見えていなかったのは…………薫かおる子こ。

　灯とう台だい下もと暗くらしとはよく言ったものだ。

　いい男になるとか言いながら、自分の思いのままに、好き勝手行動していた俺。

　美少年が、やたらめったら首をつっこんで、男女問わず誰だれとでも仲良くしていたら、問題が起きないわけがない。

　だが、問題はほとんど起きなかった。美少年でちやほやされていた俺は、そのことを当たり前だと思っていたが……今ならわかる。問題が起きなかった理由、それは薫子がいたからだ。

　俺が調子に乗っている足あし下もとで、薫子がフォローしていてくれたわけだ。

　どの面つら下げて、いい男だなんだと言っていたのか。

　いい男になるために行ってきたことが、逆に大切な存在に迷めい惑わくをかけていた。そんな男がいい男であるわけはない。

　だが、俺のそれまでの行動が、悪いわけでもないだろう。

　努力すること、人助けすること、誰とでも仲良くすること、一いつ般ぱん的に見て俺の行動は、良いことだとされている行動だ。

　だが結果は……

「…………」

　本当にいい男というのは、どういう男なのか。

　どうすればそんな男になれるのか。

　そう、いい男というのは何かというのを、俺はあの日から見失ったままなのだ。

　………………………………とかシリアスっぽく考えても、鏡に映るのは白いムッ○。

　この白い毛むくじゃらが、今みたいにシリアスなこと考えてるとか、俺でも笑うわ。

「がらがらがら……ぺっ」

　歯は磨みがきうがいをしたあとでようやく顔を洗う俺。

　こういう順番でないと、口の周りの毛に泡がついたままになる。

　ただ、毛が生えた頃ころはよく汚よごしたが、今はもう慣れたのであまり汚さなくなった。

　それでも、完全じゃないので今でも習慣として残ってるわけだ。

　まあカレーうどんみたいな、飛び散りやすい食べ物は、相変わらず苦手だけどな。俺の毛は白だから目立つんだよ、臭においもつきやすいしな。

　…………ちなみにシモの毛も白だ。どこからどこまでがシモの毛かわからないがな!!

「まあ、薫子には感謝しろよ……ほいタオル」

「ありがとう。それでまあ…………薫子には、心から感謝しているよ」

　薫子のおかげで、俺は心の底から救われている。

　俺が雪男になって露ろ骨こつに態度を変える女が出る中、薫かおる子こはまったく変わらなかった。

　おかげで、俺は外見のみの男ではなかったと、信じられた。

　薫子がいなかったらどうなっていたことか……。

　本当に薫子はいい女すぎる。

　いい女を手に入れたい俺としては、そんないい女である薫子が俺のことを想おもってくれているのは喜ぶべきことで、何の問題もないはずだった。

　だが実際は、薫子がいい女すぎるせいでというかおかげで、新たに問題ができてきた。

　俺が薫子に釣つり合わないのだ。

　だから、薫子に釣り合ういい男になったと、自分で確信できたとき、薫子に告白して、晴れて恋人同士にとか思ってたのに…………ヤってしまった。

　いい男になりたかったのは、いい女を手に入れたかったからだ。

　しかし、いい男になってないのに、いい女を手に入れてしまった。

　ある意味では、もういい男になる必要はないのだが、それを拒こばむ俺がいる。

　なぜなら、俺は、絶対に、いい男にならないといけないのだ。

　未いまだ俺と薫子は釣り合っていないし、なにより……

「…………」

　…………だが、そもそも、俺の目指すいい男とはなんなのか。

　理想としていたのはあの人だが、俺とあの人は違ちがう人間だし、目標にするならともかく、何から何まであの人の真似まねというのは、その時点で男らしくないだろう。

　これから俺はどうするべきなのか。

　俺がなるべきいい男とは、どういうものなのか。

「…………」

　だが、いくら考えても、答えが見つからない。

　……そしてもちろん、鏡に映っているのは、白いムッ○だ。







　　　いい男とは!!




　なんとかの考え休むに似たり、どうせなら意味のあることを考えたほうがいい。

　考えてみれば、今は俺云々うんぬんよりも、重要なことがあることだしな。

「そういえば、薫子のことだけど……」

「ん？　父親の方の実家が、なにやら怪あやしい動きしてるって話か？」

「ああ」

「ま、とりあえずは大だい丈じよう夫ぶだ。お家大事な向こうが、離り婚こんのときに色々条件突つきつけてきてたからな。財産にたかられたら困るとか言って、接せつ触しよく禁止求めてきたのは向こうだし、金なんてびた一文やるかとか言ってたし、陽よう子こ的にも関かかわり断ちたかったから養育費も貰もらってないし、そもそも薫かおる子こ自身が嫌いやがっているから、法的にどうこうすることもできない。薫子はもうすぐ十六歳だし、この歳としになれば子供の意志が尊重される」

　ざまぁ～とか笑ってる母さん。実に性格悪い。

「今いま更さら、薫子にすり寄ってきた理由は？」

「ああ、後妻が嫁よめいびりに耐たえきれず子供と逃にげて、子供は男だったんで薫子のときと違ちがい、子供だけでも取り戻もどそうとしたが、嫁いびりの証しよう拠こがきちんと揃そろえられてて、裁判に負けたらしい」

「うわ……」

「でもって、裁判の間に養育実績が出来て、取り戻すのはほぼ不可能。子供からも嫌きらわれてるらしくて、面会もなしだ」

「どうしようもないな」

「というわけで、お家断絶の危機だとよ。だから、蛇へび妖よう怪かいになった、それもマムシの血が発現した薫子に、目をつけたというわけだ」

「由ゆい緒しよ正しい血筋だ何だと言うくらいなんだから、親しん戚せき多いんだろう？　そこから引っ張ってくれば問題ないだろうに」

「それはほら、本家だ長男だってやつだろ。あとは、ただの蛇ではなく、マムシという種でないといけないんだろうよ。なんせ、薫子は両親ともマムシの妖怪のサラブレッドだからな」

　あの一族は、マムシが元になってるからな。あの一族にとってそこが譲ゆずれないポイントなんだろう。

「もしかしたら、後こう継けい者しやになりそうなヤツらに、マムシの蛇妖怪になったヤツらがいないのかもしれないな」

　一応両親のどちらかと同じ妖怪になりやすいが、血が混ざりまくっているおかげで、絶対というわけでもないからな。隔かく世せい遺伝で、親と子供の妖怪の種類が違うなんてのもよくある話だ。

「……ただ、本当にどうにもならなくなったら、親戚の中から担かつぎ上げるんだろうがな」

「あいつら、いつの時代の人間なんだか……」

　今の年号、平成だぞ？

　本当にどうしようもないな。

　しかし、あいつらがクズだったおかげで、薫子が隣となりに引っ越こして来て、幼なじみになれたわけで、それだけは感謝してもいいかもしれないが。

「で、だ。問題があるとすれば二つ。陽子を利用しての脅きよう迫はく、うちに来ないとお前の母ちゃんがどうなるかわからんぞ～ってことな。まあ、このへんはお前は気にしないでいい。いくら地元じゃ名士でもこの辺じゃ通用しないし、こっちでも色々動いてるからな。そもそも、長く続いたことだけが自じ慢まんの、どんどん没ぼつ落らくしていってる家だ、どうとでもなる」

　母さんがそう言うなら、大だい丈じよう夫ぶなんだろう。なんか妙みような知り合いがたくさんいるみたいだし、身内に警察官がいたりもするし。

「二つ目はトチ狂くるって、非合法の手段に出ることだな。攫さらって無理矢理ヤってしまえば女なんて言うこと聞くとか、子供さえ産めればそれでいいとか、斜ななめ上うえすぎる考えで、行動に出る可能性がある」

「…………」

「この世にゃ、自分たちが常に正しいと思っている、どうしようもないヤツらが時々いる。そして、そういうヤツらは、自分の信じる常識に従って、突とつ拍ぴよう子しもない行動に出ることがある」

　……それが誘ゆう拐かいか。

「向こうは、薫かおる子この子宮が目当てなわけで、薫子の意志なんて関係ないからな。そもそも薫子を未いまだに自分たちのものだと思っているんだろう。自分たちの一族の問題だから、犯罪だなんて思わないわけだな。そして、その場合薫子は、どこの陵りよう辱じよく物のエロゲだよって目に遭あうだろうよ」

　クズすぎて、吐はき気けがするな。

「だからまあ、薫子がああいう直接的な手段に出たわけだ。彼氏持ちで非処女でヤりまくりという評判は、あの気位の高い一族避よけにちょうどいいからな。

　逆に言えば、それでもちょっかい出してくるとしたら、それだけせっぱ詰つまってるというか、斜め上いってるということだから、かなりヤバいな」

「…………」

「実際手を出してきて、被ひ害がいを受けたあとなら警察行けるだろうが、直接的な被害は今のところない。だからといって被害受けたあとじゃ遅おそい」

「…………」

「……ああそうそう、もう一つ理由があったな。最悪の事態になっても、初めては好きな男にあげたい。……いじらしいねぇ。もう、若いときのあたしを見るようだ」

「…………ギリッ」

　思わず奥歯を嚙かみしめた。

　ダメだ切れそうだ。

　…………ああ、母さんの言った、若いときのあたし云々うんぬんのくだりではないぞ？　そこは華か麗れいにスルーした。

　そんな怒いかりに震ふるえる俺の背中を、ばしばし叩たたきながら、母さんは言う。

「ま、要するにだ。お前は、いつでもどこでも薫子と二人でいて、いちゃいちゃバカップルしてろってことだ」

　シリアスが台無しだ……まあ、言いたいことはわかるけどな。

　一いつ緒しよにいて、万が一の事態に備えろということだろう。自じ慢まんじゃないが俺はでかいし、毛皮の防ぼう御ぎよ力と筋肉で頑がん丈じようだし、力も強い。盾たてにはもってこいだ。

　何より目立つ。

　こんな目立つ俺が側そばにいる薫かおる子こにちょっかい出したら、それはもう目立ちまくるだろう。

　そして常に一緒にいても、誰だれからも不ふ審しんに思われない関係は、恋人同士。

「お、こんな理由で結ばれるなんて……とか、しょぼくれるかと思ったら、そうでもないみたいだな」

「薫子が俺を好いてくれてるのは、間ま違ちがいないからな」

　実際、遅おそいか早いかの話だったろうし。

「それに薫子を護まもれるなら……………………………………………………………ああそうか」

　そのとき俺の脳裏に稲いな妻ずまが走ったというか、欠けてたピースがはまったというか、迷走してた思考が一いつ瞬しゆんで統合され、考えがクリアになった。

「そうだよな……」

　いい男とはなんぞやとか、色々ぐだぐだ考えてたけど、答えなんて初めから知ってたんだよな。

　俺の原点、あの夢の光景。

「………………惚ほれた女を護れたら、それは、いい男だよな」

　惚れてる女を護った男。誰に聞いてもいい男だと言うだろう、もちろん俺もそう思う。

　イケメンだろうが、不細工だろうが、背がでかかろうが小さかろうが、頭が良かろうが悪かろうが、ケンカが強かろうが弱かろうが、性格が良かろうが悪かろうが、見た目が白い毛むくじゃらだろうが、惚れた女を護れたならば、護りきったならば、それはもう、間違いなく、いい男だ。

「ふーん」

　そうつぶやく俺を見て、母さんはニヤニヤ笑ったあと、

「……がんばれ青春小こ僧ぞう!!」

　そう言って俺の背中をまたばしっと叩たたいて、洗面所を出て行った。

　…………と思ったら最後に一言付け加えた。

「あ、そうそう、シャワー浴びろよ？　そんな女の臭においぷんぷんさせてたら、リア充じゆう死ねと、もてない野や郎ろうに刺さされるぞ？　幸ゆき子この教育にも良くないしな」

「…………了りよう解かい」

　妖よう怪かい化したら五感は鋭するどくなるし、特に獣けもの系の妖怪は嗅きゆう覚かくが鋭えい敏びんだからな。おっさんが臭くさいとか、そういうのだけが辛つらいのではなく、知りたくないことまで、知ってしまうらしいしな。

　…………どんな美少女だって、生きてる以上、大も小もするんだよ。

　ただまあ、妖怪化してしばらく経たつと、慣れるし。臭においの取捨選せん択たくができるようになるし、なにがしかの境地に達したあげく、逆に興奮するようになるらしいが。

　……まあ、それはともかく、シャワー浴びるか。







　　　再会




　シャワーを浴びて、部屋に戻もどり着き替がえた俺。

　……まあ、着替えたといっても、Ｔシャツの柄がらが変わったくらいでは、さっきまでの格好とまったく変わらないんだが。真冬以外はだいたいこの格好だしな。俺寒さに強いし。というか寒さに強くなかったら逆にだめだ。寒さに弱い雪男とか、存在そのものがコメディだからな。

　寒さに弱い雪男といい男を、イコールで結ぶのはかなり難しいぞ。

　まあそれはともかくだ。

　部屋から出て、階段を下りていると、玄げん関かんの扉とびらがちょうど開いた。

「あ、さっきぶりー」

「おう」

　薫かおる子こだ。

　またあとでとは言ってはいたが、あっという間過ぎて、初体験後の初めての再会にしては、情じよう緒しよがまったく感じられない再会だ。

　なぜ、こんな朝っぱらから、家に薫子がいるかというと、薫子の母親の陽よう子こさんがいないときは、薫子はうちで朝飯を食べるからだ。まあ、陽子さんがいても、来ることは多いがな。

　お金に関しては貰もらってないらしい。と、いうより、俺が食べすぎてるから、女一人二人増えたって誤差の範はん囲いなわけだ。

　女二人、しかも小こ柄がらで小食だから、二人合わせても俺が食う量の半分以下だからな。

　いや俺が食いすぎだからかもしれないが……燃費悪いんだよ、でかいから。

　ただ、それでは気を遣つかうということで、陽子さんが定期的に大量の肉をおみやげに買って来る。が、間ま違ちがいなく食費分以上は出してるな、あれは。

　なんか陽子さん俺のこと気に入ってくれてて、俺がその肉をもりもり食べてると、喜ぶんだよ。『おいシい～？』とか、『まだまだあるよ～』みたいなこと言ってくるしな。

　見た目若いのに、中身が気の良いおばちゃんっぽいなと、常々思ってたりする。口には出さないが。

　ただ……あの肉は絶対、俺の身体からだがでかくなった原因の一つだろう。あれだけ食えばでかくもなる。

「よいシょっ」

　そんなことを考えている間に、薫子は靴くつを脱ぬいで上がり、俺に背を向けると、屈かがんで膝ひざをつき靴を揃そろえる。

　うなじが眩まぶしい。

　うなじが見える理由は、さっきまでと違ちがい、髪かみを両脇わきでくくっているから。

　いわゆるツインテールだな。

　父親親族に、女は一歩下がって云々うんぬんかんぬんと言われ続けた反動から、大和やまと撫子なでしこクソくらえをモットーにしている薫かおる子こ。

　そのため薫子は、金きん髪ぱつツインテールという、ある意味大和撫子からはほど遠い髪型をしているわけだ。

　とはいえ、金髪に染めたのはつい最近だが。中学の間は校則の関係で黒髪だったしな。

「雪ゆき雄おー、またサンダルがばらばらー」

　薫子の今日の格好は、パーカー付きのスウェットワンピースとレギンス。

　スウェットワンピース、上から引っ張ったらすぽっと脱ぬげそうだ。

　…………今一いつ瞬しゆん、脱がしたいと思ってしまった。

　お腹なかが空すいてるとき、目の前に綺き麗れいにラッピングされた箱があったとして、中にご馳ち走そうが入ってると知ってる場合と知らない場合、感じ方はまったく変わってくるのは、当たり前だろう。

　食べてしまって、味を知って、それがおいしいものだと理解しているからこそ、思うことがあるということだ。

「家だから別にいいだろ」

「もー仕方ないなー」

　自分の靴くつを揃そろえるついでに、俺のサンダルも揃える薫子。

　その所作も様になっている。

　見られていることを、意識している所作。

　そもそも薫子は、実は自分のスタイルに自信を持っている。

　背は低いが、バランスはいいしな。

　だからか知らないが、俺にその自じ慢まんの身体の線を色々な場面で見せつけてくるし、いつでもどこでも俺に見せつけたいらしいんだが……蛇へび妖よう怪かいなので寒さに弱い。

　蛇は変温動物だからな。

　薫子は蛇妖怪で、実際には変温動物なわけではないんだが、それでも寒いと動くのが、おっくうになるらしい。

　俺と正反対だな。寒くなると元気が出てくるし。

　まあ、何度も言うように、寒さに弱い雪男はだめだからいいが。寒さに弱い雪男とか逆にキャラが立ちすぎる。

　ただ、かといって俺は夏に弱いというわけでもないが。

　夏には俺生体クーラーになるしな。

　口から吹雪ふぶきとか吐はけるし。

　おかげで、去年の夏の俺は大人気だった、涼りようを取るという意味で。

　とまあ、それはともかくだ。

　スタイルに自信のある薫かおる子こだから、俺に身体からだの線は見せつけたいが、寒いのは苦手。

　というわけで、お洒落しやれは我が慢まんを実じつ践せんし、どこかを我慢することになるんだが、今日は身体の方をもこもこで温かくしておいてから、足を見せることにしたらしい。素す肌はだは出すと寒すぎるからか、レギンスを穿はいて見せているのは足のラインだけだが。

　あと、このスウェットワンピースだが、お尻しりのところにはもちろん尻尾しつぽ穴あなが空いていて、そこから尻尾がにょきっと伸のびている。

　コレがないと大変だからな。

　なかったら、お尻の場所がこんもりして変な感じになるし、なによりの問題は尻尾を動かしたらパンツが見える。

　尻尾のない俺にはまったくわからない感覚だが、なんでも尻尾は無意識に動くことがあるらしい。貧びん乏ぼう揺ゆすりみたいな感覚なのかもしれないな。

　なので、尻尾の付いてる人は、だいたいの人が、ズボンやスカートなどに、尻尾穴を空けている。

　尻尾の太さは個人個人で違ちがうので、自分で空けるか専用のお店に頼たのむかするしかなく、大変なようだ。

　薫子は、尻尾に毛が生えてないので特に大変らしい。

　尻尾の太さにちょうどピッタリじゃないと、尻が尻尾穴の隙すき間まから見えるからな。

　ちなみに尻尾持ちの薫子が、下着をどうしているかというと、後ろに大きく穴の空いた、尻尾持ち専用下着なんてのがあるわけだ。ただ穴が空いているタイプと、尻尾の上で紐ひもを結ぶタイプがあるな。詳くわしい理由？　買う時に付き合わされたからだよ!!

「相変わらずでっかいなー」

　薫子が俺のサンダルを手に取ってつぶやいた。

　まあ、三〇センチ超こえてるからな。まさにビッグフット。

　おかげで履はくものには、苦労する。

　海外だとサイズがあったりするので、わざわざ取り寄せたりな。

「これでおっけー」

　薫子は俺のサンダルまで揃そろえて、満足したのか立ち上がる。

　そしてそこで俺の邪よこしまな視線に気がついたのか、

「ん？　……シシッ、じゃあいこっかー」

　薫子は楽しそうに笑ったあと、尻尾をフリフリしながら、ダイニングルームに歩いて行った。

「…………」

　見事なぐらい、手のひらの上でもてあそばれてるな、俺は。







　　　俺の家族




「おはようございまーす」

　ダイニングルームに入って、薫かおる子こが朝の挨あい拶さつをすると、思い思いに返ってくる返事。

　今日は俺たちが一番最後だったようだ。

「薫子ちゃんおはよ、ついでにお兄ちゃんも」

「おはよう」

「ぁよー」

　順に妹父親母親。

　うちの母さんは、眠ねむ気けからか、相変わらずやる気がなさそうだ。

「おはよう」

　俺も適当に挨拶しながら席に着く。

　ダイニングテーブルには俺と薫子が並んで座り、向かい側がわに父さんと母さん。

　お誕たん生じよう日席に妹が座る。

　朝食を作っているのは父さん。

　夜や昼は母さんも時々は作るが、朝は確実に父さんだ。母さん朝が弱いからな。

　父さんは惚ほれた弱みとやらで、母さんに対してはだだ甘あまなんだよ。

　だけど俺は、かかあ天下だとは思ってなかったりする。ここぞというときの決断は、父さんが下すからな。

　まあ滅めつ多たにないが、締しめるときは締める、そういうのを見てるおかげで、父親の威い厳げんというものが保たれているわけだ。

　それにうちの父さんは、怒おこったら本気で怖こわい。

　雪男になったばかりの頃ころ、色々あって自信を失い、いい男というものはなんぞやというのを、俺は見失った。そして、そのせいで俺はちょっと精神的に荒あれて、反はん抗こう期に突とつ入にゆうした。

『うっせぇババァ』[image: ]ちょっと粋いきがって反抗してみた俺

『はっはっはっはっ』[image: ]ついに反抗期かと楽しそうに笑う母さん

『あ？　誰だれの女がババァだぁ？』[image: ]鬼おにと化した父さん

　……あっという間に終わったが。切ない青春の思い出というやつだ。

　見た目はめがねの優やさ男おとこって感じなのに、父さんは、怒ると本当に怖い。普ふ段だん穏おだやかだから、怒ったら、余計に怖い。

　それに、もしかしたら若い頃ころは…………知りたくないので、聞いてないが。

　まあ、それはともかく、遅おくればせながら俺の家族を紹しよう介かいすると、父親が和かず人と、母親が雪ゆき乃の、妹が幸ゆき子こだ。

　容姿的には、笑え顔がおでめがねのそこそこ背の高い優やさ男おとこが父さん。誰だれもが想像する雪女の容姿に、めがねかけたのが母さん。母さんを若くして、めがねをハズして色素加えた２Ｐカラーが妹だ。

　ちなみに、種族的には、母さんが雪女、父さんが鍬くわの付つく喪も神がみ、俺が雪男で、幸子が未定だ。

　幸子は未定だが、もうすぐ中二なので、遅おそくても来年の春には妖よう怪かい化するはずだ。遺伝的に、雪女か鍬の付喪神になる可能性が高いだろうが、隔かく世せい遺伝で他ほかの妖怪になる可能性もあるし、まあそのへんは、妖怪化してみてのお楽しみといったところか。

　ちなみに俺の名前に雪が入っているのは、俺が生まれた瞬しゆん間かんこいつは雪男になる気がする……と母さんが思ったかららしい。ただ、幸子の場合はそういうのがなかったので、幸子になったんだそうだ。







　　　朝の団らん。




　そんなことを考えてたら、幸子が薫かおる子こに話しかけた。

「薫子ちゃん、昨日どうだった？」

「んー、なんてゆーか…………すごかった」

　…………やっぱりというか、あり得ないというか、母親どころか妹にまで俺らの下しも事情は、筒つつ抜ぬけらしい。

「やっぱ痛かったの？」

「痛かったけど……女とシての幸せも感じたね。雪ゆき雄おへの愛を再確かく認にんシたみたいな？」

「きゃー!!」

　うるさいぞ幸子。

　まあ、俺としてもそう言われるのはうれしいが……ＴＰＯを考えろ。

　今は朝だ、朝の団らん中だ。

「…………そもそも、愛がないとアレは無理だって、いやマジで」

　薫子を見ると、びっくりするぐらい真顔だ。

　いつもはニコニコニヤニヤシシシシしてるのに。

「あとローション」

　あと、いつまでそのネタ引っ張るんだ。

「…………だろうな」

　でもって、深刻な顔で頷うなずく母さん。

[image: ]

　そして聞き捨てならない言葉があった。

「……なんで母さんが知ってるんだ？」

　流石さすがに物心ついてからは、ナニを見せた記き憶おくはないんだが……やはり薫かおる子こか？

「和かず人と経由だ」

　そっちか。

「子供が大きくなるのはあっという間だねとか、しみじみ言ってたからな。……はっ!?　息子むすこの息子……つまり孫になるのか？」

「最低だ……」

　どうにかしてくれよ、この母親。

「和人も上中下だと上には入るんだから、それよりでかいとか、そりゃ処女にはきついわ。日本人の平均は一四センチらしいんだぞ？　どれだけオーバーすれば気がすむんだ」

　俺が知るわけないだろう。

「えっと、その、おにいちゃんのって……」

「マ　ジ　デ　カ　イ」

「だから、薫子真顔はやめろ。生々しさが増すだろうが……」

　しかも、一文字一文字区切って、強調してるし……。

　それにしても、なんなんだこれは、なんでこんなことになってるんだ？

　ともかく流れを変えなければ。

「今は朝の団らんだ。自重してくれ」

「何でも包み隠かくさず話せる、仲の良い家族。実に幸せな朝の団らんの風景だろうが」

「少なくとも朝の団らんで下しも事情暴ばく露ろされた俺は、全然幸せじゃねーよっ!!」

「おおー、つっこんだつっこんだ」

「やったー」

「シシシシッ」

「誰だれのせいだと思ってる!!」

　人で遊びやがって……

　こいつらは、俺がいい男になるために、つっこみを入れたくないと思ってることを知っているから、どうにかして俺につっこませようとするんだよ。

　実に、イイ性格をしている。

　だが、それなら俺がつっこみを入れなければいいと、思うかもしれないが……話題が自分のナニの大きさとかいう、最低すぎる朝の団らん、どんな聖人だってつっこむだろう。

「ともかく、結論で言えば、蛇へび女おんなで良かったって感じかなー」

「蛇って、自分より大きな獲え物ものだって丸まる吞のみにするもんね。それに蛇って身体からだ細いのに、どこに入ってたの？　ってくらい胴どう体たいの太さに比べて大きな卵産むんでしょ？」

「そう、だから蛇の妖よう怪かいの私は、身体も関節も柔やわらかいシ、皮ひ膚ふだって伸のびるんだよねー」

　むにーっと、自分の両頰ほおを引っ張る薫かおる子こ。すごく皮膚が伸びて、面おも白しろい顔になっている。

「口も大きいシ」

　口を大きく開く薫子。薫子は、握にぎり拳こぶしを咥くわえられるからな。

「そう……おかげで、どんなに太くたって咥えられるはず!!」

「朝っぱらから、なんの話してんだよおまえはっ!?」

「もちろんナニの話を」

「うるせーよ!!」

「大だい丈じよう夫ぶ！　昨日はできなかったけど、やるときは牙きばには注意するから!!　あと、毒はあるけど、毒を出すか出さないかは、制せい御ぎよできてるシ!!」

「論点はそこじゃねーよ!!」

　いやまあ、そうでないと流石さすがに恐おそろしすぎるが。

　薫子は牙を、邪じや魔まにならない程度に短くしているし、毒に関しては言わずもがなだ。そのへんの融ゆう通ずうが利きくのは妖怪ならではだな。

　薫子は［人間[image: ][image: ]蛇女[image: ][image: ]蛇］の間で、蛇と人間の割合を自由に調節することができる。

　ただ、練習も必要だし、化けることができるようになっても、流石に童話の狸たぬきみたいにどろんとはいかないが。

　そんな妖よう怪かい化の程度を自由に調節できる薫かおる子こが蛇へび女おんなをやっているわけは、完全に人間だと身体能力や特とく殊しゆ能力などの妖怪的なメリットがないし、完全に蛇に化けると、今度は人間のインフラが使えなくなるからだ。手足もないしな。この世界で生きようとするなら、やはり人型が一番便利だからな。

　まあ、そういうわけで、薫子は、いいとこ取りで、蛇女になっているというわけだ。

　…………そういえば、蛇に手足生やしたらトカゲになるのでは？　と思ったこともあるんだが……まあ、マムシの妖怪なので、手足が生えても薫子は蛇妖怪でいいんだろう。本人も自分は蛇女だと言ってるしな。

　そして、その薫子の変化のバランスは、この一年で試し行こう錯さく誤ごしてきた、最適解だ。

　鱗の配置、舌の長さ、肌はだの色、瞳どう孔こうの形等々。

　蛇に近くすると気味悪く思う人が出てくるし、さりとて人間に近すぎると能力的にも、見みた目め的にも面おも白しろ味に欠けるからな。

　まあ、そのおかげで今の薫子は、妖あやしい魅み力りよくが漂ただよっているんだと思う。

　…………ちなみに俺は今の姿だけだ。

　雪男になったばかりの頃ころ、自信を失ってた俺は元に戻もどろうと、人じん化かを練習してたんだが、成功しなかったんだよ。

　まあ、練習を続けていれば、いずれは人化できたかもしれないが……今はもう練習すらしてない。

　この毛なくしても、それはただの誤ご魔ま化かし、ただの逃にげでしかないからな。それでは真のいい男にはなれないだろう。

　それに、今いま更さら元に戻ってちやほやされても、寒いだけだ。まあ、マッチョになってるんで、前ほどちやほやされるということはないだろうが。

　実利的な面でも、雪男状態のほうが、俺は絶対強いので、今後も人化することはないだろうな。腕わん力りよくも強いし、毛皮の防ぼう御ぎよ力もあるし、吹雪ふぶきも吐はける。薫子を護まもるためには、この力は必要だ。

　それになにより…………………………………………………そうでないと薫子が、切れる。

　俺をモフるのを、生いき甲斐がいにしているしな。







　　　朝の団らん？




「それに、牙きばとか毒とかに気をつけているだけじゃないよ!?　舌使いの方も研究してるシ!!　私、ベロ長いシ、それはもう、すんごいことになるはず!!」

「だから何言ってやがるっ!!」

「うわー、薫かおる子こちゃん、おっとなー」

「シッシッシー」

「おい薫子、あんまり調子に乗るな」

　そこで母さんが言った。

　おお、第二の母としては、流石さすがに止めないといけないと思ったか。

　だが、遅おそすぎる。止めるならもっと早く止めてくれ……

「免許皆かい伝でんは、まだまだ遠いんだからな」

　……………………こうきたか。

「まだまだ精しよう進じんシますよ師し匠しようー」

　やはり師弟関係を結んでいるらしい、うちの母親と薫子。

　だが、そんなことより重要なことがある。

「だから、今は、朝の団らん中だっつってるだろうが!!」

「おーつっこみまくりだー。今日はお兄ちゃんペースが速いね」

「夜も早かったけどねー」

「うるせえよ!!」

　童どう貞ていだったから仕方ないだろうが!!

「そもそもさっきからつっこみまくってんのは、誰だれのせいだと思ってるっ!?」

　が、何言ってるのかわからないといった表情で、顔を見合わせる女ども。

「ねえ、薫子ちゃん、誰のせいかわかる？」

「さあ」

「なんで不思議そうな顔してるんだよ!!　お前らのせいだよっ!!」

　そんなつっこみを入れた俺を見て笑う女三人。

「はっはっはっ」

「シシシシッ」

「あはははは」

「…………はぁ」

　疲つかれる。

「はい、できたよー」

　……と、そこで救いの神がやって来た。

「いやー盛り上がってるねー」

　救いの神こと父さんが持って来たのは、山盛りのスクランブルエッグとベーコンの入った大皿二つ。

　だが、一つ言わせて欲しい。

　このカオスな朝の団らんを、盛り上がってるの一言ですませないで欲しい。

「ありがとうございまーす」

　薫かおる子こは大皿を受け取ると、テーブルの中央に置く。

　手伝いもせずに席に着いて話に参加している薫子だが、これは別に常識わきまえてないとか、気が利きかないとかいうわけではない。

　物心ついてからは、薫子も手伝おうとしたが、来たときにはだいたい準備が出来てるんで、諦あきらめたのだ。

　まあ、うちの父さん早起きだし、準備するのに無理に起きたりしたら、それはそれで気を遣つかわせるし、なにより父さん一人の方がスムーズにいくからということで、忙いそがしそうなときにだけ、手伝うということになったわけだ。

　実際目の前にはトーストが置かれて、サラダの入ったボールとドレッシングも置いてあり、スクランブルエッグとベーコンもきたので、あとは自分で取り分けるだけだからな。

　なに？　うちの女ども？

　もちろんふんぞり返ってる。

「おにーちゃん、ベーコンばっか取らないで!!」

　なんて考えながら、自分の皿にスクランブルエッグとベーコンを取っていたら、幸ゆき子こが文句を言ってきた。

「成長期だからな」

「まだ成長する気なの!?　ただでさえボリュームがすごいことになってるのに!!」

「勝手に育つんだから仕方ないだろうが」

「シシッ雪ゆき雄おは、かなり筋肉ついてるもんねー」

「鍛きたえれば鍛えるだけ、筋肉がついてくからな……」

　薫子の言うとおり、妖よう怪かい化してから、かなり筋肉がついたし、つきやすくなった。

　いい男は、文武両道でなければいけない。

　必ひつ須す条件ではないが、どうせなら両方できる方がいい。

　さらに言うなら、いい男であろうとするなら、腕わん力りよくが必要な場面もある。

　というわけで、それなりに鍛えているんだが……そうしたら、いつのまにか、ムキムキに。

　雪男補正か？

　雪男化する前は、ここまで膨ふくらまなかったからな。

　細マッチョで、背も高く、なかなかいい身体からだをしていたと思う。

　…………今は細が取れて、ただのマッチョになってしまったが。

　しかもまだ伸のびシロがありそうだ。

　ただでさえ毛のせいで、でかい身体がさらにでかく見えるのに、これ以上筋肉が膨れたら、ボリュームがものすごいことになってしまうだろう。

「これ以上膨れたら、着ぐるみにしか見えなくなるから、あまり膨れたくないんだが」

　子供がさらに寄って来る未来が見える。

　だが…………それでも、鍛きたえるのはやめられない。

　どうせマスコットになるなら、あの緑の恐きよう竜りゆうの子供のように、運動神経抜ばつ群ぐんの方がまだましだからな。

　運動神経が悪かったら、それこそピエロで、愉ゆ快かいなマスコットだ。

　どうせ笑われるなら、あいつ見た目ムッ○なのに、運動神経良すぎと笑われたい。

　なにより、薫かおる子こに危険が迫せまっていると知った今、前にも増して、鍛えていかないとだめだ。







　　　朝の団らん（笑）




「シシシッ、私はそんな雪ゆき雄おがかわいくて好きだけどねー」

　俺の方を見て薫子が笑った。

　薫子はそう言うだろうな。男の見た目にこだわらない、実にいい女だ。

　それに比べて我が妹は……

　視線の先では、わざとらしく幸ゆき子こが、顔を手で覆おおっていた。

「返してっ!!　スラッとして美形だった、私のお兄ちゃんを返してっ!!」

「知るか」

　好き好んでこんなになってないんだよ、俺も。

「幸ちゃん。男は頼たより甲斐がいだよー。少女漫まん画がの王子様みたいなマッチ棒なんて、論外論外」

「でも、マッチョはちょっと……」

「あの頼り甲斐のある大きな胸に抱だかれ、包み込まれるというのは、女冥みよう利りに尽つきるよ？　……それになにより!!」

　薫子がそのぱっちりした目を、さらに見開いて叫さけんだ。

「雪雄はもっふもふで、毛並みも良いから、マジ抱き心地ごこちが良いの!!　もう、どんな不ふ眠みん症しような人でも、一いつ瞬しゆんで夢の世界に旅立つレベル」

　そんなことをうっとりと言う薫子に、一応言っておく俺。

「毛並みが良いとか、完全にペットの評価だろうが」

　間ま違ちがいなく人に対する褒ほめ言こと葉ばじゃないぞ。

「トト○のお腹なかに乗ったメイの気持ちがわかる日が、まさかくるとは思わなかったなー」

「うわっ、それはうらやましいかも。でも確かに、考えてみたらお兄ちゃんって、生きた等身大ぬいぐるみだよね……」

「あったかいシねー」

「……俺の話を聞け」

「いやーいい男をゲットシたよー。幸ゆき子こちゃんもやらせてもらえば？　もふもふだよー？」

「うーん、あの毛並みをモフりたいのは確かだけど、流石さすがにこの歳としになると恥はずかしい」

　幸子も昔はお兄ちゃんお兄ちゃん言ってたが、あるときから兄離ばなれした。具体的に言うと、俺が雪男になった頃ころから。

　俺が中二のときは、幸子が小六…………お年頃になったからということにしておこう。

「でも今のうちだよー？　大きくなればなるほど、メイ感が減っていくシ」

　メイ感って何だよ、いやわかるが。

「幸ちゃんも、身長は一六〇センチは越こえそうだシ」

　うちの母さんがそのくらいだからな、父さんも一八〇はあるし、俺はコレだし、遺伝的に越えそうではある。

「うー……………………………………だめ、やっぱり恥ずかしい」

「なら寝ね込こみを襲おそってみたら？」

　おい。

「おすすめは日ひ向なたぼっこシているときか、そのあと。太陽の下で日向ぼっこシたあとの雪ゆき雄おはふかふかで、お日様の匂においがするシ」

「俺は布ふ団とんか」

　俺は、天気の良い日に、家の庭にシートを敷しいて、寝転がったりしてるからな。

「だからそのときを狙ねらってみたら？」

「じゃあ外で寝てるときに襲うことにする。昔は、芝生しばふの上で犬と昼寝とか、絵になりすぎてて、写真が売れたほどだったから、邪じや魔まできなかったけど、今なら……」

「やめろ」

　やめろ。

　俺の憩いこいの時間を邪魔するのは、本気でやめてくれ。

「あと売ってたのか」

「あの『美少年が芝生の上で大型犬二匹とお昼寝』とかいう光景は、人類で共有しないといけないという、使命感が湧わいてきて…………」

「おい……」

「…………あと、欲しいものがあったから」

「……おい!!」

　実の兄を売るなよ……

「あ、安心して、実費に手間賃を少し加えたくらいしか、貰もらってないから。薄はく利り多売は商売の基本だよね!!」

「余計に悪いわ!!」

　少数限定プレミア商売の方が、よっぽどましだ。

　どれだけの枚数ばらまかれたのか……

「シシッ、幸ゆき子こちゃん、流石さすがだねー」

「なんでこんな女に……」

　昔はかわいかったのに。

　いや、今がかわいくないとは言わないが……

「あたしの娘むすめなんだから仕方ない」

「ものすごい説得力だ……」

　ぐうの音ねも出ないほどに納なつ得とくしてしまった。

　と、そこで朝食の準備を終えた父さんが、戻もどって来た。

「よいしょ。雪ゆき乃の、ゆで卵冷やし忘れてたから、冷やしておいて」

　席に座り、器に入れて持って来ていたゆで卵を母さんに渡わたす。

　父さんは、ゆで卵を作ったはいいが、冷やすのを忘れていたらしい。

「あいよー……あちっあちっふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　母さんは渡されたゆで卵を目の前に掲かかげると、ふーっと息を吹ふきかける。

　すると吹きかけられた息が吹雪ふぶきに変わり、ゆで卵に雪がまとわりついていく。

「お母さん、寒いからこっち向かないで!!」

　でもって、吹雪の進路上にいた幸子が、両手で身体からだを抱だきしめながら言う。

「めんどくさいから我が慢まんしろ……ま、こんなもんか。ほい」

「わっ、ありがとうございまーす」

　その雪に包まれて冷えたゆで卵を、うれしそうに受け取ったのは薫かおる子こ。

　俺たちはスクランブルエッグだけど、薫子はゆで卵なのだ。

「うん、準備出来たね」

　そうして、父さんの合図で、ようやく朝食が始まった。

「では、いただきます」

「「「「いただきます」」」」







　　　朝の団らん（　）




　まず最初に何を食べるか迷ったあと、とりあえずスクランブルエッグに手を出す俺。

　うん、良い感じに半はん熟じゆくで美味うまい。

　若い男としては肉が大好きだが、ベーコンはそこまでの量がないからな。俺は好きなものは、最後に食べる派なのだ。

　逆に薫子は最初に食べる派だな。

　隣となりの薫かおる子こに目をやると、薫子はちろちろと長い舌を出しながら、うれしそうにゆで卵の殻からを剝むいている。

　そして、その殻を剝き終わったあとそのゆで卵を、大きく口を開け、

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]ん♪」

　一口で吞のみ込んだ。

　薫子は、さっきも自じ慢まんしてたように。口が大きいからな。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　薫子の喉のどが膨ふくらみ、卵が喉を下りていくのがわかる。

　見慣れない人にとっては衝しよう撃げきの光景だろうが、俺としては慣れたものだ。

　薫子は吞み込み終わると幸せそうに。息を吐はいた。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ふぅ」

　恍こう惚こつとしてて、実に色っぽい。

「相変わらずエロ幸せそうに食べるなぁ」

　俺と同じ感想を抱いだいた母さんが、薫子に言った。

　ただエロ幸せそうとか、何という造語だ。

「大好物ですからー」

「でも、いつも思うんだけど、味しないよね？」

　幸子がジャムを塗ぬったトーストにかぶりつきながら聞く。

「いえいえ、ゆで卵は喉のど越ごしを楽シむものですよ？」

　ビールかよ!!　……と、俺が最初につっこんだのはいつだったか。ほぼ毎日見てる光景なので、流石さすがにもうつっこまない。

　しかも、キンキンに冷えたゆで卵が好きだったりするが、やはりつっこまない。きりがないからな。

　まあ要するにアレなんだろうな、蛇へびは獲え物ものを丸吞みするものだから、本能的な部分が満足するんだろう。

「喉を通るときの、あの感覚がたまらないんだよねー」

　とはいえ、普ふ通つうの人は真似まねしてはだめだ。ヘタをすれば死ぬ。

　もしくは、苦しさからゆで卵を丸々吐き出して、ピッコ○大だい魔ま王おうとかあだ名がつく。

「あっ、すごい大きいのが、私の中を押シ広げて奥に入っていく……みたいな？」

「朝の団らん中だっつってるだろうがっ!!」

　さっきから、朝のさわやかさのかけらもないだろうが!!

　…………そしてまたつっこんでしまった。

「何言ってるのー？　……あ、もしかシて変なこと考えちゃった？　雪ゆき雄おのエッチー」

「雪雄は思春期だから、仕方ないな」

「お兄ちゃん、ヤりたい盛りだもんね」

　こいつら……

「あーそういえばさ、薫かおる子こちゃん、高校ではビッチキャラでいくって言ってたけど、やっぱりそうするの？」

　妹よ、なにがそういえばなのかはわからんが、とりあえず朝の団らんでビッチ言うな。

「そうだねー、そのために金きん髪ぱつにしたシ、処女も卒業したシねー」

　俺たち家族の前では素すだが、俺たち以外の前では、薫子はキャラが変わる。

　人間は基本そんなものかもしれないが、薫子の場合はもう少し気合いが入っていた。

　俺のせいで、そうせざるを得なかっただけなんだが。

　で、薫子がどんなキャラをやっていたかというと、薫子は小学生から中二の終わりまで、文武両道、品行方正、気配りができ、誰だれにでも優やさしく社交的という、非の打ち所がない、清せい純じゆん派美少女をやっていた。

　今の薫子とは似ても似つかないキャラだが……要するに、俺の側そばにいても文句を言わせないため、そして俺の周囲の人間関係をおかしくしないために、そんなキャラにしていたわけだ。

　大和やまと撫子なでしこクソくらえという自分の主義主張を、心の奥底に封ふう印いんしてまでな。

　たとえばの話だが、もし薫子が完かん璧ぺきな美少女でなかったら、薫子が気弱で性格が引っ込み思案だったら、能力的に普ふ通つうだったら、容姿が劣おとっていたら、薫子は間ま違ちがいなく嫉しつ妬とで攻こう撃げきされてただろうし、俺を巡めぐる争いで、俺の周囲の人間関係は、ひどいことになっていただろう。

　もしそうなっていた場合、俺はその荒あれた人間関係を、どうにかしようと口を出して、さらに状じよう況きようを悪化させただろう。もう、目に見えるようだ。

　そしてその場合は、いい男だなんだと言ってる余よ裕ゆうはなかっただろう。

　だが、完璧だった薫子には難なん癖くせをつけられない。

　それだけでなく、薫子が完璧すぎたおかげで、薫子に対たい抗こうしようという女子は、ほとんどいなかった。

　薫子は完璧であることで、同じクラスの女子を統制し、牽けん制せいすることで、俺に告白をさせなかったわけだ。

　結果、他ほかのクラスのよく知らない女子に告白されたり、他校の女子に告白されたりというのは、腐くさるほどあったが、同じクラスの女子や友人の女子に告白されたことはなかったからな。

　おかげで俺の周囲はいつも和わ気き藹あい々あいで、笑いの絶えない素す敵てきな学校生活だった。

　…………それを自分の力だと思っていた、過去の自分をしばきたい。

　ただ、中二の終わりに俺が雪男になってからは、俺が女子たちの中で恋愛対象外になったため、薫子は完璧な美少女である必要はなくなって、キャラをまた変えたというか、ほぼ素に戻もどったが。

　しかも、最近は昔に輪をかけてフリーダムだ。

　言動から、品行方正のひの字もなくなったしな。昔は素すに見えて、多少は抑おさえていたのかもしれない。昔の薫かおる子こは俺とふたりきりでも、シモネタ言わなかったし、これほどまでに俺をからかってこなかったしな。

　まあ、完全に素を出して、俺が他ほかの女になびいたら～とか考えていたのかもしれない。

　そんなことは、今も昔も、あり得ないことなんだがな。

　ただ…………確かに生き生きしてる今の薫子のほうがいいんだが…………品行方正のひの字くらいは、残して欲しかった気もするが。…………はぁ。

「ああ、雪ゆき乃のさん。とりあえず、初っぱなが肝かん心じんなんで、相思相愛家族公こう認にん状態でヤりまくってますと公言シようかなーと。いいですか？」

「家族公認か？　今いま更さらすぎる気もするがいいぞー。……和かず人とは？」

「そうだね、ぼくとしてもその方が良いなぁ」

「むしろ、お兄ちゃんに今更違ちがう女連れて来られても、こっちが困るしね」

　…………家族公認すぎて困るな。

「それに、薫子ちゃんの親族避よけに、広めていかないとだからね」

「うん。あとはまあ、雪ゆき雄おの虫むし除よけかなー」

「そろそろ夢見る少女から、女になるやつが出てくる年とし頃ごろだからな」

　母さんがうんうん頷いている。

　女になる……これは肉体的にというよりは、精神的にというところか。

「お兄ちゃんって、見た目がムッ○なのを除いたら、優良物件だもんねぇ」

「見た目で男を選ぶ女は三流、優やさしさや人ひと柄がらで男を選ぶのは二流、甲斐かい性しようで男を選ぶのが一流の女だ。高校で雪雄に近づいてくる女は確かに、注意する必要があるな」

　女って現実的で怖こわい。

「お兄ちゃんは将来性は未知数だけど、それを除けば、勉強も運動もできて、いい男ならどうするというのが行動原理だから、馬ば鹿かな真似まねはしない。それに、うちは両親は仲が良くてまともだし、妹はかわいいし、結婚を前提に付き合うなら、かなりポイント高いよね」

　確かに、単なるスペックだけで見るなら、俺はそれなりのはずだ。

　いい男になるために、幼よう稚ち園えんの頃ころから続けてきた努力は、伊達だてではない。

　まあ、ムッ○なせいで、すべてが面おも白しろさに変へん換かんされてしまっているが。

　文武両道なムッ○、字じ面づらだけで笑えるだろう？

　クラスマッチや体育で、活かつ躍やくするだけで笑われるんだぞ？

　俺、バスケでダンクシュートとか決めたりできるんだぞ？

　だが、巻き起こるのは爆ばく笑しようで、かっこよく決めたあとは、感動や興奮ではなく、何とも言えないふわふわした空気が満ちる。

　しかしまあ、仕方ないだろう。機き敏びんに動くムッ○は、想像しただけで面白いからな。華か麗れいに宙ちゆうを舞まいダンクを決めるムッ○とか見たら、俺でも笑うわ。

　とまあ、それはともかく、両親もまともだ。借金、ギャンブル、浮うわ気きその他諸もろ々もろの問題なしで夫ふう婦ふ円満だし。

　ただ、とりあえず一カ所、気になるところがあった。

「妹かわいいとか、関係なくないか？」

「あるよ。かわいいってことは、引く手あまたってことで、そうなると結婚して出て行くだろうから、小こ姑じゆうとめにならないもん」

「…………なるほど」

　恋愛と結婚は違ちがうということだな、現実は世せ知ち辛がらい。

　あと、女はやっぱり怖こわい。

　こいつ中二のくせに、女の思考してやがる。

「あと、両親の仲も重要だな。姑が舅しゆうととの仲が上手うまくいってりゃ、そうそう嫁よめいびりなんてしないもんだ。いびる時間があったら、いちゃついてた方がよっぽど有意義だしな。逆に言うと、舅と姑が仲が冷え切ってると、姑は息子むすこに執しゆう着ちやくするんで、ワタシのかわいい息子ちゃんを奪うばいやがってきいぃいみたいになるらしい」

　……生々しいな。

「うちのお母さんとお父さんは大だい丈じよう夫ぶだよね。未いまだにラブラブだし」

「ベッドの上でもなー」

「いやー照れるなぁ」

　両親の性生活とか、これほど聞きたくない話題もないので、本気でやめて欲しいんだが。

「まあ、そういうわけで、肉体関係を公言シて、他ほかの女を牽けん制せいシようかなとー」

　無む駄だというか、意味ないと思うがな。

　ちなみにこの意味ないというのは、効果がないではなく、効果を及およぼす相手がいないという意味での、意味ないだ。ムッ○を恋愛対象にできる女なんて、そうはいない。

「猥わい談だんで雪ゆき雄おのナニの大きさに言げん及きゆうすれば、後あと腐くされのありそうな、処女は近づいてこなくなるだろうシねー。ただ、興味津しん々しんのビッチが近寄ってくる可能性があるのが、難点だけど」

「って、何言うつもりだ!?」

「ナニの話を」

「だから、おまえはそれで上手いこと言ったつもりなのかっ!?　あと同じボケを短期間に繰くり返すな!!　天てん丼どんは二回まで!!　…………はっ!?」

　勢いでつっこんでしまったが、にやにや笑ってこっちを見ている薫かおる子こを見て、我に返る俺。まさか…………このために同じボケを繰り返していたというのか!?

「…………」

　そう、いい男は、お笑い用語使って、つっこみを入れたりしない。しないのだ……

「シシシシシシシッ」

　いいようにもてあそばれる自分が悲しい。

「まあ、噂うわさになるだろうけど、私のためだと思って我が慢まんシてねー」

「それ、絶対変なあだ名がつくだろ……ビッグマグナムとかウタマロとか」

　俺見た目ムッ○なんだぞ？

　子供番組のキャラクターに、じつは巨きよ根こんとかいう設定ついたらダメだろう。

「私はブラックホールとか、そのへんのあだ名が欲シいなー」

「やめてくれ」

　ウタマロとブラックホールのカップルとか、それが何を意味してるのかわかりすぎだろうが。

　いや、薫かおる子この親族避よけには、効果的なのは確かだろうが。

「あとは、ヤンデレ風味をプラスしたら完かん璧ぺきかなー。ヤンデレは基本的に男が浮うわ気きシた場合、男じゃなくて女に怒いかりを向けるから、危ない女と思われれば、手を出してくる女はいなくなるだろうシ」

　淡たん々たんと怖こわいことを言ってる薫子。

「……自分で言うのも何だけど、私はヤンデレの素養がありまくりだからねー。雪ゆき雄おが浮気シた場合、間ま違ちがいなく私は女の方を排はい除じよしようとするシ」

　…………排除の方法は聞かないでおこう。

「そうシた方がいいねー」

　ニコッと微笑ほほえむ薫子。

　今ばかりは、チラッと見える牙きばが怖い。

　でも、そんな薫子を見て、こんなに愛されてる俺って幸せ者とか思っているあたり、俺も毒されてるなと思う。

　まあそれはともかくだ。

「俺の考えを読まないでくれ……」

　ピット器官と幼なじみの組み合わせ恐おそるべし……。

「お兄ちゃんの考えが浅すぎて、読みやすすぎるのが、だめなんじゃない？」

「だなー」

　うるさい黙だまれ、母に妹。

　この女三人は……いいかげん、ビシッと言っておかないといけないな。

　というわけで……

「すいません、もう許してください」

　勝てぬとわかったときに、潔いさぎよく引くのもいい男の条件だ。…………コレは流石さすがに、無理があるか。

　文字どおり姦かしましい女三人だが、陽よう子こさんがいるときはもっとひどくなるからな……男は肩かた身みが狭せまい。

　というか、食べる時間がなくなるので、もうスルーしよう。

　ただでさえ俺は食べる量が多いんだ。

「…………」

　というわけで、三枚目のトーストにかぶりついていると、父さんがものすごく優やさしい声で俺に言った。

「ぼくの分のベーコンいるかい？」

「……いただきます」

　ああ、朝ご飯はおいしいなぁ。







　　　いす




　食後、自分の部屋に戻もどった俺だが、当然のように薫かおる子こもついて来た。

　俺の部屋は、六畳じようほどで、机にベッドに本ほん棚だなに……というオーソドックスな男の部屋だが、なぜかすごく狭せまく感じる。

　理由は、机もベッドも俺の身体からだに合わせてでかいからだ。

　あと俺もでかいからだ。

　子供の頃ころに買った勉強机なんて、机の下に足が入らなくなったし、ベッドはベッドで、普ふ通つうのシングルベッドだと足がはみ出るからな。

　というわけで、俺の部屋の机とベッドは、俺と父さんが協力して作ったものだ。

　おかげで、室内のバランスがおかしく感じる。

「うっひょーい」

　俺のベッドに飛び込む薫子。

　ベッドを奪うばわれた俺は、椅い子すに座り、読みかけだった文庫本を手に取り、読み始める。

　穏おだやかな空気が流れ……

「へいへーい」

　流れ…………

「へいへいへーい」

　……ることはなかった。

「なんだ？」

　放ほうっておくとエスカレートしていきそうなので、おとなしく返事をする俺。

「かわいい恋人放っておいて、本読み出すとかどんだけー」

　うつぶせになりながら、尻尾しつぽをにょろにょろ動かしている薫子。

　そんな薫かおる子こに俺は言った。

「…………今いま更さら俺にどうしろと」

　薫子は、休日で時間に余よ裕ゆうのあるときの朝食後は、だいたいこうして俺の部屋に来てるからな。正直な話、このままでも十分恋人っぽい行動だろう。

　いや、自じ慢まんじゃないが、コミュニケーション過多な薫子のせいで、『お前らそれでつきあってないと言い張るとか、もてない俺に喧けん嘩か売ってんの？　なあ？　そうだろ？　喧嘩売ってんだろ？　お願いだからそう言ってくれ！　ちくしょー!!』とか言われたことがあるくらいだからな。

　実際、食後に同じ部屋でまったりするという今の行動は、すでにカップルっぽいというか、カップル以外の何ものでもない行動なのに、これ以上を求められも、正直困る。

　そもそも、ここでいつもと違ちがう行動取る方が、居い心地ごこち悪いだろう。

「あれだねー、初うい々ういシさがないのが、幼なじみの弱点だねー」

　うつぶせになったまま、足をパタパタし、尻尾しつぽをにょろにょろする、薫子。

「まあ、十年一いつ緒しよにいるからな」

　それでも、ただの幼なじみなら、関係が変わったことによる初々しさがあるのかもしれないが、家族ぐるみのつきあいで、お互たがいの部屋に入り浸びたっているという関係だからな。

　考えてみれば、寝ねているとき以外は、だいたい一緒にいる。

　しかも薫子は、俺に接せつ触しよくしまくってくる。手と手が不意に触れてしまってドキドキ……みたいなのは、もう無理だ。

　愛はあると自信を持って言えるが、新しん鮮せんさはない。

　と、そこで薫子が、

「ゆきおー」

　こいこいと、手招きというか尻尾招きをした。

「なんだ？」

　俺が返事をすると、薫子は身体からだを起こし、ベッドの端はしに寄りスペースを空け、そこを指差した。

「ちょっとここに座ってー」

「…………」

「座ってー」

　経験上、逆らっても、結果的には俺が折れることになり、意味がないので、おとなしく従う。

　我ながら薫子には甘いと思うが……傍ぼう若じやく無ぶ人じんなように見えて、薫子は絶対に無理なことは言ってこないんだよ。

　俺が折れる範はん囲い、俺に可能な範囲で無茶言ってくるからな。

　だから言うことを聞いてしまうという、悪あく循じゆん環かん。

　…………まあ、いいんだが。

「あぐらをかいてー」

「…………」

　なので俺は、ベッドの上に乗ると、壁かべを背もたれにし、あぐらをかいて座る。

　すると、あぐらをかいた膝ひざの上にすっぽり収まるようにして座る薫かおる子こ。

「ひゃっはー」

　なんだ、その世紀末あたりに響ひびいてそうな叫さけび声ごえは。

「シシシシ、やっぱ椅い子すはこれだよねー」

　サイズ感でいえば、俺と薫子の体格の違ちがいは、大人と子供みたいなものだからな。すごく収まりがいい。

　それに、尻尾しつぽ持ちは、椅子の腰こしのところが柔やわらかいか、穴が空いてないと、尻尾が邪じや魔まになるらしいからな。

　なんか、背もたれにもたれかかると、尻尾が痛かったり、尻尾が押さえつけられて、違い和わ感を覚えたりするらしい。

　考えてみれば、確かに座るのに邪魔そうだ。

　尾びてい骨こつのあたりに、細長くて、ボリュームのあるものが、付いてるんだからな。













　　　もぞもぞ




　だが、俺に座る場合は大だい丈じよう夫ぶ。俺の身体からだは、全身の体毛のおかげで非常にクッション性に溢あふれているからな。

　肉毛服という感じだから、まさにクッション。

　座すわり心地ごこちも良いだろう。

　薫子的には、蛇へびの本能か、狭せまい所に収まるという感じも、たまらないらしい。

「…………」

　が、喜んでいる薫子には悪いが、俺はコレが非常に苦手だ。

　なぜなら……………………………………尻尾が非常に際きわどい位置にくるからだ。

　思春期だから、薫子とくっつけるのは嫌いやではないが、思春期故ゆえに、色々マズい。

「んふふ[image: ～][image: ～]」

　もぞもぞと動く尻尾。

　もちろん位置的に、当たる。

　どことは言わないが、本気で当たる。
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「おい」

「なにー？」

　もぞもぞ。

「………………おい」

「だからなにー？」

　もぞもぞもぞもぞもぞ……

「…………………………おい!!」

　動きを止める薫かおる子こ。

「…………」

「…………」

　もぞっ。

「…………お前わざとやってるだろう」

　声に怒いかりを込める俺。

　そんな俺に薫子は天てん真しん爛らん漫まんといった様子で答える。

「えーなにーいってるのー？　かおるこわかんなーい」

「…………」

「そもそも、清純派で売ってる私が、尻尾しつぽコキなんて……」

「清純派は、尻尾しつぽコキなんて言葉遣つかわねーよっ!!」

　そんな言葉遣った瞬しゆん間かんにヨゴレ決定だ。

「…………」

「…………」

「…………」

「ねえ、雪ゆき雄おー」

「なんだ？」

「…………………………臨戦態勢ですな」

「…………うるさい」

　そこで薫かおる子こは身体からだをひねり、俺の顔を見た。

　身体が柔やわらかいので、もう少しで正面から見つめ合えるほどに、顔がこっちに向いている。

　そして薫子はその特とく徴ちよう的な蛇へび目めをにこっと細めて言った。

「襲おそってもいいのよ？」

「だから、うるさい」

　くそっ、昨日の今日で反応するとか、若さが憎にくい。あれだけ抜ぬかれてまだ足りないのか。

　そんな俺を見て、薫子が慈じ愛あいの表情を浮かべる。

「もうさー、理性なんて捨てて、お猿さるさんになっちゃいなよー」

　童どう貞ていを捨てた男はサルになるというが、自分がこうまで変わってしまうとは思わなかった。

　たった一日で、こうまで自分が変わってしまうとは……恐おそろしい。

　だが……俺は絶対に負けるわけにはいかないのだ。

　なぜなら……

「俺がサルになったらもう、色々取り返しがつかないだろうが!!」

　俺がサルになって毎日やりまくってみろ。

　でかくて、毛むくじゃらで、巨きよ根こんで、性欲に溺おぼれてサルになっている、ムッ○似の男になるんだぞ？

　いい男からどれだけ掛かけ離はなれてるか、見当すらつかんぞ？　というか、それはもういい男どころか、人様にお見せしてはいけないたぐいの生物だろう。

　ただそこに存在してるだけで、モザイクかかるだろうよ。

　それになにより……

「性欲を制せい御ぎよしてこそ、いい男だ!!」

「でも、我が慢まんは毒だよー、ほれほれほれ[image: ～][image: ～]って、あー!?」

　俺は薫子の両脇わきに手を入れて、持ち上げた。

　これで、接せつ触しよくしない……ことはないが、接触しづらくなった。

　尻尾がぴちぴち、俺の身体を叩たたいてくるしな。

　ちなみに薫かおる子この体重は、五〇キロ弱くらい。あれ？　そんなに重いのと思うかもしれないが、薫子は尻尾しつぽの分だけ重くなっているのだ。

　まあ、俺にとっては、筋トレするのに、ちょうどいい感じの重さなんだが。

「やめて!!　下ろシて!!　もう動かさないから!!　絶対に動かさないから!!」

　俺に身体からだを持ち上げられて、じたばたする薫子。

「…………」

「ほんとだから!!」

「…………」

　仕方なく薫子を再び膝ひざの上に下ろす。

「ひゃっほー…………あーやっぱりここが落ち着くなー」

　完全に脱だつ力りよくし、身を任せてくる薫子。

　深い信しん頼らい関係がないと、できない行動で……そんな薫子に毒気を抜ぬかれたのか、思わず俺の口から、ため息が出た。

「…………はぁ」

　ここで突つき放せないのが、俺のダメなところなんだろうな。

　甘いというのはいい男なのか、そうでないのか。

「ふかふかだシー、ちょうど私の身体がすっぽり収まるシー、温かいシー、良い匂においがするシー、鼓こ動どうも聞こえるシー、もう天国だねー」

「そう思うなら、やめろ」

　本気でやめてくれ。俺は若いんだ。

　そもそも、尻尾でナニをいじってきたら、こうなることはわかってただろうに。

「だって、誘ゆう惑わくシて、襲おそわれたら襲われたで、私に狂くるってるということだから問題ないシ、襲われないなら襲われないで、耐たえてる姿がたまらないシ、私に反応しちゃってもじもじ居い心地ごこち悪そうにシてる雪ゆき雄おは、すごくかわいいシ…………どう転んでも勝っちゃう勝負って、素す敵てきやん？」

「…………」

　俺は無言で、薫子の両脇わきに手を差し込み……

「ああ、噓うそ噓！　うっそでーす」

　……その言葉で力を抜いた。

「んっふふふ～♪」

　そして俺は、俺の腕うでの中にすっぽり収まってゴキゲンな薫子に、聞いた。

「……それで、今日は何する？」

「えっ、そんな！　こんな朝から……」

「ナニするじゃねーよっ!!　今日だけで何度目だよこのくだりっ!?」

「シシシシッ」

　こいつは、どれだけ頭の中ピンク色なんだ……

「まー、そうだねー」

　そう言いながら薫かおる子こは、俺の手を自分のお腹なかの上に持ってくると、そこで組ませる。

　薫子曰いわく、最終形態らしい。

「あー抱だかれ枕まくらってあったよねー。まあ、それでもこのモフモフに包まれる感じには勝てないだろうけどー」

　まあ、自分で言うのも何だが、気持ちは良さそうだ。俺の毛の質感、すごく細くて柔やわらかいからな。

　美少年時代、髪かみはすごくさらっさらで、うらやましがられたものだ。

　………………それが全身に生えるとは、夢にも思わなかったが。

　うちの母さんの一族、雪女ばっかりで、雪男は一人もいなかったから、雪男になると全身に毛が生えるなんて、知らなかったんだよ。

　雪女はともかく、雪男は日本では珍めずらしいらしく、自分以外の雪男はまだ見たことないしな。

「それはそうと、今日は街の方まで出て、買い物に行こー」

「…………急だな」

　少し遠出するときは、だいたい何日か前に言ってくるものだが。

「だって、早く初デート行きたいシー」

「…………今までやってたのは、なんなんだ？」

　昔も一いつ緒しよに出かけるたびに、デートだデートだとうるさかったが。

「それはそれ、これはこれ。ちゃんと結ばれてからのデートと、今までのデートは、同じだけど違ちがうのよー、乙女おとめ心ごころ的に」

「乙女心か」

「乙女心ー」

　薫子は、斜ななめ上うえを潤うるんだ瞳ひとみで見て、両手を組み、夢見る少女の表情で言った。

「買い物行ってー、ご飯食べてー、そしてラブホでシっぽりと……」

「乙女心どこいったっ!?」

　ラブホでしっぽりとか言う、乙女はいない。

　…………そして、またつっこみを入れてしまった。

　身体からだが反応してしまうのだ……。

　切れのいいつっこみ入れるムッ○似の男とか、面おも白しろ味みが溢あふれすぎてるだろう。

　当たり前の話だが、いい男感は皆かい無むだ。

　昔はこうではなかった。ぶっちゃけると、いじる場所が少なかったわけだ。さわやか美少年だったからな、何をやってもサマになっていたし。

　だが今は、ムッ○に似てるわ、でかいわ、いい男にこだわりまくってるわ、思春期迎むかえて性欲が増えまくりだわと、いじる場所がありまくりで、その結果こんな有あり様さまに。

　しかも薫かおる子こは、他ほかの女を牽けん制せいしなくてもよくなって、そのおかげで出来た余よ裕ゆうのほとんどを、俺をいじることに費ついやしているからな。

　そりゃ、つっこみ回数も増えるだろう。

「シシシシッ、まーそれはともかく、この春休みはいっぱい遊びたいなー」

「まあ、宿題もないからな」

「チッチッチッチッ」

　人差し指を振ふる薫子。

「ぶー、バツ、アウト、雪ゆき雄おはもっと乙女おとめ心ごころを理解シないとねー」

　まあ、理解しているとは、俺も思っていないが。

「正解は、恋人同士として初めての春休みだからでーす」

　恋人同士として初めて……か。

　口に出すと薫子が調子に乗るから言わないが、気持ちはわかる。

「楽シいなーうれシいなー幸せだなー」

　今の体勢だと、俺からは、薫子の頭のてっぺんしか見えないが、それでも惚ほれ直してしまいそうなほどに、素す敵てきな笑え顔がおを浮かべた薫子の姿が、見えた気がした。

「…………」

　こんな些さ細さいなことでこんなにも喜ぶとか、なんてかわいいやつなんだ…………なんて考えていると、薫子が唐とう突とつに言った。

「あっ…………今ぴくっとシた」

　…………………………………………頭の中がピンク一色なのは、俺なのかもしれないな。

　俺のいい男への道を真に阻はばんでいるのは、この思春期故ゆえの性欲なのかもしれない。







　　　ご近所さん




「雪雄ー準備できた？」

　朝食後の腹ごなしがすんだところで、出発することになった。

　一度薫子は家に帰り、準備をして来たのだ。

　扉とびらを開けて、待ちきれないといった様子で、俺を待っている薫子。

「今行く」

　薫子の格好は、朝の格好にジャケットとブーツと、ショルダーバッグを加えた感じだ。

　実にかわいらしい。

　が、ちなみに俺は手ぶらで、財さい布ふと携けい帯たい電話をポケットに入れた程度。あと、春なのに半はん袖そでシャツ、短パン、サンダル。

　薫かおる子こにはすまないとは思うが、コレばかりはな……。

「さあ行くか」

　そう言うと、薫子は笑え顔がおで頷うなずく。

「うん!!」

　ただ一いつ緒しよに出かけるだけでここまで喜ばれると、こっちもうれしくなってくる。

「あ、そういえば、今日帰りに、晩ご飯の材料買うから、忘れてたら言ってねー？」

「了りよう解かい」

　俺はそう言って、門の扉とびらに手をかけ……そのとき、アパートの方から庭の方に歩いて来る人ひと影かげが見えた。

　その人影……背の高い女性は犬小屋に近づくと、喜びに興奮し飛びかかって来る犬たちにまみれながらも、手に持ったリードを犬たちの首輪につけている。どうやらこれから犬の散歩に行くらしい。

　もちろん知り合いだ。

　うちのアパートの住人だからな、知らないほうがおかしい。

　俺と薫子はせっかくだから挨あい拶さつでもしようと、近づいて行く。

　すると犬たちがこっちを向いて吠ほえ、人影……背の高い女性もこちらに気がついた。

「雪ゆき雄おに、薫子じゃねーか」

「こんにちは、涼りよう子こさん」

「こんにちはー」

「おう、でかけるのか？」

「はい！　デートです!!」

「ゴキゲンだな」

　この涼子さん、女性だが、身長が一七四センチもある。

「まあ、デートといっても、買い物に行くだけなんですが」

「まごうことなきデートでシょー!!　散歩だろうが、徒歩五分のコンビニだろうが、二人で行けばデート!!」

「……そうか」

　この場合薫子は、安い女なのか、高い女なのか。

　…………一生一いつ緒しよに生きるつもりなら安い女で、別れるつもりなら高い女になるか。

　ただより高いものはないというように、チョロい女ほど、別れたら地じ雷らい化しそうだしな。

　まあ、別れるつもりないから、問題ないんだが。

「どう？　些さ細さいなことでも楽シめる、この私の乙女おとめな思考回路っ!?　ぐっときたー？」

「きたきた、きたからくっついてくんな」

　そんな俺たちを見て、涼りよう子こさんは笑う。

「ははっ相変わらずだな、おまえらは」

　この涼子さん、俺の知り合い……どころか、実は親しん戚せきに当たる。

　涼子さんの旦だん那なが俺のいとこだからだ。

「まあ、仲が良いのは良いことだ」

　涼子さんの、外見的な特とく徴ちようだが、背が高い以外にも、ふさふさな茶色の尻尾しつぽとふさふさで大きなとんがり耳が付いてる。あと、犬歯が鋭するどい。

　そう、涼子さんは狼おおかみの妖よう怪かいなのだ。

　ちなみに俺の初恋の相手が、涼子さんだったりする。

　……まあ幼よう稚ち園えん年少組の頃ころの話なので、初恋にカウントしていいのかどうかは微び妙みような気がするけどな。

　なぜそんなことになったかというと、いとこの亮りよう士しさんがうちに下宿してたことがあって、それ繫つながりで涼子さんがうちに遊びにやって来たときに、かわいがってもらってたから。

　なんかぱっと見姉あね御ごって感じで、怖こわそうな涼子さんだけど、面めん倒どう見みがいい人なんだ。子供好きで、動物好きだしな。

　だがまあ、亮士さんと正式にくっついたんで、失恋したわけだが。

　なんか変な男に目をつけられて大ピンチってときに、亮士さんがさっそうと現れ助けたらしい。で、その結果が今朝見た夢だ。

　そりゃ惚ほれるだろう。入院するほどの大けがしつつも、惚れた女を護まもり抜ぬくとか、いい男すぎる。俺の目指すいい男の理想だな。

「いえいえ、仲が良いのは間ま違ちがいないですけど、仲の良いの質が違うんですよ!!　たとえて言うなら、パンとドーナツぐらい違うんですよ!!」

　…………穴が空いてるか、空いてないか、か。

「……………………おお!!」

　涼子さんは少し考えたあと、言葉の意味に気がついた。

　毛のふさふさな大きな耳も、ぴくりと動いた。

「ようやく、ちゃんとくっついたのか」

　ずっと友達以上、恋人未満状態だったからな。

　まあ、実質つきあってるという状態にもかかわらず、俺がいい男になるまではと、先延ばしにしていただけなんだが。

「はいくっつきまシた!!」

　物理的にな!!　とでもそのあとにつきそうな薫かおる子この顔。

「そりゃよかったなー」

　心から祝福してくれている涼りよう子こさん。まあ、つきあいがそれなりに長いからな。

「はい!!　私たちも涼子さんたちみたいな、素す敵てきなカップル……いや夫ふう婦ふになりますよ!!」

　その薫かおる子この言葉を聞いた涼子さんの反応は、劇的だった。

「ばっ馬ば鹿か野や郎ろう!!　何恥はずかしいこと言ってやがんだ!!」

　真っ赤になって、うろたえる涼子さん。だが、尻尾しつぽはブンブン振ふられている。

　わかりやすい。

　見てのとおり、涼子さんと亮りよう士しさん、結婚して何年も経たつのに、今も熱々だ。

　他ほかの女に見向きもしない亮士さんに影えい響きようされて、俺もそうなってしまったほどの熱々さ。

「今日亮士さんは？」

「ん？　ああ、もうすぐ帰って来るんじゃねーか」

　今日亮士さんは？　と薫子が聞いた理由は、亮士さんが警察官だから。

　おかげで、勤務時間が不規則なわけだ。

　亮士さんは猟りよう銃じゆうの付つく喪も神がみだから、能力を生かそうと思ったら、警察官、自衛官、猟師の三つくらいしかないので、警察官を選んだらしい。

　田舎いなかに帰ったとき、山で猟銃を撃うつところを見せてもらったんだが、信じられない距きよ離りで的に当ててたし、それを生かさないなんてもったいなすぎるしな。

　と、そのとき、薫子が声を上げた。

「あっ亮士さんだー」

　見てみると、確かに涼子さんの後ろに、自転車に乗っている亮士さんの姿が見えた。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、しゅばっと、ものすごい速さで振り向く涼子さん。

「なにっ!?」

　ものすごい反射神経だ。

　ご主人様の登場に、犬たちも興奮して、わんわんと吠ほえながら走りだす。

　すると、リードに引っ張られるようにして、涼子さんも亮士さんに小走りで向かって行く。

　犬に引っ張られたんだから仕方ないと、自分に言い訳して走ってる感じだろうか。

　涼子さん、人前ではこう姉あね御ごって感じだけど、二人きりのときはでれっでれらしい。

　なんか前に母さんがそう言っていた。

　由ゆい緒しよ正しいツンデレだな。

　亮士さんは自転車に乗ってこっちに向かっていたので、犬たちと涼子さんはあっという間に亮士さんのところにたどり着いた。

　飛びついて来る犬たちを撫なでながら、亮士さんがニコッと笑って言う。

「涼子ただいま」

「おう……腹減ってるか？　飯の準備すぐ出来るぞ」

　走り寄ったくせに、そっぽ向いてそうぶっきらぼうに言う涼子さん。

「減ってるが……まあ、それは散歩行ってからにしようか。もう我が慢まんできないって感じだからな」

　それはいったい、誰だれに対して言った言葉なのか。

　後ろから見てると涼りよう子こさんの尻尾しつぽがブンブン振ふられていて、ついでに犬二匹ひきも尻尾を振っているからな。

　犬と同レベルでわかりやすいとか……亮りよう士しさんが、涼子さんは実はかわいい人だと言う理由がよくわかる。これほどわかりやすいツンデレも、ないだろうしな。尻尾勝手に動くらしいし。

　それにしても……目の前で三本尻尾が振られていると、なんか面おも白しろいな。

「おはようございますー」

「おはようございます」

「ああ、薫かおる子こちゃんに、雪ゆき雄おか、おはよう」

　亮士さんは笑え顔がおでそう言い、

「……いやはや、また大きくなったか？」

　俺を見上げて、呆あきれたように言った。

　亮士さん、身長が一八○越こえてるのに、俺を見るときは見上げないといけないからな。

「流石さすがに数日会わない程度じゃ、変わりませんよ…………たぶん」

「たぶんか」

「一ミリくらいなら、伸のびてるかもしれません」

「それはそれですごいな」

　それから、二ふた言こと三み言こと言葉を交かわしたあと、薫子が言った。

「……では、お二人の邪じや魔まをするのもなんなんで、もう行きますねー」

　そして、薫子の言葉で面白いぐらいにうろたえる涼子さん。

「なっばっ!!」

「涼子、落ち着け」

　結婚して結構経たつのに、ほんと初うい々ういしいな。

「では、これで」

「それではー」

　俺たちはいちゃつく二人にそう告げると、歩きだした。

　薫子ではないが……ああいう仲は理想だな。







　　　幸せの形




　少し歩いたところで、薫子が言った。

「いやー、やっぱりいいなー、あのふたり」

「そうだな」

「…………」

「…………」

「…………シシッ、私が何考えてるかわかるー？」

「まあ、だいたいな」

「雪ゆき雄お的にはどう？」

「……………………………………問題ないな」

「ならよシー」

　笑う薫かおる子こ。

　そんな薫子を見るのが、何か気き恥はずかしく、俺は前を向いた。

　見えるのは見慣れた景色に、歩き慣れた道。

　だがそれは昔とまったく同じ光景ではなく、俺たちも変わった。

「すっごいさわやかな朝……気持ちいいなー」

　んーと伸のびをする薫子。

　背筋が伸びたのに合わせて、尻尾しつぽもぴーんと伸びている。面おも白しろい。

「そうだな……」

　そう、俺たちは変わった。

　俺は一九八センチの毛むくじゃらになり、薫子は褐かつ色しよく肌はだの蛇へび女おんなになった。

　だが、変わっていないこともある。

　それは隣となりにお互たがいがいること。

　十年後だろうが二十年後だろうが、お互いが側そばにいるのは、信じられる。

　というより、もうお互いがいない人生が、想像できなくなっている。

「…………」

　そんな二人で過ごす、普ふ通つうで、当たり前な日常。

　幸せとはこういうことをいうのかもしれないな……などと考えていたら、薫子が唐とう突とつに言った。

「あ、そういえば太陽黄色く見えた？」

「いや、唐突だなっ!!」

　なんかもう、色々ぶち壊こわしだ。

「で、見えたの？」

「…………見えてない。というよりなんでそこまで話が飛ぶんだ」

「すっごいさわやかな朝からの連想で」

「……なるほど」

　理解はしたが、理解したくないな。

「じゃあ、今度はもうちょっとがんばろっかー」

「なんでそうなるんだよ」

「興味本位ー」

　まったくこいつは……

　そんな感じで、朝のさわやかさとはほど遠い会話をしながら歩いていると、

「雪ゆき雄おってホント優やさしいよね」

　唐とう突とつに薫かおる子こがそう言った。

「…………何がだ？」

　そう、問い返す俺に薫子は笑って言った。

「シシシシッ、密ひそかに歩くスピード抑おさえてるところー」

「…………」

「昨日の今日だから、気を遣つかってくれてるんだよねー？」

「……………………わかってるなら黙だまってろ」

　そういうのは、気づかないふりするのがマナーだろう。

　だが、薫子は止まらない

「もう、そういうところ、大好きー」

「…………」

　相変わらずの、直球だ。

　こいつは俺が居い心地ごこち悪そうにしているのを見て、楽しんでいるのだ。

　とはいえ本音だとわかるので、より質たちが悪い。

「シシシシッ」

　そんな俺の様子を見て笑う薫子。

　…………まあ、なんだ。

　なんだかんだ言って幸せなんだろうな、俺は。







　　　電車でゴー




　二人並んで歩いていると、景色の中の家や商店など建物の割合が増えていき、最後に駅が見えてきた。

　今俺が住んでる町は畑や山や原っぱ等々、たくさんの緑があり、所々に家が見えるという感じで、ドはつかないがそれなりの田舎いなかなのだが、この駅のおかげで、都会までの利便性はそこまで悪くない。

　ちなみに、田舎いなかの小さな駅ではあるが、流石さすがに無人駅ではない。

「こんにちはー」

「どうも」

　駅員の、犬いぬ耳みみ生やしたおっさんに挨あい拶さつする薫かおる子こと俺。

「はい、こんにちは」

　小さい頃ころから使っているので、もう顔なじみだ。

　そして切きつ符ぷを買って改札口を通ると、ちょうどこちらに向かって来る電車が見える。

「時間ぴったりだな」

「今日は、私のせいで歩く速さが遅おそかったからねー。いや、間に合ってよかった」

　田舎だから、電車を一本逃のがしたら、かなり待つからな。

　だから時刻表はだいたい、憶おぼえている。

　待っていればすぐに電車が来る都会とは違ちがうのだ。

「……と、来たぞ」

　電車が到とう着ちやくし、プシューという何とも気が抜ぬけるくせに、妙みように心地ここち良い音と共にドアが開いた。

　頭をぶつけないように、身体を屈かがめて乗り込む俺。

「シシッ」

「なんだ？」

「いや、電車に乗り込むときの雪ゆき雄おって、かわいいなーと」

　…………わからん。

　確かに俺の見た目は、遠目に見れば、なかなかにファンシーだが。

　というわけで、想像してみる。

　ムッ○がのそのそと屈かがんで電車に乗り込む姿を。

　…………

　……………………

　想像したら、確かにほのぼのしていた。

　かわいいとは言いたくないが、確かにそう感じるのも無理はないかもしれない。

　だが喜べないな。俺が欲しい評価は、いい男という評価なのだ。

「ゆきおー」

「なんだ」

「そういうこと考えても意味ないから、私をかまおうぜー」

「意味がないとはなんだ、意味がないとは」

　いやまあ、俺も諦あきらめ気味だが、もしかしたら盲もう点てんがあるかもしれないだろう。

「あと、ヒトの考えを読むな」

　的中率が高すぎて、時々本当にテレパシー能力でも持ってるのではと、疑ってしまうだろうが。この世界は実際にそういう能力を持った人間がいるしな。

「だって、コミカルな行動取ろうが、男らシい行動取ろうが、雪ゆき雄おがやるとかわいくなるからねー。こないだ見た映画あるでシょ、あの隕いん石せき降ってくるやつ」

　こないだ見た映画で隕石降ってくるといえばアレだな、アルマ○ドン。

　隕石が地球に衝しよう突とつすることがわかったから、隕石に乗り込んで爆ばく破はしようという映画だ。

「あれの途と中ちゆうで、宇宙に行く人たちが並んで歩くかっこいいシーンあったでシょ？

　あそこに雪雄を……ムッ○でもいいから混ぜてみてよ」

　俺の姿を入れて、想像してみる。

　………………一気にコメディになったな。場ば違ちがい感が、はんぱない。

「だから、私をかまおうぜー」

「男には、負けるとわかっていても、立ち向かわなくてはいけないときがあるんだ」

「おおーかっこいい台詞せりふだー」

　薫かおる子こはそこでくいっと右手でめがねを上げて、どことなく知的な感じで、言った。

「では、雪雄君。目をつむって自分の姿を思い浮かべながら、今の台詞を再生シてみまシょう」

「…………」

　思い浮かべてみる。

　真っ白い毛むくじゃらというファンシーな俺が、『男には、負けるとわかっていても、立ち向かわなくてはいけないときがあるんだ（キリッ）』とか言っている姿を。

「…………ふっ」

　思わず苦笑が漏もれた。

　いい男への道、険しいにも程ほどがあるな。

　というわけで、仕方ないので、薫子をかまおう。

　男には潔いさぎよく敗北を認めることが、必要なときもある。そう、あるのだ。







　　　電車でぴろーん




「まあ、それはともかくだ」

　そんな風に露ろ骨こつに話を変えた俺に、すごくイイ顔で笑う薫子。

「シシシシシシシッ」

　……楽しそうで何よりだ。

「今日は、空すいているな」

　見渡わたせば、電車の中はそこそこ空いている。

　昼前で朝の出勤時間が終わったところだからか。

「まあまあ空すいてるねー」

　薫かおる子こも電車内をきょろきょろ見回している。

「電車に乗るときは、いつもこんな感じだったらいいんだがな」

　俺は身体からだがでかいので、混んでいると気を遣つかう。

　だが今は空いているので、俺と薫子は並んで座る。

「それでも、雪ゆき雄おはヒトがいっぱいでも頭が上に出るからいいでシょー？　私なんか背が低いせいでヒトに埋うもれて溺おぼれそうになるシー」

「だが、俺だって立っているときは、景色がまったく見えないからな。見えるのは、吊つり広こう告こくと、他人の後頭部だけだ」

　今、向かいの窓の外を流れる景色は緑色で、実に田舎いなかという風ふ情ぜいで良い景色だ。立っているときには見えない景色。

「後頭部……ああ、なるほど」

「なんだ？」

「前、電車に乗ったとき、雪雄が切なそうな顔シてたのは、隣となりに禿はげ散らかシたおっちゃんが立ってたからかー」

　毛で覆おおわれた俺の表情を読むとは、流石さすが薫子だ。

　まあ、それはともかく……

「禿げ散らかした言うな」

　確かに、禿げ散らかしたという表現が、しっくりきてしまうほどの惨さん状じようだったが。

「だがまあ、ものすごい至近距きよ離りで、見てしまったからな……」

　切なくもなる。

「そして、雪雄は思ってシまったわけだ。もし俺もハゲ散らかってしまったらどうシようと」

「そのとおりだが、禿げ散らかってとか言うな」

　ただのハゲより、もの悲しさが漂ただよってくるだろうが。

「でも確かに、雪雄が禿げたら、大惨事だもんねー」

「まあな」

　全身コレなのに、頭のてっぺんだけ禿げてるとか、そんなことになってしまったら、いい男になるのは絶望的だからな。

「想像するだけで笑えるよねー」

　そんな面おも白しろ生物がいたら、誰だれだって指差して笑う。俺だって笑う。ヒトの身体的特とく徴ちようを笑ってはいけない、当たり前だ。いい男はヒトを指差して笑わない。だが、何事にも限度がある。

　頭が禿げたムッ○とか、面白すぎて、流石さすがに、そこから挽ばん回かいできる未来が見えない。

　芸人になるなら、最高の武器になるだろうが、俺がなりたいのはいい男だからな。

　ただ、それでも薫かおる子こを護まもりきれれば…………

　惚ほれた女を護り抜ぬいた、カッパハゲのムッ○。…………ギリギリいい男か？　いや、厳しいか？

　遺伝的に、ふさふさの家系なので、たぶん大だい丈じよう夫ぶだとは思うが……。

「ただまあ、そうなっても私の気持ちは、絶対に変わらないけどね!!」

「薫子……」

　正直感動した。薫子は本心からそう言っているからな。外見で男を判断しない、なんていい女なのか……とか思ってたら、薫子がつぶやいた。

「ぴろーん」

「…………なんだそれは」

「雪ゆき雄おの中の、私への好感度が上がった音」

「あほか」

　まあ、実際上がったが。







　　　バカップル




　電車がトンネルに入った。

　正面の窓に映ったのは、座る俺と、俺の腕うでに抱だきついている薫子の姿。

　…………何というバカップル。

　今俺は、あれほどいい男とはほど遠いと思っていた、バカップルになっている。

　薫子は今までも、マーキングとか言いながらくっついてきていたが、今日は今まで以上だ。

　だが、突つき放すわけにもいかない。

　そうすると薫子が絶対悲しそうな顔をする。

　アレはダメだ。女にあんな顔をさせる男はいい男ではない。

　だが、バカップルは……

　俺はそうやってぐるぐると考えたあと、言った。

「薫子」

「なにー」

「…………ほどほどに頼たのむ」

　何という玉たま虫むし色いろの発言。

　今の俺は間ま違ちがいなくいい男ではない。

　そして俺の言葉を聞いた薫子はというと、

「りょーかいでーす」

　と言いながらぎゅっと俺の腕を抱きしめてくる。まったく聞いてない。

　だがまあ、仕方ないか。

「…………はぁ」

　俺としても、そこまで嫌いやじゃないしな。

　人前で必要以上にいちゃつくのは、今でもいい男ではないと思う。

　……が！　俺は思春期なんだ!!　惚ほれた女にくっつかれて、嫌なわけないだろう!!

「シシシシッ」

　そしてそんな俺を見透すかしてか、薫かおる子こが笑った。

　本当に楽しそうで何よりだ。

　その後しばらくして、何駅か通過すると、車内の乗客もそれなりに増えていく。

　そろそろ立つか。

　俺一人で二人分占せん領りようしている現状を考えると、どうにも気を遣つかってしまうからな。

「薫子、お前は座ってろ」

　俺はそう言って立ち上がる。薫子は小さいから、邪じや魔まにはならないだろう。

　が、薫子はそれを拒きよ否ひ。

「遠えん慮りよシとくー。だって…………少シでも一いつ緒しよにいたいから」

　薫子が座ったままでいた場合、俺とは少し離はなれることになる。

　薫子の前に立つと、吊つり革かわが邪魔だし狭せまいので、俺はドア付近に行くからな。

　だからこそ、薫子はそう言ったわけだ。

　それにしても、かわいいこと言うなこいつ……なんて思っていたら薫子がまたつぶやいた。

「ぴろーん」

　また好感度が上がったな。

　いやまあ、確かに上がったが。

「シシシシッ、今のは我ながら良かったと思うけど、どうかなー？」

「思うのはいいが、口に出すな」

　色々台無しだろうが。

「ま、それだけじゃなくて、立ってたら合法的に雪ゆき雄おに抱だきつけるシね!!」

　今までは違い法ほうだったとでもいうのか。まあ、バカップルは取り締しまった方がいい気もするが。

　俺と薫子はドアの前に移動する。

　この場所でないと、吊り革が邪魔になるのだ。日本はある程度以上でかくなると、一気に住みづらくなる国だ。

　今の日本の男の平均身長はだいたい一七一センチくらいらしいが、日本の建物や乗り物は日本人の体格に合わせて、出来てるからな。当たり前の話だが。

　特に昔の日本家屋は、鴨かも居いが低くて困る。じいちゃん家ちのことなんだが。

「シッシッシー」

　俺と並んで立つ薫子はゴキゲンだ。

　理由はもちろん、俺に摑つかまっているから。

　なぜ摑まっているかというと、俺の足がでかいから。

　おかげで、電車でも超ちよう安定してるので、薫かおる子こは俺に摑まってるわけだ。

　背の低い薫子は、吊つり革かわに摑まるより俺に摑まる方が、楽だからな。

　揺ゆれる電車で、女を支える。

　いい男だといえるだろう。

　が、さっきも言ったが、バカップルといい男は、両立しないのではないか。

「あー薫子」

「なーに？」

　薫子は俺の顔を見上げて、上うわ目め遣づかいで聞いたきた。

　くそっ、上目遣いは反則だ。だが、ここで引くわけにはいかない。

　社会秩ちつ序じよを乱す、バカップルに、なるわけにはいかないのだ。

「あー、摑むのはいいが、抱だきつくのは、やめてくれ」

　俺がそう言うと、がーんとショックを受ける薫子。

「うん……わかった。雪ゆき雄おがそう言うなら……」

　薫子は、ショボーンとうつむく。

　湧わき上がってくる罪悪感。

　くっ、薫子にこんな顔をさせてしまった。

　だが、人がいないならともかく、人も増えてきた電車の中で、いちゃつきまくるのは……

　俺がそう内心で葛かつ藤とうしていると、電車が再びトンネルに入った。

　ドアのガラスに、俺たちの姿が映る。

　葛藤している俺……の胴どう体たいと、うつむきニヤニヤしている薫子の姿が。

「…………」

「…………」

　俺が葛藤する様を、思う存分、心の底から楽しんでいるな……

　というわけで俺は、薫子の頭に、無言でチョップを落とした。

「あいたっ!?」

　ほんとうに、こいつは……







　　　エプロン




　電車で三十分ほど揺られてやって来たのは、郊こう外がいのショッピングモール。

　まあ郊外といっても、うちの近所より都会なんだが。
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「で、何買うんだ？」

　ここのショッピングモールは、ヨーロッパの町並みをイメージした内装で、小さな店が無数に集まった作りになっている。

　ファッション関係の店が多いが、雑貨を売る店や、家具を売る店などもあり、たいがいのものは揃そろうだろう。

　ここで目当てのものが見つからなかったら、ここの周囲にある、他ほかの店に行ってもいいしな。郊こう外がいだから大型店が多いのだ。

「見たいものは色々あるけど、まずはキッチン用品かなー」

「何か壊こわれたのか？」

　引ひっ越こししたわけでもなし、普ふ通つうに生活をしてるんだから、足りないものなんてあまりないと思うが。

「んーちょっとねー、気分一新、新シく買い換かえようかなって」

「…………そうか」

　何か腑ふに落ちないが、まあそんなこともあるかもしれない。春だしな。

「あと、エプロン」

「持ってなかったか？」

「持ってるよー。欲シいのは、実用的なのじゃなくて、かわいいのー、リボンとかフリフリとか」

「リボンにふりふり……か」

「そ、リボンにフリフリー」

「…………」

　薫かおる子こがそんなエプロンをつけた姿を想像してみる。

　素す敵てきだった。

「…………………………」

　思わず、エプロンをつけたまま、服を脱ぬがしてみる。

　服の中身は今朝見たばかりなので、リアリティに溢あふれている。

　実に素す晴ばらしい。

　…………って、今俺は何を考えていた？

　くそっ、また思考がピンクに……恐おそるべし思春期。

　だが、コレは避さけて通れない問題、どうにか乗り越こえないとな。

　性欲がないのがいい男なのではない。溢れ出る性欲を制せい御ぎよしてこそ、いい男なのだ。

　なんて考えていたら、薫子が笑った。

「シシシシッ、雪ゆき雄おのエッチー」

「…………だから人の心の中を読むな」

「でも、好きなんでシょう？」

　その問いに俺は思わず言ってしまった。

「裸はだかエプロンが嫌きらいな男などいないっ!!　……はっ？」

　今俺は何を言った？　おのれ性欲……

　ただ……方向性はどうアレ、今の俺はある意味男らしくていい男だった。

「シシッ、まあ、ご要望とあらば、お応こたえシますけどー。買う一番の目的は、かわいいエプロンは、新婚っぽくていいいよねーなんだけど、そういう風に使うのも、織り込みずみだからねー。エプロン姿で悩のう殺さつシたら、そのまま流れで、お布ふ団とんに……」

「お前は八百長やおちよう力士か」

「シシシシッ、とまあそういうことだから、楽しみにシててねー」

　そんなことを話しながら、並んで歩く俺と薫子。

　目立つ組み合わせなので、ちらほら視線を受ける。

　…………少し噓うそをついた、ものすごく視線を受ける。

　でかいというだけで目立つのに、白くて毛むくじゃらだからな。

　で、その隣となりには、褐かつ色しよく肌はだの美少女。

　確かに、関係が気になるだろう。

　ここで、恋人同士と断定されないのは、切ないものがあるがな。

　だが仕方ない。何というか、自分で言うのも何だが、俺が年ねん齢れい不ふ詳しようすぎる。

　そもそもムッ○の年齢を見た目で判断できるやつなんていないだろう。

　ただ薫かおる子この態度のおかげで、おっさんや爺じじいとは思われていないだろうが。

　俺が言うのも何だが、今の薫子は恋する少女以外の何者にも見えないからな。

「あ、ここここ、ここのお店」

　とまあ、それはともかく、俺たちがまずやって来たのは、お洒落しやれな感じの雑貨屋。

「居い心地ごこち悪いな」

「自分がとけ込みすぎて？」

「違ちがう」

　確かに、黙だまって突つっ立っていたら、オブジェとして紛まぎれ込んでしまえそうだが、違う。

　ふわふわなぬいぐるみを見て、なんとなくシンパシーを感じてしまっているが、違う。

「シシシシッ」

　店の中を進んで行く薫子。

　調理用具コーナーもあったが、そこはスルーした。

「こういうかわいいのはちょっとねー。調理器具は使い勝手が第一だよー」

　流石さすが、陽よう子こさんと、家事を分担しているだけのことはあるな。

　そしてエプロンを売っているコーナーにやって来た。

　実に色とりどり。

　実用性皆かい無む。

　エプロンなんて普ふ通つうは汚よごれてなんぼ、洗い倒たおしてなんぼなはずだが、そういうのを完全無視した、かわいらしいエプロンが並んでいる。

「うわーよりどりみどりだー」

　と、薫子は喜んでいるが……この淡あわい色の生き地じでは、醬しよう油ゆの染しみとかついたら、絶対取れないだろう。いやかわいいが。

「…………」

　とりあえず、脳内で薫子に着せてみる。

　…………いいな。

　実用性クソくらえと言いたくなるが、いいな。

　さらに、先ほどの裸はだかエプロンの想像を、このエプロンを使って行ってみる。

　やはり、素す晴ばらしいな。

　くそっ、こうやって脳内で妄もう想そうしているのは、いい男ではないかもしれないが……やめられない。恐おそるべし思春期。

　そのとき、薫子が何枚かエプロンを選んで見せてきた。

「いやー目移りシちゃったよー。エプロンって、尻尾しつぽのこと考えなくていいから、楽だよねー。ほら、洋服だと気に入っても尻尾しつぽ穴あなの関係で、泣く泣く諦あきらめないといけないこともあるシ」

　まあ、エプロンは構造上後ろが開くようになってるからな。おかげで、尻尾があろうがなかろうが、関係ないだろう。

「決まったのか？」

「うん、こんな感じかなー。雪ゆき雄お的にはどれがいい？」

　薫かおる子こが候補を絞しぼったようだ。

　候補は以下三点。

　ピンク色をした、ドレスタイプのエプロン。

　白でフリル付きの、メイドがつけてそうなエプロン

　首と腰こしの後ろに大きなリボンの付いたハート柄がらのエプロン。

　要するに、違ちがう系統の三種類を選び、俺に選ばせようということらしい。

　背が低い薫子がドレスタイプのエプロンつけたら、お人形みたいでかわいいだろうし。

　リボン付きのも、年とし頃ごろっぽくてかわいいだろう。こんなの年取ったらつけられないだろうからな。似合うのは若い今だけだ。

　が、やはりここは……

「これだな」

　俺が指差したのは、フリルエプロン。

　やはり最初から奇きをてらったのに手を出すよりかは、まずはオーソドックスなのがいいだろう。

「シシッ、おぬしも好き者よのう」

　笑う薫子。

「でも、そういう雪雄も好きだよー。今まではほら、雪雄っていい男はどうこうとか言って、自分を抑おさえすぎだった気がするから」

　そう言われて俺はハッと我に返った。……昨日までの俺はこんな感じだったか？

　今俺は、完全に自分の趣しゆ味みで選んだぞ？　しかもそういう用よう途とで使用することを前提に。

　そもそも、昨日までの俺なら、脳内で薫子を裸はだかエプロンにしたか？　ただのエプロン姿でやめていたのではないか？

　……思考がおかしい。

　性欲に思考が、引きづられ始めている。

　くっ、そんなのは、間違いなくいい男ではない。

　どうにか、自分を、性欲を抑えなければ……

「まあ、りょうかーいでーす。他ほかのは今度にしまシょー」

　…………なんて考えているそばから、喜んでしまう俺。

『他ほかのは今度に』に反応してしまった。
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　脳内で薫かおる子こに着せてしまった。

　今の俺は、いい男ではない、単なる男だ。しかもスケベな。

　どうすればいい、この場合はどういう行動を取ればいい男なんだ？

　今度は全部買ってやるというのが男らし…………いのか？　うむ、間ま違ちがいなく男らしくないな。とりあえず頭を冷やそう。

「そういえば雪ゆき雄おって、エプロン持ってる？」

「…………ないな。小学校で作った記き憶おくはあるが」

「あー、家庭科の授業で作った作った。懐なつかシいなー。でもサイズ的に着られないよねー」

「ああ」

　流石さすがにそれは無理だ。

　あの頃ころはスラッとした美少年だったからな。今はもさっとした雪男だが。

「個人的には、雪雄とエプロンつけて並んでお料理～とか、こう新しん婚こんさんぽくっていいんだけど……」

「まあ、物理的に無理だな」

「だよねー」

　俺がでかすぎるので、台所に並んで立つと、正直邪じや魔まにしかならない気がする。

　俺の家ならまあどうにかなるかもしれないが、薫子の家だと確実に無理だろうな。

「あと、料理は、火を使うとき、腕うでの毛が燃えないように気を遣つかうからな」

「あー割かつ烹ぽう着ぎみたいなやつじゃないとだめかー」

「正直火関係と水関係は、めんどくさい」

　火も面めん倒どうだが水も面倒だ。ぞうきんで水みず拭ぶきとか、洗い物とか、毛に水や洗せん剤ざいや汚よごれがついて、最後に風ふ呂ろ場で自分を洗うハメになる。

「だから俺は、汚れそうなときは長なが袖そでＴシャツに着き替がえてるだろ？」

「うん。そうだねー。それに……」

「それに？」

「雪ゆき雄おがエプロンつけたら…………どこかにいそうなキャラクターになるねー。なんというか、子供料理番組みたいになりそー」

「コック帽ぼう載のっけたら、完かん璧ぺきだな」

　自分で言うのも何だが、はまりすぎだな。首に巻いた赤いスカーフが似合っているところまで幻げん視しできた。

「シシシシッ。じゃ、まずはこれ買ってくるねー」

　そういって薫かおる子こは、フリルエプロンを持って、レジに向かった。







　　　迷子




「うーん、やっぱり鉄のフライパン欲シいなー。丈じよう夫ぶで長持ち、鉄分補給もできるシ、何よりおいしくできるらしいシー」

「ただ重くて、手入れが大変そうだと」

「そうー。まあ妖よう怪かい化してからは力が強くなったシ、重さはあんまり気にシなくていいけどねー。でも、流石さすがにあんまり重たいと振ふれないだろうシ、手入れとちゃんと使いこなせるかが心配なんだよねー」

「そうか……だがまあ、薫子なら大丈夫だろう」

「おおっ、そのこころは？」

　期待に満ちた顔で、そう聞いてくる薫子。

「お前料理……というか、人に作ったものを食べさせるの好きだろう？」

「人にというか、好きな人にだけどね。私が料理作る相手って、お母さんか雪ゆき雄おファミリー以外にいないシ」

「そういうお前なら、美味うまい料理を作るために必要なことは、怠おこたらないだろう」

「そっか……そうかもね。シシッ、信しん頼らいシてくれてるんだー」

「ああ」

　心の底から信頼をしているな、良い意味でも悪い意味でも。

「そっか、そっか[image: ～][image: ～][image: ～]シシシシッ」

　…………このテンションの高さ、何かやらかさなければいいが。

「ねえ雪ゆき雄お」

「なんだ？」

「楽しみにシててね！　今夜も大サービスシちゃうから!!」

「今日は、陽よう子こさんが家にいる日だろうが」

「大だい丈じよう夫ぶ!!　雪雄ん家ちに追い出すから!!」

「おまえ、すこし前の自分の発言思い返してみろよ!!」

　好きな人である母親追い出すとか……まあ、うちの家族が、特に母さんが相手するから問題ないんだろうが。

「そもそも昨日の今日で……」

　とそこまで話した瞬しゆん間かん、

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　泣き声が聞こえてきた。

「ママ～どこ～ママ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　視線を向けるとそこには、泣きじゃくる五～六歳くらいの女の子の姿が。

「…………」

「…………」

　昔はこういうとき、すぐに駆かけ寄って声をかけていた。

『だいじょうぶかい？』[image: ]優やさしく微笑ほほえむ俺

『マッママがいないの』[image: ]泣きやむ幼女

『そうか、じゃあ一いつ緒しよにお母さん探そうか（ニコッ）』[image: ]幼女となんの躊ちゆう躇ちよもなく手を繫つなぐ俺

　となって、母親が見つかったあとは、

『ありがとうございます!!』[image: ]頰ほおを染めるお母さん

『いえいえ、いいんですよ。では』[image: ]微笑む俺

『おにいちゃんありがとう!!』[image: ]頰を染める幼女

　と、すべてが驚おどろくほどにスムーズに進んだ記き憶おくがある。

　だが今は……

「…………」

　俺は周囲を無言で確かく認にん。

　どうやら女の子を探しているらしき人物はいない。

　そして、薫かおる子こに目配せ。

「迷子だと思う。保護者の人もいないみたいだねー」

　薫子の判断も迷子と。

「なら行くか」

「りょうかーい」

　並んで迷子に向かって歩いて行く、俺と薫子。

　…………なぜ俺が、こんなに慎しん重ちようになるかというと、

　子供が好きです（さわやかイケメン）

　子供が好きです（見るからにオタクな男）

　というやつだ。

　見た目の印象で、同じ行動をしても印象がまったく変わってくるのだ。

　子供が好きです（でかくて毛むくじゃらな男）

　…………だめだな。

　昔なら勘かん違ちがいで、母親が側そばにいたとしても、

『あ、迷子じゃなかったんですか、すいません』

　と微笑ほほえめば、それで話がついていた。

　なぜなら美少年だったから。

　幼女でさえ頰ほおを染めるレベルの、美少年だったから。

　が、今の俺がそれをやると、ヘタをすると警備員を呼ばれかねない。

　でかい、毛むくじゃら、人相不明な俺が子供といたら。母親が不安に思うのも無理はないが、そういう勘違いをされるのは、切ない。

　なので、問題を避さけるなら無視するというのが一番なのだが、迷子の泣いている子供を無視するとか、間違いなくいい男ではない。

　故ゆえに俺はゆっくりと近づいて行く。

　そして、女の子の前で屈かがみ、できるだけ身体からだを小さくしてから話しかける。

　屈んでもまだ見下ろすことになってしまうが仕方ない。

　本当は目線を合わせるのがいいんだろうが、無理だしな。

　なに？　なんで薫子に任せないのか？　それは、俺が発見したのに、薫子に全部丸投げというのは、いい男ではないからだ。

　だからまずは俺が先せん陣じんを切る。

「お嬢じようちゃん、お母さんは？」

　なるべく優やさしい声になるように、気をつけて話しかける俺。

　声変わりして声が太くなったから、これも気をつけないといけない。

「マッママがいないの…………」

　そこまで言ったところで、女の子が固まった。

　俺、でかくて白い毛むくじゃらだからな。

　こんな風に俺が子供に近づいた場合の、子供の反応は二つに分かれる。

　わ[image: ～][image: ～]とマスコットに出会ったときのように喜ぶか、正体不明のでかい何かに恐きよう怖ふするか。

　全体を見るか、顔のパーツ、目や口を見るかで変わってくるんだろうな。

　マスコットは基本、目やら口はデフォルメされているものだし。

　そしてこの女の子の場合は……

「…………ムッ○？」

　こうだった。

　……このバージョンか。

　確かに似ているかもしれないが、色が違ちがうんだがな。

「……プッ」

　薫かおる子こが笑うが、それを無視して俺は言う。

「…………違うが、まあ親しん戚せきみたいなものだ」

　一応、種族が同じだしな。

　雪男の子供だし。

「わぁ、そうなんだー」

「……それで、おかあさんは？」

「えっとね、ママが買い物している間にね、たんけんしてたらね、ママがいなくなって……うわ[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　自分の置かれた状じよう況きようを思い出したのか、再び泣きだす女の子。

　母親が買い物に夢中になっている間に、好こう奇き心しんのまま動いてたらはぐれてしまったと。

　ありがちな迷子理由だな。この年とし頃ごろの子供は、突とつ発ぱつ的に訳のわからない行動を取る。

「そっかー、迷子になっちゃったんだー」

　泣きだした女の子をなだめながら、薫子も俺の隣となりに屈かがんだ。

「ひっくひっく……おねえちゃんはだれ？」

「そうだねー、このムッ○にそっくりなおにいちゃんの恋人ー」

　……こんな子供にまで、恋人アピールするのか。

「こいびとさん……」

「ちなみにおねえちゃんは、ガチャ○ンのオトモダチなんだよー」

　一応、蛇へびと恐きよう竜りゆうの子供は同じ爬は虫ちゆう類るいなので、似たようなものなのかもしれんが。……ガチャ○ンって爬虫類だよな？　そして、たった今衝しよう撃げきの事実に気がついた。考えてみれば、雪男と爬虫類とか、あのポンキッ○コンビと一いつ緒しよなんだな。

　まあ、色は違うんだが。

「それはそうとして、おかあさんがどの辺りにいたとかわかるか？」

「…………お洋服見てた」

　ここは、ファッションの店が多いから、それだけでは流石さすがにわからないな。

「そうなんだー」

「あ、あなたのお名前は？」

「ちづる」

「そうかー良い名前だねー。それでちづるちゃんは何歳なの？」

「六つ」

「わあ、名前も歳としもちゃんと言えるんだ～えらいね～」

　さて、コレで名前と年ねん齢れいがわかった。

「薫かおる子こ、ここは頼たのむ」

「りょうかーい」

　俺は女の子を薫子に見ていてもらうことにして、行動に移る。ここでこうしていても埒らちが明かないしな。

　昔なら、この子を連れて、お母さんを捜さがすという行動を取っていたかもしれないが、今はだめだ。

　さっきも言ったが、不ふ審しん人物扱あつかいは切ないからな。

　いい男は、不審人物扱いなんてされない。されないのだ……。







　　　赤いあいつ




「迷子担当の人がもう少しで来るそうだ」

　近くにいる店員にかくかくしかじかと話をすると、そういうことになった。

「了りよう解かい、よかったねーママを探してくれる人が来るらシいよー」

　薫子が幼女にそう言い、

「それまで、おねえさんと待ってましょうね」

　俺が迷子のことを伝えた店員のお姉さんが、笑え顔がおで幼女に話しかける。

　が、幼女は薫子に抱だきついた。

「いや!!　おねえちゃんといる!!」

　どうやら、あっという間に懐なつかれたらしいな。

「あーまあ、担当の人が来るまでなら、そこで待ってますよ」

　俺が指差したのは、通路の脇わきに置いてある、休きゆう憩けい用のソファ。

「…………すいません、お願いできますか？」

　まあ、ここで泣き叫さけばれると困るだろうからな。

　というわけで、俺、薫かおる子こ、幼女という風にソファに座った。

　離はなれるわけにもいかないので、店員のお姉さんは少し離れた場所に立っている。

　そして、薫子の陰かげに隠かくれつつも、じーっと俺を見る幼女。

　…………まあ、珍めずらしいんだろう。

　とりあえず、にっこり笑ってみる。毛のせいでわかりづらいが、それでも笑っているのはどうにか伝わるだろう。

「っ!?」

　ビクッとする幼女。

　…………傷つく反応だ。

　昔の自分がどれだけ容姿に恵めぐまれていたかがよくわかる。

　幼女ですらいちころだったしな。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、怖こわくないよーモフモフだよー」

「もふもふ？」

「そう、もふもふ」

　そう言って、俺の腕うでやら頭やらを撫なでる薫子。

　幼女は俺と薫子の顔を見比べたあと、薫子の膝ひざの上に身体からだを乗せながら、おそるおそる腕を伸のばし、そして……

「…………うわぁ」

　感かん嘆たんの声を上げた。

「お隣となりのちゃっぴーより、もふもふだぁ」

　…………そのちゃっぴーはたぶん犬なんだろうな。

「うわー」

　身体をさらに乗り出した幼女が、落ちそうで危なかったので、薫子は幼女を自分の膝の上に座らせた。

　コレで俺の手や足、がんばれば顔にも手が届くだろう。

「…………」

　俺は内心でため息を一つついたあと、目をつむって幼女の好きなようにさせる。

「ふわふわーもふもふー」

「もふもふー」

　…………薫子が混じってるな。なにをやってるんだお前は。

　そしてしばらく。

　幼女は俺を存分にもふったあと、ふと何かを思いついたのか質問してきた。

「おにいちゃんって、ムッ○のしんせきなんだよね？」

「まあ、そんな感じだ」

「同じ雪男だからねー」

「ムッ○って赤いのに、なんでおにいちゃんは白いの？」

　…………そうきたか。

　なんと答えたものか。どうにか子供の夢は壊こわしたくないものだが……

「それはねー」

　などと考えていたら、薫かおる子こが答えた。

「昔はこのおにいちゃんも赤かったんだよ？」

「えーっ!?」

　驚きよう愕がくする幼女。

「でもね、ネズミに耳をかじられたショックで、真っ白になっちゃったの」

　何か、聞き覚えのある話……………………

「ドラえ○んじゃねーか!!」

　アレは青くなった、だが。

「核かく戦争のときに、弟とその婚約者を助けるために死の灰を浴びちゃって……」

「北ほく斗との○なんて今の子供にわかるわけねーだろ!!」

　俺らですら生まれてなかったのに!!

「ボクシングの試合のあとに、リングサイドで真っ白な灰に……」

「さらに古くなってる!!」

「もう、シかたないなぁ……」

　そこでようやく真面目まじめに話し始める薫子。

「ごほん。ほんとはね、ムッ○もこのおにいちゃんみたいに真っ白だったんだけどねー、テレビに出て売れっ子になっちゃったから、調子に乗って赤く染めちゃったんだー」

「ええっ!?　ムッ○ってふりょうの人なの!?」

　驚きよう愕がくする幼女。

「そう。おねえちゃんもガチャ○ンから、相談受けててね。あいつは変わってしまった、もう昔のあいつはいないんだ……って」

「なまなましいわ!!　ていうか子供の夢壊すなよ!!」

　と、そこで、

「ぷふっ」

　店員のお姉さんが吹ふき出した。

「すっすいません」

「いえ、いつものことなんで」

　そう、いつものことなのだ……

　とまあ、そんな感じで幼女と戯たわむれていると、迷子担当と思おぼしき人が、一人の女性を連れて来た。

　猫ねこ耳みみが見える。猫の妖よう怪かいか。

　あとは……顔立ちからしてこの幼女の母親だろう。面おも影かげがある。

　どうやら母親の方も、子供が迷子になったと届け出ていたんだろうな。

「ちーちゃん!!」

「ママ!!」

　駆かけ寄り、ひしっと抱だき合う、幼女とその母親。

「もうこの子は……あれだけ、私から離はなれちゃダメって言ったのに……」

「ごっごめんなさいママ～」

「ううん、ママも悪かったわ」

　そんな感動の再会のあと、猫耳お母さんがこちらを見た。

「おねえちゃんと、おにいちゃんが遊んでくれてたのー」

「このお客様がたが、お子さんを見つけて、私どもに届けてくださったんです」

「そうなんですか……どうもありがとうございました」

「私たちも楽シかったからいいですよー」

「まあ、お前は本当に楽しそうだったな」

　俺はなんというか、もふられまくって、ペットの気持ちを味わってしまったが。

　というわけで、再会した幼女と母親は、仲良く去って行く。

　ぺこぺこと、何度も振ふり向いて頭を下げてくる母親と、

「おにいちゃんおねえちゃんばいばーい」

　手を振る幼女。

「ばいばーい」

　薫かおる子こが幼女に笑え顔がおで手を振り返しながら言った。

「…………懐なつかかシいなー」

「なにがだ？」

「私も昔は、ああやってお母さんの尻尾しつぽに摑つかまってたから」

　視線を向けると、歩いて行く母親と、その母親の尻尾を握にぎっている幼女の姿が見える。

「ああ……そうだった」

　確かに見たことがある。

「アレってお母さん的に、両手が空くから便利らしいんだよね。子供的にも握りやすいシ」

　薫子が尻尾を左右に振って、俺の足をぺちぺち叩たたく。

　俺の場合はでかいから足に当たってるが、子供ならちょうど握りやすい高さになるだろう。

「あの光景、なんかすごくぐっとくるんだー」

「……そうか」

「だから、私もああやってお母さんシたいんだよね。お母さんが、私にシてくれたみたいに」

「…………そうだな」

　こうやって母から子へと想おもいが繫つながっていくんだな……なんてしみじみ考えていたら、薫かおる子こは思わず見み惚とれてしまうほどに、素す敵てきな笑え顔がおを浮かべた。

「ねえ、雪ゆき雄お」

　思わず高鳴ってしまう俺の心臓。

　そして薫子はゆっくりと口を開き……

「だから…………私に子供をがっつり仕込んでね？」

「ここでシモネタかよ!!」

　いい話だっただろうが!!

「あと、台詞せりふは表情に合わせろ!!」

　どきっとした自分が嫌いやになるだろうが!!

「シシシシシッ、だって、しんみりシた感じは私に似合わないからー」

「変わりにシモネタが似合うのはどうなんだ？」

「それはそれ、個性的でいいでシょー？」

「もう少しましな個性を伸のばせ」

「いやでーす。シシシシッ」

　まったくこいつは。

　シモネタは、大和やまと撫子なでしこクソくらえ的キャラ作りの一いつ環かんなのは知っているが……どう考えても心から楽しんでいるように見える。生き生きしてるしな。

「馬ば鹿か言ってないで、俺らも買い物に戻もどるぞ」

「りょうかいでーす」

　というわけで、一件落着ののち、ようやく買い物に戻った俺と薫子だが……

「…………ふう」

　不意に、思わずため息が出た。

「シシシシッ、いい男も大変だねー」

「疲つかれてる理由は、主にお前だけどな」

　つっこみまくってしまったし。

　あの店員は俺のことを、愉ゆ快かいな男だと思っていて、間ま違ちがってもいい男だとは思っていないだろう。

「で、次はどこに行く？」

「えっとねー……ああ、もういい時間だから、ご飯食べよっかー」

　ちょうど目に入った店の時計を見ると、時間は一時を過ぎていた。

「そうだな」

　腹も減ったしな。







　　　あ～ん




「何食べるー？」

「といっても、選せん択たく肢しはあんまりないがな」

　資金的な面で。

　小こ遣づかい生活だからな。

「ま、そうだけどねー。じゃあまあ、定番だけどマックでもいきますか」

「わかった」

　家の近くにはないからな。

　時々ならマックもいいものだ。

「ダブルチーズバーガーセットとビッグマックセット、両方ともＬセットでー」

　薫かおる子こがＬセットなのは、もちろん俺が食べるからだ。

　数十円で量が増えるからな、いつもありがたくいただいている。

　腹具合的には、他ほかにも単品でいくつか頼たのんでもいいんだが、資金的には避さけておきたい。燃費が悪いのも困りものだ。

「じゃあ、席取ってくるねー」

　代金をそれぞれ支し払はらったあと、薫子は席を取りに行った。

　いい男として割わり勘かんはどうだ？　という気にならないでもないが、ない袖そでは振ふれない。

「お待たせしました」

　二人分のハンバーガーセットの載のったトレイを受け取り、店内を見回すと、

「こっちこっちー」

　窓際ぎわの席で薫子が、手を振るのが見えた。

　狭せまくはないが、俺にとっては狭い、席と席の間の通路を進む俺。

　うおお!?　とかいう表情で他のお客に見られるが、まあいつものことだ。

「ほれ」

「ありがとー」

　席に到とう着ちやくし、薫子と向かい合って座る俺。

　店の奥側がわが薫子で、手前が俺だ。

「じゃあポテトどうぞー」

「助かる」

　薫かおる子こは、ハンバーガーとちょっとポテトをつまむだけで、お腹なかがいっぱいになるからな。つまり俺はポテトＬを二つも食べるわけだ。

　いただきます、と言ったあと食べ始める俺と薫子。

「久シぶりに食べると、マックもおいシいねー」

「そうだな」

　久しぶり補正がないと、そこまでおいしいと思わないだろうからな。いや、まずくはないんだ、まずくは。毎日は勘かん弁べんして欲しいが。

　ただポテトは好きだ。揚あげたてはやはり美味うまい。

「ねえねえ」

「なんだ？」

「雪ゆき雄おがさー、もそもそポテト食べてるとさー」

「ああ」

「ゆるキャラ臭しゆうハンパないよねー」

「ゆるキャラ言うな」

「まあ何食べても、見ててかわいいんだけどー」

　箸はしを器用に使うムッ○。ナイフとフォークでコース料理を食べるムッ○。

　素す手でで鮨すしを食うムッ○。

　逆にカレーうどんを食べるときに失敗して汁しるを飛ばしてしまうムッ○。

　動作が洗練されていればいるほど、愉ゆ快かいだし、動作がつたなければつたないほど、コミカルだ。普ふ通つうのままですら面おも白しろい。

　もうどうしようもないな。

「だから私は考えたの。どうすれば雪雄が、ゆるキャラという印象から、脱だつ却きやくできるのかを!!」

「………………聞こう」

　どうせろくでもない考えだと思うが。

　俺が聞く体勢に入ったのを見届けると、薫子はオーバーアクションで言った。

「あーんすればいいの!!」

「…………」

「ほら、あーんさえすれば、ゆるキャラからバカップルにランクアップ!!」

「それは本当にアップしているのか？」

　俺的には、まだゆるキャラの方がましな気がするが。

「今までもやりたかったけど、わざわざ恋人同士になるまで我が慢まんシてたんだから!!」

　考えてみれば、確かに今まで、これほどまでにあーんを迫せまられたことはないな。

「というわけで、あーん」

「流石さすがにそれはな……」

　いい男は人前で、あーんなんてしないだろう。

　が、

「ほら、あーんあーんあーんあ～んあぁ[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　あーんを連呼する薫かおる子こ。

「あんあん言うな」

　しかも、どんどん甘い声になっていってるじゃないか。

「なら食べてー。でないと、雪ゆき雄おの最愛の私が、公衆の面前で喘あえぐ姿を見られて、とてもとても恥はずかシいことに……」

「お前それで、俺を脅おどしているつもりか？」

　一番被ひ害がいを受けるのは、薫子だろうに。

　というわけで、おとなしく差し出されたポテトを咥くわえる俺。

「シシシシッ、効果覿てき面めんだねー」

　うるさい。

　なぜなら、薫子があんあん言って視線集めるのと、バカップルで視線集めるのとなら、後者の方がましだ。…………たぶん。








　　　既き視し感






　差し出されてくるポテトを、おとなしく食べる俺。

　美味うまいな、このジャンクな感じがたまらない。

　なぜフライドポテトは、こんなにも美味いのか。

　これほどまでに、身体からだに悪そうなのにな。

「もちろん美少女に食べさせてもらっている補正だよー」

「人の心を読むな」

　自分のハンバーガーを食う。自分のポテトを食う、薫子の差し出してきたポテトを食う、コーラを飲む。

　それを繰くり返す俺を薫子は、にっこにっこしながら見ていたが、何かを思いついたのか、ふとつぶやいた。

「………………あーなんだろー」

「どうした？」

「ものっそい既視感」

　既き視し感か。またの名を、デジャヴ。

「あー」

　まあ、そういうこともあるだろう。

「あー」

　そして考え込む気持ちもわかる。こういうときに思い出せないのは、気持ち悪いからな。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　薫かおる子こはしばらく考え込んだあと、ポンと手のひらを叩たたいた。

「…………ああ！　前に行った、ふれあい動物公園だー!!」

「俺は山羊やぎじゃねーよ!!」

　いや、確かに行ったし、エサ買って食べさせたが!!

「いや羊の方だけど」

「羊でもねーよ!!」

　いたが!!　目が怖こわかった!!

「やっぱり、カピバラだったかも」

「もちろん、カピバラでもないっ!!」

　それも確かにいたが!!　もふもふしてた!!

「もしかシたらアルパカという可能性も……」

「アルパカはいなかった!!」

　それは、いなかった!!

「シシシシッ」

　そして、楽しそうで何よりだ。

「ほら、何というか、雪ゆき雄おに野菜スティック的な細長いものあげてると、餌え付づけみたいな感じだから……」

「餌付け言うな!!」

「あと、口回りのもそもそ具合が」

「好きで、もそもそしてねーよ!!」

　口を動かしたら顔の毛も動いて、もそもそという感じになるんだから、仕方がないだろうが!!

「シシシシッ、でも私はかわいくて好きだよー？」

「はぁ、そいつはどうも」

　……まったく。

「それはそうと…………」

「なんだ？」

「雪雄さっきからすっごく目立ってるよ？」

「誰だれのせいだと思ってる!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、つっこみもいけるゆるキャラって、おもシろかわいいから、目立ってるだけだよー。いよっ、ゆるキャラ!!」

「確実にいい男ではないがな!!」

　おもしろかわいいという評価を、どれだけ積み上げようとも、いい男という評価にはならないだろう。そして、ゆるキャラといい男が、イコールで結ばれることはない。

　なんて考えていたら、薫かおる子こがさらっと言った。

「じゃあ、次いこうかー。あーん」

「まだやるのかっ!?」

　その後も、食べたり食べさせられたりしていると、気がつけば食べ終わっていた。

　天国なんだか地じ獄ごくなんだかわからない時間だったな……







　　　アイスクリーム




「あーアイスクリームが食べたいなー」

　ハンバーガーとポテトを食べ終わったところで、薫子が言った。

「今日はそこまで暑くないぞ？」

　俺的には重要でないが、寒いのが苦手な薫子的には重要な要素だろう。

「そんなことは関係ないの!!　なんか食べたいの!!　甘いものは別べつ腹ばら!!」

　というわけで、ソフトクリームを買って来た薫子。

「…………ふふ」

　なぜか上うわ目め遣づかいでこちらを見つめながら、その長い舌でソフトクリームを舐なめる薫子。

　長くて途と中ちゆうから二ふた叉またに分かれた、蛇へび妖よう怪かいならではの特とく徴ちよう的な舌が、なまめかしく動いている。

「冷たくて、おいシ」

　まあ、確かに妖よう艶えんだし、この光景を見てエロティックだと感じる人もいるだろう。

　が、俺はコレを見ても興奮はしない。

　なぜなら…………

「…………」

「…………」

「…………」

「…………………………………………………………………………寒い」

「だろうな」

　薫子の顔色の変化くらい、見ればわかる。

「いけると思ったんだけど……」

　そう言いながら、がたがた震ふるえだす薫かおる子こ。

　蛇へび妖よう怪かいだからな……。

「エロかわいくアイス舐なめて、雪ゆき雄おを立たせて立てなくさせようと思ってたのに……」

「残念だったな」

　どんどん顔色が悪くなっていくのを見たら、痛々しさが勝まさって、流石さすがにエロいとは思えない。

「あと、ココではシモネタはやめろ」

　人がたくさんいるんだ。

「はーい」

　そう言いつつやっぱり震えている薫子。

「仕方ないな」

　俺はすくっと立ち上がると、ホットコーヒーを買って戻もどって来た。

「ほら、熱いから気をつけろよ」

「ありがとー」

　俺は紙コップを手渡わたし、代わりに食べかけのソフトクリームを受け取る。

「ん～いいにおーい」

　そう言いながら薫子は、舌をチロチロさせる。

　蛇って、上うわ顎あごの内側がわにも匂においを感じる器官があるからな。

　ヤコブソン器官とかいうらしいが、蛇がチロチロするのは、チロチロすることで舌に匂いをくっつけて、その器官に運んで匂いを判別しているからだそうだ。

　まあ、薫子は蛇じゃなく蛇妖怪なんで、鼻も普ふ通つうに使えるんだが。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]あったかい……」

　まずは末まつ端たんを温めることにしたらしく、両手で紙コップを包み込んでいる薫子。

　…………大だい丈じよう夫ぶそうだな。

　俺はそれを見届けたあと、ソフトクリームに舌を伸のばし…………

「ああ、薫子と間接キスだ……どうシよう、興奮シてきた。もう辛しん抱ぼうたまらんでー」

「勝手に変なモノローグ入れてくるな」

　わざわざ声を太くしてるし、芸が細かい。

「シシシシシッ」

　まったく……

　まあ、それはさておき、ソフトクリームを舐める俺。

　うん、美味うまいな。

　そして寒さは大丈夫だ。真冬でも俺はアイスをおいしく食べられるしな。

「おいシい？」

「ああ」

「まあ、美少女の唾だ液えきがついてるシねー」

「そういう意味の美味うまさではない」

　美少女の唾液がおいしいとか、変態だろうが。

　なにより、美少女の唾液をありがたがる、いい男なんていない。……はずだ。

「というか、寒かったんじゃないのか」

「雪ゆき雄おをいじれば、寒さを忘れちゃうからー」

「そんなことで寒さを誤ご魔ま化かしてないで、さっさと飲んで温まれ」

「シシシシッ、はーい」

　笑いながら返事をしたあとで、ミルクと砂糖を入れたホットコーヒーに口をつける薫かおる子こ。

「ああ、お腹なかの中があったかい……」

　………………シモかシモでないか判別が厳しい台詞せりふできたな。

「お腹の中で、あったかいのがじわって広がっていく……」

　これは……アウトか？　いや、ココで反応しては、薫子の思うつぼだ。

　スルーだスルー。スルー……

「もーおもシろくないなー」

　いっこうに乗ってこない俺に文句を漏もらす薫子。

　面おも白しろくなくて結構だ。

「あ。コーヒーで思い出シたけどさ」

「なんだ？」

　そこで話を急に変えてきた薫子。ようやく諦あきらめてくれたか……

「雪雄のってコーヒー缶かんぐらいあるよね、いやもっとかな」

　と思ったら斜ななめ上うえをいっていた。

「最悪の連想だな!!」

「やったーつっこんだー」

　大喜びの薫子。

　スルーされたからといって、言って良いことと悪いことがあるだろう……

　おかげで、隣となりの席のお姉さんがたが、興味津しん々しんといった表情で俺を見てるだろうが。

「だって、あわてる感じが楽シいんだもんー」

「お願いだから、俺で遊ぶな。あと心も読むな」

「でも、美少女におもちゃにされるって、興奮シない？」

「しない!!」

　たぶん!!

「シシシシシッ」

　ほんとにこいつは……

「……まあ、それはともかくさー」

「なんだ？」

「今度から雪ゆき雄おは、出かけるときにシャツでも羽織って来ることにシようよー」

「本気で必要ないしな」

　まったく寒くないからな。

「でもさー、寒がっている女の子に、自分のシャツを羽織らせるのは、いい男だよー」

　…………確かに。

「一枚だけだと、それができないでシょー？」

「今の俺から上着取ったら警察が来るしな」

　流石さすがに、ショッピングモールで上半身裸はだかはな。

「ああ、それは大だい丈じよう夫ぶ、警察は来ないよー」

「なぜだ？」

「警察じゃなくて、子供が来る」

「………………それは避さけたいな」

　ショッピングモールというのは、着ぐるみマスコットがいてもあまり不思議ではない場所だからな。

　そんな風に食後の会話をしていたら、

「ふう、身体からだが温あつたまったー。ごちそうさまー」

　薫かおる子こがコーヒーを飲み終わった。

「じゃあ、ごみ捨ててくるねー」

　薫子は立ち上がるとトレイを持って歩きだし……座った俺の横で止まった。

「どうし……」

　どうしたと俺が問いかけようと薫子に顔を向けた瞬しゆん間かん、薫子はその顔を俺の顔に近づけてきて、俺の口の横をその長い舌で舐なめた。

「アイスついてたよー」

　そう言ったあと、何事もなかったように歩いて行く薫子。

　機き嫌げん良さそうに尻尾しつぽが揺ゆれている。

　今俺が座っている場所は、外からよく見える窓際ぎわの席で、店内には客がたくさんいる。

　そんな中で、一人残された俺。

　周囲からの視線が、ものすごいことになっている。

　微笑ほほえましいものを見る目四割、その他判別不能な視線四割、憎にくしみや殺意の視線二割。

　居い心地ごこちが悪いにも程ほどがある。

　少なくとも、いい男が向けられる視線ではない。

　そもそもアイスがつくのは仕方ないだろうが。俺はもっさもさなんだから…………は？　まさか!?　コレはすべて薫かおる子この計算どおりなのか？

　振ふり返ると、そこにはほくそ笑えむ薫子の姿が。

　…………恐おそるべし薫子。この能力をなぜもっとましなことに利用しないのか。

　そして俺は、いつまでこの空気に耐たえなければならないのか。

　なに？　なんでこの場から逃にげ出さないのか？

　……………………………………立てないからだ!!







　　　大根サラダ




　夕方、俺と薫子は、家の最も寄よりのスーパーに来ていた。

　スーパーに寄った理由はというと、

「今日は、陽よう子こさんと二人でごはん食べる日か」

「そ。というわけで買い物シて帰るのー」

　と、いうことらしい。

　まあ家にばっかり来てもな、家族水入らずというのも必要だろうし。

「ん～晩ご飯はなににシよっかなー」

　そこで薫子は、カートを押している俺に聞いてきた。

「雪ゆき雄おはなに食べたい？」

「俺は関係ないだろう」

「そうだけどねー、まあ参考に？」

「そうだな、今日は…………」

　肉だ。肉が食いたい。

　いや、朝も昼も肉を食ったが、まだ食いたい。

　コレは何だろうか。…………昨日の夜運動したからか？

　運動……撃うち尽つくした弾だん丸がんを補給するために必要なのは、亜あ鉛えんだったか。

　亜鉛を摂とるには牡蠣かき………………って、また脳内がピンク色になってるだろうが!!　何を考えているんだ俺は!!

　ここはおとなしく、最初に思いついた肉で考えよう……と、よく考えたら、別に俺が食うわけではないんだったな。

　無む駄だに脳を使ってしまった。

「……唐から揚あげが食べたい気分だ」

　唐揚げは好物の一つだからな。

　外はさっくりで、嚙かんだら中から肉にく汁じゆうが……そんなことを考えていたら、無性に食べたくなってきた。

「じゃあ、そうシよー。どう？　うらやまシい？　うらやまシい？」

「あーうらやましい、うらやましい」

　棒読みで言ったが、本気でうらやましいな。

　うちの晩飯は何だろうか。

　帰ったら、ダメ元で父さんに言ってみるか。もう準備は出来ているだろうから、今日は無理だろうが、明日が唐から揚あげになるかもしれない。

「というわけで、まずはお肉ー」

　精肉コーナーに向かう薫かおる子こと俺。

「ねえ、雪ゆき雄おー」

「なんだ？」

「こうやって、一いつ緒しよに買い物シていると、まるで夫ふう婦ふみたいだね……」

　頰ほおを染めてそう言う薫子と、

「そうだな」

　冷静に言葉を返す俺。

　冷静きわまりない俺の返答に、薫子は不満そうな顔をする。

「…………なにそのテンションの低い返事」

「この会話、飽あきるほどやってるからな」

　最初はときめいた気がするが、今はもう慣れた。慣れとは怖こわいものだな。

　ちなみに、なんで飽きるほどこのやりとりをしているかというと、俺の家に食べに来ないときは、だいたい薫子が食事の用意をする。母子家庭だしな。

　それで薫子は、冷蔵庫に食材が入ってないときは、学校帰りにスーパーに寄る。

　俺と薫子はだいたい一緒に帰ってるので、一緒に買い物をすることになり、今の会話が発生するというわけだ。

　一種の様式美だな。

「まあいいけどねー」

　そう言いつつ、薫子は鶏とりもも肉のパックを二つほど手に取り、カートに入れた。

「ああ、野菜も買わないとー」

　来た道を戻もどる薫子。

「サラダは何にシようかなー。サラダにお味み噌そ汁しるで、完かん璧ぺき唐揚げ定食だからねー」

　聞いてるだけで腹が減ってくるな。

「マカロニポテトにグリーンサラダ～♪」

　ゴキゲンで即そつ興きようの歌を歌っている薫子だが、その歌を聞いていたら、さらに腹が減ってきた。

　本当に、今日の晩飯は何だろうか……。

　なんて考えていたら、気がつけば薫かおる子こがじっとこっちを見ていた。

「…………」

「どうした？」

「んー雪ゆき雄お見てたら、大根サラダが食べたくなったから、大根サラダにするー」

「……流石さすがに、顔を見て大根サラダを連想されたのは初めてだ」

「シシシシッ」

　もうすでに生物ですらないじゃないか。

　そりゃ白くて、細くて、たくさんある…………あれ？　もしかして、俺って大根サラダとそっくりなのか？　……切ない。

「それにしても……」

　俺は、人の顔を見て大根サラダを連想した、とても失礼な薫子の押しているカートの中を覗のぞいて言った。

「肉とか買いすぎじゃないか？」

　女二人分にしては、多い気がする。

　鶏とりもも肉二キロパックとか入ってるし、大根も半分のではなく丸々一本買っている。

「んーまとめて買った方がお安いからねー」

「そういうものか」

「そういうものなのよー」

　何となく釈しやく然ぜんとしないが……まあいいか。







　　　帰り道




　買い物袋ぶくろを片手に提さげて歩く。

「ありがとねー」

「別にいい」

　俺と薫かおる子この右手と左手に、買い物袋が一つずつ。

　もちろん、重たい方は俺が持っている。

　このマッチョな身体からだは伊達だてではない、こんなものは軽いものだ。

「…………」

「ふんふんふ～ん♪」

　それではなぜ、買い物袋を両方持たないのか。

　なぜなら、俺の左手は、柔やわらかくて少しひんやりした小さな手で、ふさがっているからだ。

　つまり、手を繫つないで帰っているのだ。

　何というバカップル。

　どこからか、怨えん嗟さの声が聞こえてくる気がするな。被ひ害がい妄もう想そうかもしれないが。

「…………」

「ふんふんふふふ[image: ～][image: ～]ん♪」

　薫かおる子こはゴキゲンだ、ゴキゲンすぎる。

　だが俺は、バカップルすぎて恥はずかしい。

　買い物帰りに手を繫つないで、お互たがいに買い物袋ぶくろを提さげるとか、素す敵てきカップルすぎて、俺の目指すいい男ではない。

　俺が目指すいい男は、こういう場合は買い物袋を両方自分で持つと思うわけだ。

　というか、今まではそうしていた。

　よし、薫子にそれを伝えてどうにか……などと考えていたら、薫子が言った。

「いつ以来かなー、手を繫いで帰るの」

　確かにまあ、ある程度歳としがいってからは、手を繫いで帰るなんてしなくなったからな。

「小一小二以来じゃないか」

　小学校低学年の頃ころまではしてた気がする。

「あーそうそう、雪ゆき雄おがいい男はどうこうとか言って、繫がなくなったんだよねー」

「…………」

　先手を打たれた。

「まあ、子供の頃は仕方ないけどねー、子供の頃は。そういうお年頃だシ」

　子供の頃を強調する薫子。

　ここで俺がいい男は云々うんぬんと切り出したら、昔からまったく進歩していないみたいではないか。

　…………まあ、進歩してなかったんだが。なんか、地味にテンション下がるな。

　まあそれはともかくだ。この話の流れで、バカップルにはなりたくないとか言ってこの手を振ふり払はらうのは、色々な意味でできない。

　家までこれか……恥ずかしい。

　そんな俺を見透すかしてか、にやついていた薫子だが、またろくでもないことを思いついたのか、瞳がキラーんと輝かがやいた。

「今の雪雄って、無防備だよねー」

　まあ、両手がふさがっているからな。

「もちろん私も両手がふさがっている…………でも!!」

　薫子がくわっと目を見開いた。

「私には尻尾しつぽがある!!」

　わざわざ強調してまで言うことか。

「実は雪雄の尻尾より立派!!」

「尻尾しつぽ言うな」

　当たり前の話だが俺のは、尻尾ではない。

「でも雪ゆき雄おの尻尾の方が高性能だから、気にシないでね？　私を幸せにしてくれるシ」

「そんなこと気にするわけないだろう」

　だから妙みように優やさしい顔でこっちを見るな。

「あ、シまった……」

「どうした？」

「真ん中の足、もしくは三本目の足って言った方がエロかったかなー？」

「知るか」

「そういえば三本足のリカちゃんって都市伝説あるでシょー」

「ああ」

　三本足つながりか。

「あれって、リカちゃんのボーイフレンドの首と、リカちゃんの首すげ替かえたら三本足のリカちゃんになるんじゃないかなーなんて。コレってトリビアになりませんかね」

「ならん」

　というか子供用玩がん具ぐに三本目の足が付いてるわけないだろう。

「まあ、そんなことはどうでもいいの」

　ならなぜわざわざ挟はさんだ。

「つまり、私が何を言いたいかというと……今は私が圧あつ倒とう的に優位だということだー!!」

　薫かおる子この尻尾が俺の方に伸のびてきた。

「くっくっくっ、抵てい抗こうできまい。ほれほれー」

　最初は足に尻尾が巻き付いてくる。歩きづらい。

「にーちゃん、いいケツしてるじゃねーか」

　次に尻しりにきた。

「無む抵てい抗こうな相手をいたぶるのは、とても楽シいものよのう」

　なんなんだ、その悪あく代だい官かん口調は。

　そして薫子はさらに尻尾を伸のばし……

「さぁて、メインディッシュだ……」

　が、俺は冷静に、薫子と手を繫つないでいる左手に力を入れた。

「いたいいたいいたい!!」

　俺は、りんごを片手でつぶせるからな。

「もう、ちょっとシた冗じよう談だんじゃないー」

「ちょっとした冗談でセクハラするな。しかも公衆の面前で」

　田舎いなかだから人通りは少ないが、それでも人がいないわけではないからな。

　…………だからこそ手を放したいんだが、生暖かい目で見られるし。

「つまり、ベッドの上なら問題ないたいいたいいたいー」

　痛がる薫かおる子こ。

　だが、それでも手を放そうとしないあたり、根性があるな。

　仕方ないので、力を緩ゆるめる。

「ふー痛かった。もう、せっかく夕焼けが綺き麗れいで、良い感じの雰ふん囲い気きになりそうなのにー」

「お前が言うな」

　空気をぶち壊こわしているのはお前だろうに。

「でもさー」

「なんだ？」

「この手を繫つないだ二人の影かげが長く伸のびてる感じが、幸せ!!　って感じで良いよねー」

「……………………まあ、そうだな」

　視線を前に向けると、田畑に囲まれた田舎いなか道に、長い影が伸びている。

　どことなく幸せを感じる光景だ。

「気にくわないことがあるとするなら、この影の大きさの違ちがいかなー」

「なんでだ？」

「だって、恋人同士というより、親子に見えるシね」

　影だと、当たり前の話だが、シルエットだけになるからな。

　しかも影が伸びれば伸びるほど身長差が強調されて、確かに親子に見える。

「んー子供さえ出来れば大だい丈じよう夫ぶかなー。真ん中に子供を挟はさんで三人で手を繫ぐ、すっごい幸せ家族に見えるだろうシ」

　そうなれば、流石さすがに夫婦に見えるかもな。

「私はやっぱり一いち姫ひめ二に太た郎ろうがいいなー。男の子も女の子も欲しいシ。雪ゆき雄おは？」

「どっちでもいいな」

「うわー適当ー」

「どっちだろうが、俺と薫子の子供だからな」

「ならば許す!!　シシシシシッ」

　うれしそうに笑う薫子。

「家族三人で遊びに行ってさー、帰りはこうやって手を繫いで帰るの。いいでシょー？」

「…………そうだな」

「それでね、それでねー」

　薫子がニコニコしながら未来設計を語る声と、俺が頷うなずく声が、夕焼け空に吸い込まれていく。

　そんな幸せな未来が本当になればいいなと、心からそう思った。

「女の子がこう言うの。お父さんにもお母さんにも尻尾しつぽがあるのに、なんで私には尻尾がないの？　って……」

[image: ]

「ここでか!!」

　あと、俺のつっこみも、夕焼け空に吸い込まれていった。








　　　同どう棲せい開始（ようやく）






　薫かおる子この部屋に荷物を運んだあと、俺は家に戻もどって来た。

「ただいま」

「おかえりー」

　俺は食事の用意をしているらしい父さんの声を聞きつつ、階段を上る。

　そして、勝手知ったる自分の部屋で一息……

「ふう、疲つかれた…………な？」

　……つこうとした固まった。

　ない。

　何かが足りないというか、色々足りない。

　生活感が抜ぬけているというか、なんというか……

　俺が違い和わ感を覚えつつタンスを開けると、空だった。

　机やベッドなど大物は残っている。

　が、ベッドの上にあった布ふ団とんや、机の上に置いてあった物がない。

　あとは、服、目覚まし時計、ノートパソコンなどもなくなってる。

　俺はあわてて階段を下り、父さんに聞いた。

「父さん」

「なんだい？」

「なんで部屋があんなことに？」

「それはね……ついて来て」

　父さんは手を洗うとエプロンでその手を拭ふき、歩きだした。

　おとなしくついて行く俺。

　父さんはそのまま玄げん関かんを出て、隣となりのアパートに向かい……空室だったはずの２０１号室の扉とびらを開いた。

　そこにいたのは……うちの母親と、薫かおる子この母親と、

「いえーい、私と雪ゆき雄おの愛の巣すにようこそー」

　薫子。

「…………」

　とりあえず無視して、ずかずかと上がる。

　リビングには見事になにもない。

　が、奥の部屋に行ったところで…………それを見つけた。

「これは……」

　丁てい寧ねいに敷しかれた布団。

　大きさ的にも、柄がら的にも、俺の部屋に布団がなかったことから考えても、これは俺の布団だろう。

　枕まくら元もとには、俺愛用の目覚まし時計と、テッシュの箱がこれ見よがしに置いてある。

　備え付けのクローゼットを開ければ、そこに掛かけられているのは、俺の服…………と、薫子の服。ノートパソコンもあった、これは床に直じか置おきだが。

　全体的に物は足りないが、それでも空き家だったはずの部屋に、生活感が生まれている。

「…………」

　混乱する俺。

　そんな俺を母さんと、陽よう子こさんが、ニヤニヤ、ニコニコ見ている。

　陽子さんの容姿を説明しておきたいところだが、そんな暇ひまはないので簡単に触ふれておく。

　薫子に十歳ぐらい歳としを足し、髪かみの毛を黒くしたら、それが陽子さんでだいたい合っている。

　雰ふん囲い気きはおっとり系なので違ちがうが……と、それはともかく、室内だ。

　周囲を見回すと、それ以外に所々に見える俺の私物と、薫かおる子この私物。

　そう、言うなれば…………これは、二人暮らしの部屋、男女が同どう棲せいしている部屋だ。

　これはいったい……と俺が考えていると、薫子が声をかけてきた。

「雪ゆき雄おこっち来てー」

　視線を向けると、洗面所の前で手招きする薫子の姿が。

「…………」

　行ってみると、そこにあったのは、青のハブラシと、ピンクのハブラシの入ったマグカップ。

　なるほど、薫子の言うとおり、愛の巣すだ。

　部屋を一通り見て回ったあと、俺は聞いた。

「…………なんでこんなことになってるんだ？」

「空いてたからな」

「うんうん」

　そう言う母さんと、頷うなずく父さん。

　相変わらず商しよう魂こんに溢あふれていない夫ふう婦ふだ。まあ、このアパートは趣しゆ味みみたいなものらしいから、別にいいが。薫子親子を迎むかえ入れるために、建てたんだろうし。

「いや、部屋が空いてるのと、これは繫つながらないだろう」

「使わないともったいないだろ。それに、人が住まないと部屋は傷いたむからな」

「それなら一人で住んでも…………」

　と、そこで、俺の脳が正解に行き着いた。

「ああ、なるほど、今朝の話の続きだな」

　要するに、薫子の親族避よけだ。

「正解だ!!」

　母さんが俺のつぶやきに答えた。

「お前らは、十五歳、もちろん結けつ婚こんできない」

　当たり前だな。

「だけどな、この世には事実婚という言葉がある。…………事実婚という言葉がある!!」

　大事なことだったのか、二回言ったな。

「要するに、あのあたしらにはよくわからん論理で動く、マジキチなあの一族が、薫子に手を出す気をなくすために、より中古感を出していこうということだ」

「なんというか、色々ありすぎて、混乱してて、なんて言ったらいいかわからないが、とりあえず中古言うな」

「だって中古だシー」

「なんで薫子が肯こう定ていするんだ……」

　一応俺薫子のフォローしたつもりなんだが。

「一回使えば中古なのは当たり前、だから私は中古。でもね中古が悪いわけじゃないと思うわけ。

　ほら、和かず人とさんが農作業のときに履はいてる革かわのブーツとか、ぼろいのにぼろくないでシょー？　かっこいいでシょー？」

　父さんは、毎日履はくとブーツが傷いたむからと、何足かローテーションして履きつつ、楽しそうに時々手入れをしている。

　ブラシで砂や泥どろを落として、布とブラシで磨みがき、最後にオイルを塗ぬり込む。

　子供の頃ころはそんな父さんの手入れを、側そばで見ていた。

　確かにアレは、すごく使い込んでいて、かっこいいと思った。

　ぼろぼろと、大事に使い込まれているは、違ちがうのだ。

「アレはコマメに手入れシて、大事に使ってるからよね、女も同じ……」

　これはあれか、愛されて女は綺き麗れいになるというやつか。

　まあ確かに、愛されていれば色々充じゆう実じつするだろうし、心も満たされる。心が満たされればそれは外面にも表れ……

「つまり……何も知らない処女もいいだろうけど、その何も知らない処女を自分で仕込んだなら、そしてそこに愛があるなら、どんな淫いん乱らんビッチでも、たまらなく愛いとおシくなるはず!!」

「いきなり、なにを叫さけんでるんだお前はっ!!」

「新品から使い込んだなら、愛着も出てくるだろうシ、色々楽シめてさらにお得!!　さあ、私という真っ白なキャンバスに、アナタのぶっとい絵筆で思う存分、好きなように絵を描かいてみない!?」

「ぶっとい絵筆言うな!!　ていうか、ブーツのくだりまでは、そこそこいい話だっただろうがっ!?」

「でも、雪ゆき雄おだって、私がもシも他ほかの誰だれかに調教されてて、どこに出しても恥はずかシい変態に仕上がってたら、嫌いやでシょー？」

「いやまあ、それはそうだが……」

　そうであっても、受け入れる……受け入れたい。女の過去を気にしない、それがいい男というものだと思うからな。

　………………が、それはそれ、これはこれ。

　どっちがいいかと問われれば、答えは決まってる。

　俺は別に、ネトラレ好きとか、特とく殊しゆな性せい癖へきを持っていないのだ。

「でも、自分が調教シて、変態に仕上げるなら問題ないでシょ？」

「ああ、そうだ…………と言うとでも思ったか!!」

「ちっ」

　危あやうく肯こう定ていするところだった。

　中古と調教するのは、また違ちがう話だろう。

　そもそも、何度も言うが、俺の性せい癖へきは、ノーマルだ。…………たぶん、おそらく、きっと。

「まあ、調教するシないはさておき、あいつらのことだから、男と一いつ緒しよに住んでたら、時間が経たてば経つほど、ふシだらだ、穢けがらわシいだなんだって言って、勝手にあいつらの中での私の価値を下げてくれるだろうシね」

「中古車が、走行距きよ離りが長くなるほど、安くなるのと同じようなもんだ。女も車も乗るものだしな！」

　母さんのたとえが的確すぎて嫌いやだ。それと、どや顔も嫌だ。

「あいつら避よけを徹てつ底ていするなら、ワンオーナーじゃなくて、いろんなの男と寝ねまくるのがいいんだろうけど、流石さすがにそこまで人生捨ててないシね。なにより、雪ゆき雄おじゃないと嫌だシ」

　…………くそっ、この言葉はうれしいんだが、この流れでは素す直なおに喜べん。

「まあ、要するに、朝言ったと思うけど、私をあいつらの価値観で、価値のない存在にして欲シいわけ!!　つまり中古でやりまくりなビッチ!!　そうなるのに一番最適なのは、一緒に住むこと!!　つまり同どう棲せい!!　事実婚こん!!　そして最後に、雪雄が十八になるのを待って結婚!!　ここまでくれば、手を出してこなくなるはず!!　たぶん!!」

　この期ごに及およんで、まだ『たぶん』が取れないところが、あの一族のマジキチ具合を表してるな。







　　　悲劇の主人公（笑）




「それでだ。薫かおる子こが十六歳になった瞬しゆん間かんに、婚こん姻いん届とどけ不受理申出書を出す予定だから、薫子が知らない間に籍せき入れられてたなんてことにはならないはずだ。ただ半年で不受理期間が終わるから、半年おきに出さないとダメだけどな。まあこれでお前が十八歳になった日に婚姻届の不受理取下書と婚姻届を出せば、あいつらができることは、なにもなくなるだろう」

「ただそうやって、向こうの取れる手段を奪うばっていったら～、最後の手段の誘ゆう拐かいとかしてくるかもシれないじゃない～？　私は仕事で家を空けることが多いシね～。だから一緒に住んでもらえるとありがたいの～」

　なるほど、そう考えたら確かに、薫子を夜一人にしておくのは不安があるな。

　こういうことは、いくら用心してもしすぎることはない。

　もしものことを考えたなら、取とり越こし苦ぐ労ろうの方が、百億倍マシだ。

　そんなことを考えていたら、不安そうに俺を見上げて薫子は言った。

「……いやかな？」

　俺はそれに応こたえず、周囲の大人たちに聞いた。

「…………父さん母さん、あと陽よう子こさんは、どう思ってるんだ？　妙みようなしがらみとか、アノ一族のこととか抜ぬきにしてだ」

　このへんははっきりさせておかないとな。

「流石さすがに世間体があるから、野外プレイで誰だれかに目もく撃げきされるとかは、なしにしてくれ。あとは好きにしろ」

　我が母親ながら、論外すぎる。

「そうだね。あ、ただ避ひ妊にんはしてね。できても援えん助じよはしてあげるけど、そういうのはやっぱり、家族を養う甲斐かい性しようができてからじゃないとね」

　流石父さん、常識人だ。

　だが、それを言うなら、できるできないの前に、ヤるヤらないのところで言って欲しかった。

「あ[image: ～][image: ～]まぁ、あれだ」

　コレで終わりかと思ったら母さんが付け加えた。

　おお、補足があったようだ。…………なかったら、わりと本気でどうしようかと思ったな。

「薫かおる子ことなら、幸せになれるだろうし、問題ないだろ」

「そうだね」

　適当感漂ただよう発言だが、一応本心から俺のことと薫子のことを、考えてくれているんだろう。

　……たぶん。

　最後は陽子さんか。一人娘むすめのことだから、流石に思うところが……

「陽子さんは……」

「雪ゆき雄おちゃんが私の息子むすこになるなら、まったく問題なシよ～!!」

　なかった。ノリノリだった。

「……自分の娘については？」

「どうせ幸せにシてもらえるんだろうから、心配シてないわ～」

　…………なんなんだ陽子さんの、俺へのこの無条件の信しん頼らいは。

　いや確かに、子供の頃ころから世話になっているが…………。

「だから好きにシていいわよ～。ドＭな雌めす豚ぶたにシようが、ドＳな女王様にシようが、気にシないから～」

　なんか偏かたよりすぎだ、中間はないのか中間は。

「お母さん……」

　そして目を潤うるませる薫子。

「そこ感動するところかっ!?」

　くそっ、もう俺はつっこみたくなんてないのにっ!?

　………………って、なんか俺、もう殺したくないんだ系の、悲劇の主人公みたいになってるな。深刻度の次元が違ちがうが。

　とまあ、そんなどうでもいい話はさておき、親たちの考えはわかった。

　俺はこの場にいる全員の顔を見て、最後に薫かおる子この方を向いて、言った。

「…………はぁ、わかった」

　ため息混じってしまったが、これは許してくれ。

「過程に関しては、言いたいことはたくさんあるが、結果に関しては問題ない。いや、問題ないどころか、願ったりかなったりだ」

　同どう棲せいとか事実婚こんとかは予想外だったが、結婚はそうなるものだと思ってたから、予定が、つまり夢が叶かなうのが、少し早くなるだけだ。

　誰だれかが反対していたなら、もう少し考えたかもしれないが、全員賛成だしな。

「雪ゆき雄お……」

　感動でうるうるしてる薫子。

　………………まあ悪い気はしない。

　何度もしつこく言わせてもらうが、過程に関しては、言いたいことがありすぎるがな!!

「ただ、関係は恋人で留とどめておいて欲しい」

　これは譲ゆずれない。

　ここまでは許容できるが、ここから先は流石さすがにな。

「なるほど…………プロポーズは自分でしたいということか」

　うんうんと、頷うなずく母さん。

　まあ、確かにそのとおりなんだが……そういうことは口に出さないでくれ。

　なぜなら……

「雪雄……」

　……薫子のうるうるが、さらに加速していくから。

　薫子の潤うるんだ瞳ひとみが、獲え物ものを狙ねらう肉食獣じゆうの瞳に見えてきたので、話を変えよう。

　このまま薫子のテンションが上がっていったら、この場で襲おそわれてしまいそうだ。

　親の前でとか、アブノーマルすぎる。

「しかしまあ、こういうことになるなら、今日の朝にでも言ってくれればよかったのに」

　わざわざ俺を外出させてから、その間に引ひっ越こしをすませるとか、悪乗りしすぎだろう。

「それはサプライズだよー、びっくりシたでシょ？」

「びっくりした」

　このサプライズは必要なものだったのか、小一時間問い詰つめたいほどにな。

「で、一いつ緒しよに住むのはわかった。ただ、食事やら家事やらはどうすればいいんだ？」

「あー、学校が始まったら、家に食いに来ればいいが、春休みのうちは自力でどうにかしろ、何事も経験だ。ああ、水とガスと電気はもう使える」

　本気で前々から準備していたんだな……。

「ただ休日くらいは、それぞれの家で食え。家族が、ずっと顔を合わさないのもなんだしな」

「わかった」

「二人分の生活費は月一でやるから、やりくりして使え。残ったのが小こ遣づかいだ。何か起きて金が必要になった場合は、随ずい時じ請せい求きゆうしろ。必要だと判断したら出してやる」

「了りよう解かい」

「ま、そういうわけだから、あとは好きにしろ」

「がんばって」

「じゃあ、雪ゆき雄おちゃん、薫かおる子こをお願いね～」

　親たちは、最後に言いたいことだけ言って帰って行った。いや、やりたい放題だな。








　　　財さい布ふが一つ






　俺たちの手の中には、親たちが置いて行った、封ふう筒とうが一つと、カードと通帳と印いん鑑かん。

　封筒が当座の金で、通帳が残りの金か。通帳の方は、公共料金の引き落とし用にもなっているんだろうな。

「…………ふぅ」

　それにしても……今日は色々ありすぎだろう。雪男になった日以来じゃないかというくらい、世界が激変したな。

「うっふっふー！　お財布が一つって、ホント夫ふう婦ふみたいだよね!!」

　薫子は封筒を持って、なにやら奇き妙みような踊おどりを踊っている。

　お財布一つか、物は言いようだな……要は、財布を握にぎるということなんだが。

　そんな薫子を横目に、俺は通帳を確かく認にん。

　名義は、薫子だな。

　これは女の方に金を管理させろということか、予行演習的に。……妙みようにリアルで嫌いやだ。

　中身は……家賃がいらないことを考えれば少し多い気がするが、今月分には生活用品を揃そろえるための資金も入っているのだろう。これは、無む駄だ遣づかいには、気をつけないといけないな。

　それはともかくだ。このまま突っ立ってても仕方ない。

「まあ座るか」

「そだねー」

　そのままフローリングの上に座る俺と薫子。

「それで、家事の分担はどうする？」

　まずはここからだろうな。

「料理は基本私が作るよー」

「まあ、薫かおる子こが作った方が美味うまいしな」

　薫子は、伊達だてに家事を母親と分担していない。

「ていうか雪ゆき雄おが何ができるかって話だよね。私は、だいたい何でもできるシー」

　陽よう子こさんは時間が不規則なナースだからな。

「シシッ、我ながら良いお嫁よめさんになりそうだねー」

　薫子はそう言いながら、チラッチラッとこっちを見ているが、俺はそれを華か麗れいにスルー。

　いや、いちいちかまってたら、きりがないからな。

「そうだな。…………それでだ」

「感情がこもってない！」

「考えてみれば、俺ができるのは掃そう除じくらいか？　料理もできないことはないが、簡単なのしかできないな」

「シシッ雪雄掃除好きだもんねー」

「好きというか、抜ぬけ毛げの量がハンパじゃないからな」

　これはハゲているという意味じゃない。

　体毛の一本一本が長いからだ。

　身体からだの産うぶ毛げが落ちても、普ふ通つうは目立たないが、俺の場合は長さも太さも、髪かみの毛けと変わらないからな。

　なので、家中、俺が歩いた場所には白い毛が落ちてるのだが、自分の落とし物だし仕方ないので、俺は毛が目についたらコロコロで取ってる。ちなみにコロコロとは、粘ねん着ちやくテープのついた回るアレのことだ。正式名めい称しようは知らない。

「では、掃除は俺だな」

　まあ色々言ったが、別に掃除が嫌きらいなわけではない。

　部屋は、男にしては、綺き麗れいにしている方だと思うしな。

　ただ、水を使う掃除は、正直あまりやりたくはないが。

「おっけー。じゃあ、料理と洗せん濯たくは私がやるよー」

「それはいいが、洗濯もか？」

　洗濯くらいなら、教わればできそうだが。

「パンツを雪雄に脱ぬがさせるのはいいけど、パンツを雪雄に洗わせるのは絶対に嫌いやっ!!　乙女おとめ……いや、女とシて!!」

　わからないようで、何となくわかるな。

「でも、たたまれるのは大だい丈じよう夫ぶ!!」

「それが大丈夫ではだめだろう。ただまあ、わかった。洗濯物は俺がたたむ」

「他ほかには……そうだ！　ゴミ捨ても雪雄ねー」

「わかった」

　それくらいならできる。

「あとは、おいおい気がついたときに、決めていくことにシて…………あ、ゴミ捨てで思い出シたけど、この部屋ゴミ箱すらないんだー」

「そこからか」

　そこまでなにもないとは。

「だから、ゴミ箱買わないとねー。あとは、掃そう除じ道具も」

「そうだな」

　特にコロコロは重要だ。アレがないと部屋が俺の毛で埋うまる。個人的には、各部屋に一つは欲しいな。毛が目についたときに、すぐコロコロしたいからな。

　自じ慢まんじゃないが、俺以上にコロコロに依い存そんしているやつは、そうはいないだろう。

　コロコロがないと俺は生きていけない。…………本気で自慢じゃないな。

「あとはキッチン用品だねー」

「だから今日見に行ったんだな」

　どうりで、すでに家にあるはずのものまで、熱心に見ていたわけだ。

「そうだよー。マイお鍋なべとか、マイ包丁で、料理作りたいからね!!　借り物の道具だと、独立した感がしないシ。まあ、資金的にはおんぶにだっこなんだけどー」

「それでお前が気持ちよく料理ができて、飯が美味うまくなるなら問題ない」

　そう言うと、薫かおる子こはにっこーっと笑った。

「うふふふー、アレだね!!　夢が広がるね!!」

「ごきげんだな」

「新しん婚こん生活を始めるときって、こんな感じなのかなー」

「…………そうかもな」

「そうだよー!!」

　まあなんだ…………こういうのも、悪くない。

「じゃあ、ご飯作るね!!　今日は雪ゆき雄おの大好きな唐から揚あげだよー」

　大量に肉買ってた理由がコレか。

「味付けはどうシよっかー？　醬しよう油ゆか塩か。鳥天もありかなー、唐揚げじゃないけど」

　これは……悩なやむな。

　俺はしばし瞑めい目もくしてから、散々考えたあとで、ようやく答えを出した。

　大げさだ？　そんなことはない。俺は今、腹が減っているのだ。

「……………………醬油で」

「了りよう解かいでーす」

　薫子はそう言って食事の支度したくを始めた。







　　　セーラー服エプロン




　今日買って来たエプロンを身につけた薫かおる子こ。

「じゃじゃ[image: ～][image: ～]ん」

　ゴキゲンだ。

「どう？　どう？」

「ああ、似合ってる」

　コレは本心だ。

　薫子も言っていたが、新しん婚こんとは、新にい妻づまとはこんな感じなのではないだろうか。

「よかったー。……あ、そうだ。学校が始まったら、セーラー服エプロンも見せてあげられるよ？」

「っ!?」

　その言葉に、俺の心が震ふるえた。

　セーラー服エプロン。

　それは男の夢。

　セーラー服エプロン。

　それは男のロマン。

「学校でならともかく、家で、しかも恋人のセーラー服エプロン姿を見ることができるのは、まさしく選ばれシ者のみの特権だよー？」

　選ばれし者……確かにそうだろう。

　日常の中でセーラー服エプロンを見るためには、いくつもの高いハードルを越こえないといけないからな。

　まず第一に、学校がある平日の朝、もしくは夜に同じ家にいないといけない。

　色々緩ゆるくなってきたこのご時世とはいえ、流石さすがに高校生の泊とまり朝帰りが認められることは少ないだろう。

　夕飯を作ってもらってから送る、朝早く来てもらうなどの場合もあるだろうが。

　第二に、当たり前の話だが、セーラー服を着ていないといけない。

　そしてセーラー服を着ることができるのは中学生か高校生。

　つまり、セーラー服を着ることができる期間は、留年しない限り、人生で六年しかないということだ。

　コスプレもそれはそれでいいのだろうが、本物とは違ちがう。違うのだ。

　第三に、料理を作る機会がなければならない。

　女子高生が、わざわざ他人の家に、ご飯を作りに来るというシチュエーションを作るのは、なかなか難しいのだ。

　一番ありそうなのが、両親が旅行などに出て不在なので恋人を呼んだ。次点は両親が転勤などで不在で、幼なじみに食事の世話を頼たのむというようなケース、だろうか。

　第四に、料理ができないといけない。

　当たり前の話だな。これがすべての前提だ。

　メシマズは、見てる分には楽しいかもしれないが、食わされる側がわにはなりたくない。

　これらのハードルすべてクリアしたならば、選ばれし者と呼んでも、過言ではないだろう。

　………………そして気がつけばまた、脳内が、ピンク色だった。

　本当に俺は、どうしてしまったんだ……

　そんなことを考えていると薫かおる子こが笑った。

「シシシシ、雪ゆき雄おのむっつりー」

「…………俺がオープンスケベだったら、大だい惨さん事じだからな」

　ムッ○似の俺に、巨きよ根こんという属性と、思春期ならではの性欲という属性がついてるだけでも論外なのに、それに加えオープンスケベとかいう属性が追加してみろ。

　どこかから、クレームがくるぞ。

「シシシッ、むっつりなのは否定シないんだ」

「ああ」

　俺は、いい男を目指しているとはいえ、人並みにはスケベだと思う。男だからな。

「まあ、スケベじゃないと、私が困るからいいんだけどー」

　そもそも、俺がスケベでない方が問題あるだろう。ヒトとして、オスとして、漢おとことして。

　生きているんだから性欲があるのは当たり前だ。…………が、何ものにも限度がある。

「ただ、頭の中がエロいことだけとか、絶対にいい男ではないから、あまり誘ゆう惑わくしてくれるな」

「シシシシシッ、やっぱり昨日の夜のことを思い出シちゃう？」

「思い出さないわけないだろう」

「私は問題ないんだけどー」

「俺としては大問題だ」

　童どう貞ていを卒業してから、俺の思考が、恐おそろしくピンク色に染まっていっているのがわかるからな。恐るべし女体、恐るべし薫子。

　いい男になるためには、どうにか気合いを入れて、この溢あふれ出てくる性欲を、制せい御ぎよしなければならないのだ。何という試練。

　…………なんて考えていたら、

「…………エプロンをめくる程度なら、誘ゆう惑わくじゃないよねー、普ふ通つうのことだシー」

　なんて言いながら薫子は立ち上がり、エプロンをめくった。

　エプロンを両手で摑つかみ、めくる動作は、なぜかエロティシズムに溢あふれている。

　だが、それくらいならば、性欲を制せい御ぎよできる…………と思っていたが、薫かおる子この行動は斜ななめ上うえをいっていた。

「って、お前、どこまでめくってる!?」

　俺の視線の先には、エプロンと、その下のスカートを同時にめくった薫子の姿が。

　白だった。

「お？　おお、失敗失敗ー」

　流石さすがにスカートをたくし上げるという動作には、勝てない。

　こんなのを見て、性欲を制御できるか!!

　そりゃ身体からだも反応するわ!!

「ちなみにコレは本当の失敗だよー？　エプロンをめくろうと思ったら、スカートまで一いつ緒しよに摑んで、めくってシまったという…………てへ！　薫子のうっかりやさーん」

「どうでもいいから、さっさと、スカートを、下ろせ!!」

「私は、アクシデントすら生かせるいい女だから、この状じよう況きようを最大限に有効活用シようかと」

「い　い　か　ら　お　ろ　せ!!」

「……はーい、仕方ないなー」

　スカートを下ろす薫子。

　まったく……

「おっと、忘わすれてた。うちからお鍋なべとか、お皿とか持って来るから、手伝ってー」

「わかった」

　考えてみれば、この部屋にはなにもないからな。

　というわけで、俺はのっそりと立ち上が…………れなかった。理由は聞くな。というか、さっきもこうなったぞ？　どれだけ敏びん感かんなんだ。思春期な自分が憎にくい。

「…………」

「…………」

　そんな俺に、薫子は慈じ愛あいに満ちた表情で言った。

「治まってからにシようか」

「…………そうしてくれると、助かります」

　……アア、ハヤク、イイオトコニナリタイ。








　　　腕うで立たて






「ふう、とうちゃーく」

　今日必要になる天ぷら鍋なべと、ご飯を炊たくための土鍋。あとは二人分の食器類を、隣となりの薫かおる子この家から持って来た。

　陽よう子こさんが家で食事を作るなら困るかもしれないが、陽子さんは今日はうちで食べるのだろうから、問題ないだろう。

「じゃあ、雪ゆき雄おはシャワーでも浴びてて。シャンプーとかはもう置いてあるから」

「用意いいな」

　そういえばハブラシとかもあったしな。

　それなら、皿やなんかも揃そろえていたらよかったのではと思ったが、そんな俺の疑問に気がついたのか薫子は言った。

「だって消しよう耗もう品は、別に選ぶとかないでシょ？」

「そもそも俺の使うボディソープとかは、お前が決めてるしな」

「やっぱり、触さわり心地ごこちと、香かおりには妥だ協きようしたくないしねー」

「手間をかけてるのは、俺なんだがな」

　俺が雪男になってからの一年で、何種類も試ためした結果というか試させられた結果、今のボディソープ落ち着いた。

「それに、雪雄が驚おどろきの白さになるし!!」

「間ま違ちがいなく気のせいだな」

「えーでもー」

「気のせいだ。というか、人を洗せん濯たく物もの扱あつかいするな」

「シシシッ、はーい」

　……まったく。

「で、今後もあれを使うのか？」

　薫子がコレ!!　と決めたボディソープは、無む添てん加か天然香こう料りようで、値段が少々高い。

　が、『私のお小こ遣づかいからも出すから!!』と、自ら金を出してまで俺に使わせようとしたのを見た母さんが、感かん銘めいを受けたのか面おも白しろがってなのか、うちではそのボディソープを使うようになった。

　まあ、確かに高いだけあって良い感じだからな。

　ただ、今後はそのボディソープ代も自分たちで出すわけで、俺は今後もあれを使うのかと聞いたのだが、

「もちろん!!」

　そこはやはり妥だ協きようするつもりはないらしい。

「私の主婦スキルを総動員シて、ボディソープ代をひねり出シてやるわ!!」

　燃えてるな。だがそこまで燃えるようなものなのか。

「まあわかった……と、ああ、今日はまだトレーニングしてないな」

「でも、もう外真っ暗だよー」

　窓の外はすでに真っ暗だ。

　いつもは外でしているんだが、流石さすがに真っ暗な中でやるのはな……。

「仕方ない、上に乗ってくれ」

「えっ!?　いきなり騎き乗じよう位い？」

「違ちがう」

「でも、雪ゆき雄おが望むなら……薫かおる子こがんばる!!」

「だから違う」

「シシシシシッ」

　わかってるくせに、ぼけてくるからなこいつは。

　俺は何もない床ゆかにうつぶせになる。腕うで立たて伏ふせをしようとしているわけだ。

　まあ、今日のところはこれでいいだろう。

「でも、薫子、羽のように軽いから、全然トレーニングにならないよ？」

「五〇キロあれば十分だ」

「五〇キロはないもん!!」

　薫子の場合、尻尾しつぽの分だけ体重が重くなるので、数値を気にしても仕方ないと思うんだが、それでもやはり気になるらしい。

「まあ、どうでもいいがな」

「よくない！」

　そして俺は薫子を乗っけると、腕立て伏せを始めた。

「いち、に、さん、し、ご……」

「いいよいいよー、こう筋肉の躍やく動どうが男を感じさせるよー」

　まあ、なんだ、楽しそうで何よりだ。

　そんな薫子を上に乗せて腕立てを続ける俺。

「でてるよーフェロモンでてるよー」

　なんなんだそのかけ声は。

「さんじゅうに、さんじゅうさん、さんじゅうし」

「ほら、がんばれがんばれ…………そういえばさ、ここで雪雄を誘ゆう惑わくしたりなんかシたら、腕立て不可能になるのかな。ほらつっかえ棒が出来るシ」

「お願いだからやめてくれ」

　心の底からやめてくれ。

「シシシシ」

　まあ、そんなこんなで、休きゆう憩けいを挟はさんで、百回を二セット。

「……………………………………きゅうじゅはち、きゅうじゅく、ひゃく!!」

　今日は、こんなものでいいか。

　薫かおる子こを乗せてこれだけ腕うで立たてをすれば、流石さすがに汗あせばんでくるしな。

「じゃあ、シャワーを浴びてくる」

「うん。私もご飯の用意を……って、ああああああああああああああ!?」

　そこで薫子が絶望の声を上げた。

「どっどうした!?」

　そのあまりにも深刻な叫さけび声ごえに焦あせる俺。

　いったいなにが起きたんだ？

　そんな焦る俺の方を向き、顔色の悪い薫子はつぶやいた。

「肝かん心じんの同どう棲せい初日なのに…………ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それともわ・た・シ？　をやり忘わすれた……」

「…………」

「…………」

　見つめ合う俺と薫子。

　そして俺は、無言で視線をそっとそらし、風呂場に向かった。

「ちょっ、冗じよう談だんだから冗談ー」

　そんな声を背にしながら。

　ヒトを心配させておいて、そんなしょうもない理由とか……少しはそこで反省していろ。







　　　のぞき




　うちのというか、今日から生活するようになったこの部屋の、脱だつ衣い所じよや浴室は狭せまい。

　いや、まあ、実際は普ふ通つうなんだが、俺がでかすぎる。

　その狭い脱衣所兼けん洗面所で、俺は服を脱ぬぐ。

　このときに気をつけないと、手を思い切り壁かべや扉とびらにぶつけたりする。

　裸はだかになると、扉を開けて浴室に。

　浴よく槽そうには流石さすがに入れないな。

　入ったらピッタリはまって、抜ぬけなくなるかもしれない。風呂にゆっくりつかりたいときは、家の方に行くしかないな。あっちの浴槽は、俺が入れるくらいには広いし。

　あとシャワー。ここはシャワーを差す位置も微び妙みように低くて、頭にかけるときはシャワーを手に持たないといけない。

　俺はコックをひねり、お湯であることを確かく認にんしたあと、シャワーを浴びる。

　浴室には大きな鏡が置いてあるので、俺の姿が映る。

　モサモサの犬が濡ぬれると、毛がへんにゃりと見た目が貧相になるが……俺の場合は怖こわくなる。がたいがいいので、ムキムキなシルエットが現れるからな……この姿を見たら、間ま違ちがいなく子供は泣く。実際に泣いた。白いムッ○が白いチューバッ○になるからな……

　去年の夏、泳ぎに行ったら、大だい惨さん事じだったし。

　今年は、夏どうするか……個人的には、泳ぐの嫌きらいではないんだが。

　シャワーで軽く流したあとは、薫かおる子こ推すい薦せんのボディソープで、全身を丹たん念ねんに洗う。

　ちゃんとしないと、私のモフモフを返せーとか言って、色々な嫌いやがらせしてくるからな。

　これ見よがしにため息ついたり、ふわふわのぬいぐるみを切ない声でモフモフ言いながら触さわったり、接せつ触しよくが微び妙みように減ったり。

　おかげで、毛の手入れはかなり気を遣つかっている。

　…………言い訳はしない。

　接触が減るのが嫌で気を遣うとか、男らしくないだろう。

　だがな、いつもあれだけ接触されてたら、接触が減るとすごく寂さびしくなるんだよ。

　ただ、それだけでもない。

　モフモフ言いながら俺を触るとき、薫子はすごく幸せそうな顔をするからな。

　惚ほれた女の笑え顔がおのためにがんばる。

　うむ、間違いなくいい男だと思う。

　故ゆえに、プラマイゼロくらいにはなっているのではないか。…………だめか。

「…………ん？」

　そのとき、背後から視線を感じた。

　一人暮らしならば、恐きよう怖ふ体験だが、今日からは二人暮らし。

　というわけで、素す早ばやく振ふり向くと、

　扉とびらを少し開けて、俺の入浴シーンをのぞいている薫子がいた。

「…………」

「…………」

「…………なにしてる」

「のぞき」

「…………面おも白しろいか？」

「面白いというか、惚ほれ惚ぼれするねー。濡ぬれた雪ゆき雄おってかっこよくなるから。いつもは触らないとわからない、筋肉の感じがわかるようになるシ」

　今の俺を見てかっこよくなったという感想を抱いだくとか、なんてマニアックなんだこいつは。

　まあ、それはともかくだ。

「のぞきはやめろ」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]」

「えーじゃない」

　流石さすがに全身を洗っている様を見られるのは、男でも恥はずかしい。

「じゃあこうシよう。私のシャワーシーンものぞいていいから」

　捨て身にも程ほどがあるな。

　なんで薫かおる子こは、裸はだかを見せることに、これほどまでに抵てい抗こうがないのか。

「自信があるから!!」

「そして人の心を読むな」

「シシシシッ」

　まったく、こいつは……

「…………で、いつまでそこにいる気だ？」

　俺は、身体からだを洗うのを再開したいが、薫子がいっこうにそこを去ろうとしない。

「見てちゃダメ？」

「ダメに決まっている」

「けちー。でもまあ、シかたないか……私も暇ひまじゃないシ」

「暇じゃないならのぞくなよ」

「シシシシッ」

　薫子は、今度はおとなしく消えた。

　本気で暇がないんだろう。まあ料理中のはずだからな。

「本当に、困ったヤツだ」

　薫子が消えたのを確かく認にんしてから、俺は身体を洗うのを再開した。







　　　ドライヤー




　全身をくまなく洗い、念入りにシャワーで泡あわを流してから、浴室を出る。

　所要時間は十五分といったところか。

　浴よく槽そうにつかっていないにもかかわらずこの所要時間は、男にしては、長いだろう。

　コレでも手早くすませたつもりなのだが、流石さすがに毛が多いからな……だが、俺の入浴はまだ終わらない。

　ここからが大仕事だ。

　男女問わず、髪かみの長い人なら、この気持ちがわかるかもしれない。

　全身に毛が生えていることに加え、俺は身体がでかいので乾かわかさないといけない面積も多い。

　つまり、とにかく手間がかかるのだ。

　風ふ呂ろから上がるときに、濡ぬれた犬のごとく全身を振ふって水すい滴てきを飛ばすのだが、それでもまだまだ水気は残ったままだ。

　そして身体からだをだいたい拭ふき終わると、最後の仕上げはドライヤー……ではなく、扇せん風ぷう機きだ。強でぶん回して、全身を乾かわかす。

　ちまちまドライヤーなんて、やってられないからな。

　ちなみに、冬でもそうなんだが、寒いは寒いが、結構大だい丈じよう夫ぶだったりする。

　雪男は伊達だてじゃないな、自分でもびっくりするほど、寒さに強くなった。

　まあ、それはともかく、いつもはそうやって乾かすんだが……今日は扇風機がない。すっかり忘わすれていた。

　探してみるが、ドライヤーもない。

　まだ用意してないのか。

　薫かおる子こも消しよう耗もう品ひんだけとか言ってたしな。

　入る前に気づけば扇風機を家から持って来ていたんだが……

　となると、最後の手段しかないな。

　そう……

「地道に乾かすしかないか」

　ということだ。

　だが、本格的に乾かすとなると、浴室は狭せまい。それに、湿度も上がっている。

　なので、俺は、ある程度拭いてから、トランクスを穿はき、タオルを肩かたに掛かけ、湿しめったまま脱だつ衣い所じよを出た。

「あれ、どうシたの？」

　生乾きのまま出て来た俺を見て薫子が聞いた。

　生乾きなことが一目でわかる理由はアレだ。

　ボリュームが違ちがう。

　毛が湿ってへんにゃりしているからな……

「扇風機忘れた」

「あー、そういえばそうだったねー。ドライヤーもまだ買ってないシ……」

　乾かすのが面めん倒どうなので、俺は基本的に、家以外でシャワー浴びないからな。

　夜薫子の部屋に行くときも、家でシャワー浴びて行くし、今日の朝も、家に帰ってからシャワーを浴びた。

　だから薫子も気づかなかったのだろう。

　と、そこで、薫子は、

「んーちょっと待っててー」

　そう言って部屋を出て行った。

　そしてすぐ戻って来た。

「ただいまー」

　薫かおる子この手には、ドライヤーと櫛くし。

「助かる」

　そう言って俺が手を伸のばすと、ドライヤーを持った手を引き、薫子はニッといい顔で笑った。

「だめー」

　そして俺に座るように促うながす。

「座ってー」

　…………なるほど、なにがしたいかがわかった。

「夕食の準備はいいのか？」

「下ごシらえはすんだよー。だからあとは、雪ゆき雄おを乾かわかシてから、お鍋なべを火にかけるの」

　それなら、今日は薫子の好意に甘えるか。

　俺は、薫子に促されるまま、床ゆかに座る。

「それなら頼たのむ」

　もちろんなにもないので、フローリングに直じかにだ。

　段ボールでいいから欲しいな。

　薫子が、コンセントにドライヤーを繫つなぐ。

「じゃあいくよー」

　ドライヤーが、ブオオーと温風を吐はき出してきた。

　左手にドライヤーを持ち、右手で俺の頭をわしゃわしゃと撫なでてくる薫子。

　俺が座ったことで、立った薫子にとって、俺の頭がちょうどいい位置になったのだろう。

　立っていたら、薫子は俺の頭に触さわれないからな。背伸びしたとしてもギリギリだ。身長差五〇センチは伊達だてじゃない。

「お客さん、かゆいところないですかー」

「それタイミングが全然違ちがうだろう」

　それは、頭を洗うときにかける言葉だ。

「シシシシッ」

　口を動かしながらも、薫子の手は動いたままだ。

　優やさしく優しく俺を撫でる、乱暴だけども丁てい寧ねいな手つき。

　どことなく面おも映はゆく、それでいて心地ここち良い。

　……そして、何だろうか。

　心のどこかから湧わき上がってくる、この懐なつかしさは。

「ふんふふふ～ん♪」

　と、薫子は鼻歌なんかを歌い始め、それに耳を傾かたむけていると、唐とう突とつに原因に思い当たった。

「…………ああ、そうか」

「ん？　どうシたの？」

「いや………………なんでもない」

「シシッ、変なゆきおー」

　笑う薫かおる子この声を聞きながら実感する。

　この懐なつかしさの理由は、あれだ。遠い昔に、母さんに、こうやって頭を乾かわかしてもらったことが、あったのだ。

「ふんふんふん～ん♪」

　この薫子の鼻歌で、それを思い出したのは……薫子の優やさしい歌声に母性を感じたからか。

　こういう薫子は珍めずらしい。

　いつもは、まあ……なんだ、あれだからな。

　よくしゃべる口を閉じて、シモネタとかボケるのやめたら、ただの美少女ですむんだが……無理な話か。

　おかげで今の薫子の評価には、美少女の前に、『残念な』がついてしまっている。

　とはいえ、いきなり静かになられたらなられたで、寂さびしく感じるんだろうが。

「頭おシまーい」

　頭の毛がだいたい乾き、櫛くしを入れて毛並みを整えたあと、今度は背中に温風が当たった。

「うーん、やっぱり背中大きいなー。そりゃー、これだけ大きかったら乾かすのに時間かかるよねー」

「まあな」

　比ひ喩ゆ表現でなく、実際に広いからな。

　…………いつかは、頼たより甲斐がいという意味でも、大きな背中になりたいものだ。頼り甲斐のある大きな背中というのは、いい男の条件の一つだろう。

　頭のときと同じ要領で、薫子は背中を乾かしていく。

「ふふふ～ん♪」

　ゆったりとした時間が流れる。

　こういうのもいいな……。

「よシ、背中は終わりっ。お次は前だー」

　薫子は俺の前に回る。

「上向いてー」

　言われたとおりに、俺は顔を上に向ける。

　そこにあるのは、俺を見下ろす薫子の顔。

「わー。この視界は新しん鮮せんだなー。いつもは見上げてばっかりだシー」

「俺もだな」

　薫子だけでなく、ほとんどの人を基本的に見下ろしているからな、俺は。

「じゃあ、顔を乾かわかすよー。目をつむってー」

　温風が顔を撫なで、薫かおる子この手が俺の顔に優やさしく触ふれてくる。

「こうやると、顔の形がよくわかるよー。相変わらずイケメンだねー」

「それは、どうも」

　まったくもって意味ないけどな、毛で隠かくれているから。

　そして、だいたい顔が乾いたなと言ったところで、

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]チュッ」

　何か柔やわらかいものが、俺の唇くちびるに触れた。

　目を開けると、すぐ目の前に薫子の顔が。

「サービスでーす、シシシシッ」

「何のサービスだ何の」

「んー、いわゆるひとつの、いかがわシいサービス？」

「色々台無しだな」

　言葉を違ちがえなければ、かなりいい雰ふん囲い気きになってただろう。

「じゃあ、リテイクで。だって、雪ゆき雄おが無防備に目を閉じてるから、むらむらシて……」

「むらむらしてのところはいらないな」

「もう、雪雄ったらわがままなんだから!!　いったいどうしてほシいのっ!?」

「普ふ通つうに乾かしてくれ」

　それだけで、十分異常にいい雰囲気になる。

「シかたないなー」

　再び乾かし始める薫子。

　そして、ふと何かを思い出したのか、笑った。

「シシッ」

「なんだ」

「上からキスするのも、なかなか乙おつなものですなーと。普段は、背せ伸のびしても届かないシねー」

「普段とか言えるほど回数こなしてないだろ」

　昨日の夜のがたぶん、セカンドキスになるんだろうしな。

　ちなみにファーストキスは、小学校低学年くらいのときに、薫子にきっちり奪うばわれている。

「だって昨日の夜はずっと下だったから……」

「だからなぜシモに走るっ!?」

「シシシシシッ」

　薫子はその後、腕うで胸腹足と乾かしていき……最後に言った。

「じゃあ………………パンツぬごっか」

「そこはいい」

「今時パンツぐらいなんてことないでシょ？　ほら見せパンってのがある時代だシー」

「お前、そのパンツを脱ぬがせようとしてるだろうが!!」

　見せる見せないとかいう話は、とっくに通り過ぎてるだろう。

「シかたないなー。じゃあこれでおシまい!!」

「まったく……」

　最初のあたりの懐なつかしい気持ちとか、いい感じの雰ふん囲い気きが雲うん散さん霧む消しようしてしまった。

　心底呆あきれる俺。

「シシシシッ」

　そんな俺の反応を見て、楽しそうに笑いながら薫かおる子こは、俺の頭を優やさしく撫なでた。

　心地ここちよい感かん触しよく……が、これが永久に続くわけもない。

　不意に薫子の手が離はなれる。

　その瞬しゆん間かんに俺が感じたのは、すさまじいまでの喪そう失しつ感。

　そんな俺の気持ちを見透すかしたのか、はたまた偶ぐう然ぜんか。薫子はいたずらっ子っぽく微笑ほほえみながらこう聞いてきた。

「またシてあげよっか？」

「………………」

　そうだな。いつもの俺なら、別にいいとか言い返しそうなものだ。

　女め々めしくて、いい男にあるまじき行いだとか言ってだ。

　だが、薫子の手が離れたときに感じたこの喪失感が後押ししたのか、俺は素す直なおに頷うなずいた。

「ああ、頼たのむ」

　するとどうだろう。

「ひょっ!?」

　こんな俺の返事は想像もしていなかったのか、薫子は妙みような声を出して固まり、

「しっ仕方ないね!!　そこまで言うならシてあげないこともないこともな……あれ？」

　ぱにくってるな。。

　そんな薫子の有あり様さまに、

「くくっ」

　思わず笑い声が漏もれた。

　まったく締しまらない女だ。

　そして久しぶりに、薫子から一本取ったな。

「……………………………………んもー」

　頰ほお染めて俺を睨にらんでくる薫子。

　まああれだ。さっきの俺は女々しくていい男ではなかったかもしれないが、たまにはこういうのもいいかもしれないな。














　　　超ちよう青春






　家具がないので、フローリングの床ゆかに座って向かい合って夕食を食べる。

「どう？」

「美味うまいな」

　本当に美味い。

「どれどれ」

　薫かおる子こも、唐から揚あげを一つつまみ、そのまま丸ごと口に入れた。

　相変わらず大きな口だ。

　そして、むぐむぐしたあと、ごくりと飲み込み、言った。

「…………ごくん。んー確かにおいシいねー。でも、和かず人とさんの作ったやつの方がもっとおいシいねー」

　冷静に判断を下す薫子。

　いやまあ、俺もまったく同じ判断を下しているが。

「年季が違ちがうから仕方ない。ただまあ、そこまで差はないと思うぞ」

　九十五点と九十点という感じで、八十点越こえてれば、おいしいという判断下してもまったく問題ないだろう。

「これはやっぱり、味つけじゃなくて、揚あげ方かただよね。天ぷら鍋なべって使い慣れてないから、油の温度がわかりにくい。あと、揚げ物を油から上げるタイミングも」

　想像するだけでも、難しそうだ。

「家だと揚げ物ってほとんどシないからなー。でも雪ゆき雄おは、揚げ物好きだシ……あ、そうだ。フライヤーとか買ってみようか」

「フライヤー？」

「チラシじゃなくて、揚げ物をする機械の方。前にテレビでやってたけど、火を使わないから安全そうだったシ、温度管理もしやすいシ、何より蓋ふた付きのを選べば油が飛ばないんだよね」

「なるほど」

　それはよさそうだ。

「私は脱だつ皮ぴするから火傷やけどシて痕あとになっても大だい丈じよう夫ぶだけど、火傷しないならそれにこしたことないシねー」

　薫子は、脱皮したら、肌はだ関係のトラブルはリセットされるからな。

「薫子」

「なーに？」

「俺が好きだからといって、無理して揚あげ物ものしなくていいぞ」

「うん、でもやっぱり雪ゆき雄おの好物は、作ってあげたいからさー」

「そうか。……だが、無理するなよ。火傷やけどとかしたら、こっちが気に病やむ」

「わかったー」

　と、言いつつニヤニヤしている薫かおる子こ。俺に心配されたことがうれしいらしい。

「にやにや」

　が、そのむかつく顔はやめろ。

　雪雄って本当に私のことが大好きなんだからー、とか思ってるのが丸わかりだ。

「それでまあ、そのフライヤーとやらは、余よ裕ゆうがあるようなら買えばいいだろう」

「りょーかい。まあ、温度管理を機械で補うにシても、揚げ物を揚げるタイミングとかが和かず人とさんに追いつくまでは、愛情と若さとかわいさで補うシかないかー」

「愛情はともかく、若さとかわいさは関係あるのか？」

　そこで薫子は俺を見て言った。

「雪雄だって、おっさんの作ったものより、最愛の美少女が、シかも女子高生が作ったものの方が、おいしく感じるでシょー？」

「ひどい言いぐさだな」

　仮にも義理の父親になる人間だというのに。

　…………まあ、話の内容的にはまったく、全然、どうしようもないほどに、異論はないが。

「シシシッ」

　…………それにしても、食いづらい。

　俺の場合、身長に比例して座高も高いからな。

　手に持つ茶ちや碗わんや汁しる物ものはともかく、おかず関係は口までの距きよ離りが長いし、茶碗とお椀わん、コップの持もち替かえも距離が長いので面めん倒どうに感じる。

「まずは、机を買わないとな」

「だねー」

　頷うなずく薫子。

「というかだ」

「なに？」

「考えてみれば、薫子の家で食べればよかったんじゃないか？」

　鍋なべやら皿やら持って来なくてもよかったし、机もあったしな。

　だが、薫子は両手で×印を作った。

「だめー」

「なんでだ？」

　面倒なだけな気がするが。

「記念すべき同どう棲せい一日目だもん。ふたりきりで、この部屋で食べないと。それに……」

「それに？」

「家具のない部屋で、恋人同士が、床ゆかに座ってご飯食べるとか、超ちよう青春だよー？　いい思い出になるよー？」

　…………青春か。

「まるで、駆かけ落おちしてきたばかりの、貧びん乏ぼうカップルみたい!!」

「具体的だな」

「引ひっ越こし当日に、引っ越しトラックが遅おくれて家具がありませんーというよりかは、ロマンチックでシょー？」

「まあ、確かにな」

　引っ越しトラックが遅れたよりかは、駆け落ちの方が夢があるな。

「まあ、それはともかくだ。明日から生活環かん境きようを整えていくわけだが、何か希望はあるか？」

　食事をしつつ、話を進める。

　それにしても美味うまい。

　薫かおる子この料理の腕うでもあるが、やはり空腹は最高のスパイスだな。

「そうだねー、家具は最小限にシた方がいいかなーと」

「まあ、俺が場所を取るからな」

　無む駄だにでかいし、家具をたくさん入れて、わざわざ部屋を狭せまくする必要もないだろう。

「特にソファはいらない」

「確かにソファはかさばるな」

　と、そこで薫子は意味深な間を入れて……

「だって……」

　頰ほおを染め、目を潤うるませて言った。

「私には雪ゆき雄おさえいれば、それだけでいいから……」

　間、表情、台詞せりふ、気持ちの込め具合、すべて完かん璧ぺきだった。

　そんな薫子に俺は言った。

「この話の流れじゃなかったら、感動したかもしれんな」

「シシシシッ」

　話の流れ的に、俺というソファがあるから、ソファがいらないって言ってるしな。

「あ、あとラグも、雪雄がその辺に大の字で寝ねっ転がってくれたら、いらないかなー」

「そうだな。俺が大の字になったら、ラグはいらないな……って、誰だれが金持ちの家にありそうな、毛皮の敷しき物ものだ!!」

「シシッ、あとはガウンを着たおっさんと小動物がいたら完璧だねー」

　なんかもう、脳裏に浮かべたら、あまりにもどっかで見たことのある気がする光景で、正直驚おどろいた。そうだよな、毛皮だからな……。

「まあ、それはともかく、床ゆかはラグに、クッションでいこー。お金もソファに比べたら、かからないだろうシ」

　なるほど……

「それはいいかもな」

　節約は重要だからな。残りが小こ遣づかいになるという状じよう況きよう的に考えて。

「色は白がいいなー。雪ゆき雄おの白と同じ白にしたら、こうラグと雪雄の境さかい目めがなくなって、雪雄に包まれてる気分になるはず!!」

　白は俺の保護色だからな、それは紛まぎれるだろう。

「というか、白じゃないと雪雄の抜ぬけ毛げが目立つよねー」

　薫かおる子この趣しゆ味みだけではなく、実用的な意味もあるのか。

　ただ確かに目立たないかもしれない。

　毛の長さも量も桁けた違ちがいだから、抜け毛も桁違いの量になる。

　寝ねて起きたらシーツが毛まみれだし、鞄かばん開けたり、引き出し開けたり、ひどいときは、冷蔵庫の中にまで、俺の毛が潜ひそんでいたりするからな。異常な機動力だ。

「ただそうなると、毛足の短いラグの方が掃そう除じはしやすそうだな」

「そうだねー。掃除という意味ならフローリングのままがいいんだろうけど、流石さすがに何もないと寂さびシいよねー」

　…………たぶん、犬や猫ねこを飼ってる人は、同じような会話をしたことがあるのではないだろうか。特に長毛種。

「寂しい以前に、ラグもソファもなかったら生活できないしな」

　フローリングに直じかに座って生活するのは流石にな。

「でも、ふかふかは捨てがたいなー真っ白のふかふかラグと、雪雄の抜け毛が混じっていって、雪雄と一いつ緒しよのモフモフ具合になるかもだシ」

「ならない」

　それはない。

「シシシシッ、それは残念ー。まあ、ふかふかは、雪雄で我が慢まんするから、毛足の短めのラグにシよっか」

「ああ、その方が助かるな」

　掃除担当としては。

「ただそれなら白は、汚よごれが目立つから避さけた方がいいんだろうけど……」

「まあ、それは気をつければ、何とかなるだろう」

「ごめんねー」

「いやいい」

　一いつ緒しよに暮らすということは、こうやってお互たがいの意思を尊重し合っていくことだと思うからな。

「一応、ラグの上では、雪ゆき雄おを襲おそわないようにするから」

「…………それは心の底から助かる」

「ただその代わりに、お布ふ団とんの上ではもう、こうぐちょぐちょどろどろな感じで!!」

「…………」

「ローテーションは、ノーマルプレイ[image: ]ちょっとアブノーマルプレイ[image: ]すごくアブノーマルプレイ[image: ]ノーマルプレイという感じで、飽あきのこないようにシないとねー」

「…………」

「あーもう、シーツを洗うのが大変だよー。あ、そうだ！　換かえのシーツも何枚か買わないとねー!!」

　…………一緒に暮らすということは、こうやってお互たがいの意思を尊重し合っていくことだと思うからな…………。








　　　童どう貞ていの夢






　夜、食事を終え、お互いシャワーも浴び、布団の上でまったりしていると、薫かおる子こが言った。

「今日お母さんいないんだ……」

「同どう棲せい初日だしな」

　布団は俺のと薫子のが並べて敷しいてあるが、薫子は俺の布団に侵しん食しよくして来ている。

「…………」

「…………」

　薫子は俺の布団の上でうつぶせになっているが、うつぶせなので、尻尾しつぽがくんにゃり垂たれているのがわかる。

　そういえば尻尾持ちは、基本的にうつぶせか横向きで寝ねるらしい。

　まあ、確かに仰あお向むけは尻尾が邪じや魔まになるだろうな。できないわけではないだろうが。

「…………ふたりきりだね」

「ふたりきりでなかったら、同棲ではないな」

　俺の方を向き、潤うるんだ瞳ひとみでこっちを見つめてくる薫子。

「…………」

「…………」

　そんな目で見つめられても……すまないが期待には応こたえられない。

　なぜなら……

「思わせぶりに言ったって、昨日も一昨日おとといも、その前もふたりきりになってただろうが」

　ふたりきりが当たり前になるくらい、ふたりきりでいるからな。

「情じよう緒しよがないなー、その反応」

「流石さすがに遠えん距きよ離り恋愛のカップルが、久しぶりにふたりきりになったのとは違ちがうからな」

「………………………………ちらっ」

　へんにゃりしてた尻尾しつぽがピンと立ち上がった。もちろんＴシャツがめくれて、パンツが見えた。さっき見たときは白だったが、今度はピンクだった。

　……薫かおる子こＴシャツ一枚しか着てないんだよ。

　これが薫子のパジャマで、パジャマを着ているということは、寝ねる前ということで、つまりは準備万ばん端たんということだ。

　…………がんばれ俺の理性。これから、俺の意志の力が試ためされるのだ。

　ちなみに、薫子が着ているＴシャツは、俺のお下がりだ。

　俺はここ数年、ものすごい勢いででかくなっているから、あっという間に服が小さくなる。

　俺は身体からだがでかいだけじゃなくて、毛も生えてるからボリュームもすごい。なので服のサイズもすごいことになっている。ＸＸＸＬとか。

　おかげで今薫子が着てるＴシャツは、丈たけが長すぎて、実際薫子が着ると丈が太ももまできてて、ワンピースみたいになっている。首回りも広くてセクシーだ。。

　まあ、そういうわけで、ぶかぶかＴシャツ一枚という、実に男心をくすぐる格好の薫子。

　まだ着れるＴシャツ捨てるのはもったいない、それが薫子がＴシャツ貰もらった理由だが、それは間違いなく建たて前まえだと、俺は思っている。

　本音はアレだ、俺の理性への攻こう撃げき。

　ぶかぶかＴシャツ一枚とか、やばすぎる。理性で本能抑おさえ込んでいた、一昨日おとといまでの俺を褒ほめてやりたい。

　太ももが眩まぶしいし、首元も広いんで肩かたとか鎖さ骨こつが！　がががっ!!

　さらに言うなら、俺の着たＴシャツに包まれたいという理由もあるだろう。まったくもってヤンデレ臭くさい。

「そもそも、二人でいる時間すべてで、色っぽい雰ふん囲い気き作ったり、ピンク色の空気の中いちゃつき続けるとか、疲つかれるし無理だ」

「と言いつつ、どんどん血が集まっていってるよー。どことは言わないけど」

　仕方ないだろうが、若いんだ。思春期なんだ。

「言わんでいい。むしろ反応しない方が問題だろうが」

「それはそうだねー。超ちよう困る……私が」

　お前がか。

「でも、きつくないの？　そんなに元気なのに」

　若さが憎にくい。

　だが……それに負ける俺ではない。

「…………やらない」

「ほんとに？　今日もハットトリック目指さない？」

「やらない。あとハットトリック言うな」

　確かに昨夜は三回ゴールを決めたが。

　俺はこれ以上ないってほど真しん剣けんな声こわ音ねで、真正面から薫かおる子この顔を見て言った。

「あのな、俺は今十五だぞ？　この歳としで、俺のことが好きで、いつでもどこでもやらしてくれるとかいう、そんな女が側そばにいたら堕だ落らくするだろう」

　少なくとも、いい男への道が遠くなるのは、間ま違ちがいない。

「んーまあ確かに、あまりにアブノーマルなプレイは拒きよ否ひするだろうけど、求められたらたいがいのことには応こたえちゃうねー」

「…………」

「ＮＧなのは、スカ○○関係……」

「言わんでいい!!　そして、俺にはそういう趣しゆ味みはない!!」

「それはよかったー」

　逆に大だい丈じよう夫ぶとか言われたら、こちらが引くわ!!

「でもさー、いつでもどこでもどんな欲望でも叶かなえてくれる美少女、まさに全世界の童どう貞ていの夢。童貞の欲シいものランキング一位。全国のもてない君くんたちから、もげろとか呪のろわれても文句は言えないねー、シシシシッ」

　お前は童貞に、何か怨うらみでもあるのか？

「ちなみに最近の私のキャラのコンセプトは、超ちよう都合の良い美少女です。よっ、幸せ者！」

「…………」

　本気でお守りを持つことを、考慮した方がいいかもしれない。このまま高校生活が始まったら、呪いが物理的な圧力を伴ともなって襲おそってきそうだ。

　マイナスプラシーボ効果とか、馬ば鹿かにならないだろうし。

　まあ、それはともかくだ。

「一いつ緒しよに住む理由は納なつ得とくした。確かに効果的だろう。が、ヤるヤらないは別だ」

「えーいいじゃん、別にヤったってー」

「今は春休みだし、流されるままにヤってたら、クウネルヤルなんて生活になりかねん。そんな生活してて、堕落しない人間なんているものか」

　そして、堕落し女に溺おぼれた男は、間違いなくいい男ではないだろう。

「個人的には堕落シても、別にいいんだけどねー。雪ゆき雄おが堕落シてダメ男おとこになったら、独ひとり占じめできるだろうシ」

「お前の台詞せりふ、ヤンデレ臭くさいな……」

　というか、ダメンズウォーカーか？

　薫かおる子こは、にやっと笑って、舌をチロチロさせる。

「ふふ、飼ってあげるよー。性欲食欲睡すい眠みん欲、すべてを存分に満たシてあげるよー」

「とぐろ巻いて包み込み、絞しめ殺してから、頭から丸まる吞のみして、ゆっくり理性を溶とかしていくか……蛇へび女おんなの面目躍やく如じよだな」

　しかも、気持ちよく溶かされそうなのが恐おそろしい。

　快楽に勝てる人間なんて、そうはいないぞ？

「だが、そうなってしまって、もしものときに役に立たなかったとかなったらどうすんだ。昔ならいざ知らず、今の俺は俺を信じられない」

　誰だれかのせいで、俺の理性は本能に負けた前科があるのだ。

「私は、信じてるけどねー」

「ぐっ」

　本気で言ってるのがわかるから、始末が悪い。

　だが、だからこそ……

「俺はその信しん頼らいを裏切りたくない」

　俺がそう言うと、薫子がため息をついた……

「……………………はぁ。もう、シかたないなぁ♪」

　……笑え顔がおで。

　笑顔でため息とか、器用なことをするなと俺は思った。







　　　くんかくんか




「シシシシー」

　ゴキゲンだ。

　そして、薫子は、どうやら諦あきらめてくれたようだな。

　真しん摯しな説得は通じる、想おもいは通じるのだ。

　素す晴ばらしいことだな。

「じゃあさー」

「なんだ？」

「代わりにＴシャツ脱ぬいでー」

「やる気満々じゃねーか!!」

　今までの話の流れは何だったんだ!!

「なにもシないから!!　絶対何もシないから!!」

「信じられるか!!　今の俺より今のお前は信じられない!!」

「さきっちょだけだから!!　さきっちょだけだから!!」

「それ男の台詞せりふだろ!?」

「天てん井じようの染しみを数えてる間に終わるから!!」

「ノリノリだな!!」

　ほんとにこいつは……

「……とまあ、冗じよう談だんは置いておいて、ほんとにそういうつもりはないから」

　うそは……ついてないか？

　流石さすがに噓うそを百パーセント見抜ぬくなんて、超ちよう能のう力りよく者のような真似まねはできないが、そこそこの確率で噓は見抜けるはずだ。伊達だてに幼なじみはやってない。

　…………まあ、仕方ないか。それで薫かおる子こが、俺の理性にダイレクトに攻こう撃げきしてこなくなるなら。

「…………わかった」

　おとなしくＴシャツを脱ぬぐ俺。

「……脱いだぞ。で、次はどうすればいいんだ？」

「とりあえず布ふ団とんの上に、大の字に寝ねっ転がってー」

　言われたとおり寝っ転がる俺。

　…………なんか雲行きが怪あやしくなってないか？

「やまシい気持ちはないから!!　ほら私の目を見てっ!?」

　薫子の目を見つめる俺。

　薫子の目は、欲望に濁にごっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ!!　ただ添そい寝ねをシてもらうだけだから!!」

　全然大丈夫な目をしてないんだが……

「ほら、もっと腕うでを広げて!!」

　寝っ転がったオレの腕を枕まくらにして、薫子も寝っ転がった。

「うわーやっぱり気持ちいいなー、この腕枕」

　まあ、薫子曰いわくモフモフだからな。確かに気持ち良さそうだ。

「それに良い匂においもするシ」

「気を遣つかってるからな」

　なぜならば、俺は思春期だから。

　もしも、雨の日の犬みたいな臭においがするとか言われたら、流石さすがの俺も、本気で泣くだろう。

　それになにより、雨の日の犬みたいな臭いのする、いい男なんていないだろう。

　どんないい男だろうと、そんな臭いがしてきた時点で、いい男ではなくなるはずだ。

「ん～そうじゃなくてね、雪ゆき雄おの汗あせの匂においとかも、私にとっては良い匂いなの」

　舌をチロチロさせながらそう言う薫かおる子こ。ヤコブソン器官、フル活用してるな。

「あれだよね。頭の毛は頭を護まもるため。脇わきや下の毛はフェロモンを出すためなんでシょ？　ということは、雪雄は全身フェロモン男ということに……」

「嫌いやな表現だな……」

「とはいえ、特別鼻が利きく動物系の妖よう怪かい以外は問題ないと思うよー、こうやって顔でも埋うずめない限りねー……クンカクンカ」

「クンカクンカって、わざわざ口に出すな」

「じゃあスーハースーハーで」

「……もう好きにしろ」

「好きにするー」

　匂いが嫌きらいって言われてるわけじゃないからな。

　それに体たい臭しゆうを良い匂いと感じる場合、遺伝子的な相性が良いとかどうこうと聞いたことあるので、うれしくもある。まあ本当かどうかは知らないが、嫌いと言われるよりかはいいだろう。

「それに、私も腕うで枕まくらが気持ちいいけど、雪雄としても美少女にくっつかれるんだからいいでシょ？」

「否定はしないが……理性がやばくなるから、個人的にはやめて欲しいところだ」

「シシシシッ」

　が、そう言う俺を見て、にやっとしたあとまた顔を埋める薫子。

　こう、葛かつ藤とうしている様が、面おも白しろいんだろう。

「あーほんと落ち着くなー、真っ白でモフモフで触さわり心地ごこちが良いとか、女の子が好きな要素ばっかりだよー？　そりゃ気持ちいいわー、この女殺しがー」

「でかいけどな」

　ほぼ二メートル。

「真っ白でふわふわしてそうなアザラシの赤あかん坊ぼうだって、でかければ怖こわいぞ」

　故ゆえに、こんなことを言ってくるのは、薫子だけだ。

「ただねー、やっぱり……」

　そこでＴシャツを脱ぬぎだす薫子。

「なぜ脱ぐ」

「裸はだかの方が、くっついてて気持ちいいシー」

　その方が肌はだの接する面積が増えるからな。

　だが……雲行きが怪あやしくなってきたな。

「…………今日はヤらないんじゃなかったか？」

「ちゃんとパンツは穿はいてるじゃない？」

「パンツ一丁で、何偉えらそうにしてんだお前は……」

　ノーブラな薫かおる子こがＴシャツ脱ぬいだら、それは、色々見える。

　……落ち着け、落ち着くんだ俺。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずし。

「だいじょうぶ!!　穿はき替かえたばっかりだシ、かわいいの穿いてるから!!」

「何が大だい丈じよう夫ぶなんだ……」

　確かにかわいいが……

　それに大丈夫とか言ってるが、大丈夫じゃないぞ？　特に俺の理性とかが。

「下着ってのは、赤の他人には見せるものでもないシ、見られたくないけど、好きな男にはその逆で、見られたいシ、見せつけたいものなのよ!!」

　力説するようなことか？

　だがまあ……誰だれにも見せないなら、どんなのつけても問題ないしな。

　ただ、気合いを入れるためにエロいのつけるという話も、どっかで聞いたことはあるが。

　制服効果というヤツかもしれない。エロい下着をつける女がエロいのではない、エロい下着をつけるから女はエロくなるのだみたいな。

　…………何考えてるんだろうか俺は。

「それに、この最後の砦とりでを、雪ゆき雄おが脱がさなければ大丈夫!!」

「…………」

　俺は俺の右腕うでに頭を載のせて、俺にくっついてきている薫子を見る。

　薫子は、思いっきり足を俺の足に絡からめてきているので、お尻しりと尻尾しつぽが見える。

　パンツの色は、さっき言ったように、ピンク。形はやっぱり尻尾持ち用下着。重要な点といえば、さっきはＴシャツで隠かくれて見えなかったが、尻尾の上の部分が紐ひもで、ちょうちょ結びになっている。

　つまりほどける。

　……解ほどきたい。超ちよう、解きたい。

　紐パンの紐を解きたくない男なんて、そうはいないだろう。

　…………いや、自分で解かせたいやつもいるかもしれない。

「シシシシッ、元気になってきたねー」

　そんな俺を笑う薫子。

　ああ、俺はなんて情けないのか。ヤる気がないと言ってるんだから、意地でも反応しちゃダメだろうに……そもそも今日だけで何度目だよ。どれだけ思春期なんだよ。

　こうなったらもう寝ねるしかない。

　寝ることで、すべてを忘れるのだ。

「もう寝るぞ!!」

「えー」

「いいから!!　あとさっさと離はなれて、服を着ろ!!」

「えー」

　なんでそこで、えーが出るんだ……

「ではおやすみ!!」

「おやすみー」

　もうとにかく寝ねて、逃にげ切る。

　そうすれば、今日ヤらないという目標を達成することができる!!

　…………我ながら、なんと情けない目標なのだろうか。

　いい男は遠い。








　　　薫かおる子この気持ち






　暗くら闇やみの中で薫子が言った。

「雪ゆき雄お起きてるー」

「…………」

「起きてるー？」

「…………」

　だが俺は答えない。俺は寝る。寝て性欲を誤ご魔ま化かすのだ。

「…………」

「…………」

　なんて思っていたんだが……

「答えないと襲おそっちゃうよー…………マジで」

「なんだ？」

　マジという薫子の声がマジだったので、思わず即そく答とうしてしまった。

　いや、本気の声だったんだよ。

「……なんか懐なつかシいよねー」

「なにがだ？」

「昔こうやって一いつ緒しよに寝てたじゃない？」

　……確かに懐かしい。

「陽よう子こさんが夜勤のとき、いつも家に泊とまりに来て、一緒に寝てたからな」

　そのときの薫子は、暗くら闇やみが怖こわかったのか、人恋しかったのか知らないが、俺にピッタリくっついて寝ていたんだよ。

　流石さすがに物心ついてからは一緒に寝たことはないが。

「だって、お母さん以外で、初めて心を許シたのが雪ゆき雄おなんだもん」

　クソな親族のせいで人間不信というか、大人不信になってた薫かおる子こだから、うちの両親に懐なつくまで、そこそこ時間かかった。

　だから、それまで薫子は、俺にちょろちょろついて来てたわけだ。

　今と違ちがって俺も小さくて、薫子と同じくらいの身長だったからな。

「基本的にお母さん以外の大人って、怖こわかったんだよねー。それまで私の周りにいた大人って、私とかお母さんに怖い顔シて文句ばっか言ってたから」

　うちの隣となりに引っ越こす前に、俺の母さんと何度か会ってたけども、そう簡単には信用できるようにはならないよな。

　俺の場合は……まあ同おない歳どしで大人でなかったし、ガキすぎて、薫子のそんな背景気にせずに連れ回してたから、それが良かったんだと思うが。

「だから雪雄が一いつ緒しよにいてくれて、うれシかったんだよねー」

「まあ、ガキだから、細かいことを気にしなかったし、そもそもお前の抱かかえてる問題に、気がついてすらいなかったしな」

「シシシシッ、いい男になるとか言いだすまでは、ただの悪ガキだったもんねー」

「思い出すと、うわあああーってなるな、馬ば鹿かすぎて」

　本当に。まあ、いい男になるとか言いだしても馬鹿だったんだが……

「でも、雪雄がああじゃなかったら、私は違う私になってたと思うよ」

　そこで薫子は少しの沈ちん黙もくのあと言った。

「……今の私はね、雪雄が作ったの。雪雄がいたから、今の私がいる」

「…………」

「ねえ、そっち行っていい？」

「いいと言わなくても来るんだろ？」

「もちろん!!」

「はぁ……なにもするなよ？」

「はーい」

　泣けるほどに男女の台詞せりふが逆だ。

「おじゃまシまーす」

　そう言いつつ、薫子が俺の布ふ団とんの中に潜もぐり込んできた。

　薫子のひんやりとした身体からだが身体に触ふれてくる。

　心地ここち良い。

　そして、俺に抱だきついた薫子は、ぽつりと言った。

「雪雄がいなくなったら、私はだめになっちゃうんだよね」

「……………………そうだな」

「最初は妥だ協きよう、お母さんがいなかったから、仕方なく縋すがりついた。次は友情、一いつ緒しよにいると楽シかった。そして最後に愛情、ずっと一緒にいたいと思った」

「…………」

「好きになった理由なんてない。気がついたら好きだった」

「まあ、幼なじみだからな」

　少しずつ情を積み上げていったら、気がつけば愛に届いていたとでもいえばいいだろうか。

　俺も、恋に落ちるなんて経験は、したことがない。

　そして今後も経験することはないだろう。

「小さいときの雪ゆき雄おが、亮りよう士しさんのお見み舞まいから帰って来て、ハイテンションで『おれはいい男になって、いい女を手に入れるんだ!!』とか言いだしたでシょ？」

「言いだしたな……」

　若わか気げの至いたりなんだが……今も間ま違ちがいではないって思っているし、今でもいい男を目指しているのだから、未いまだに俺は若気の至り中なのかもしれない。

　まあ、十五歳だし問題ないかもしれないが。

「それ聞いたとき、最初はいい女ってのが現れたら、雪雄を盗とられちゃうーとか思ったんだけど、あるとき自分がいい女になればいいんだ！　と気づいたの」

「…………」

「あのとき、生まれて初めて、女に生まれて良かったって思った」

「…………そうか」

「で、『わたしがいい女になったら、お嫁よめに貰もらってくれる？』『おう、おれがいい男になって、お前がいい女になってたらな！』という、お約束な結けつ婚こんの約束イベントへと続いたわけだけど」

「イベント言うな」

　イイ話をしている最中なんだから。

「要するに、女に生まれたことで小さい頃ころから文句言われ、私が女だからお母さんがいびられて、今も女だからということであの一族からの迷めい惑わくを被こうむってる私にとって、女であるメリットって、雪雄と恋愛できる、雪雄と結婚できる、雪雄と子供作れる、ということだけなんだよねー」

「相変わらず重い女だな」

　ヘビー級だな。

「雪雄は力持ちだから大だい丈じよう夫ぶ」

「まあ、大丈夫だがな」

「知ってるよーシシシシシッ」

　笑う薫かおる子こ。

「だからね、雪雄の側そばにいない私が、幸せになってる姿が想像できない。だからもシ、私から離はなれようとシたら、雪ゆき雄おを殺シて私も死ぬ」

「ああ、お前ならやるだろうな」

　たとえば薫かおる子この牙きば、あの牙で喉のど笛ぶえ切り裂さかれたら、流石さすがに死ぬだろうな。

　毒を大量に注入されても死ぬだろうし。

「シシッこうやって重い女アピールしても引かないところ、大好きだなー」

「そんな女だって、知ってるからな」

　伊達だてに十年一いつ緒しよに生きてきたわけではない。

　それに、そうならないと知ってるから、薫子はこんなことを冗じよう談だん交じりに言えるんだろう。

「そもそも、俺としても、他ほかの女とお前では、比ひ較かくが成立しないからな。他の女と薫子をはかりにかけた場合、薫子の皿には、薫子以外にも、生まれてからの思い出と、今まで構築してきた人間関係のほとんどが載のってるからな」

「現実で幼なじみと恋愛するって、すっごく面めん倒どうだよねー」

「うれしそうに言うな」

「シシシシシシシシッ」

「だがまあ、ここまでくると、お前以外を選んだ場合、すべてを捨てて違ちがう土地に行かないとダメなレベルだからな」

　そもそも俺のアルバムなんて、俺と薫子のアルバムっていった方がしっくりするほど、薫子が写ってるしな。

　他の女と結けつ婚こんしても、気を遣つかいまくりの居い心地ごこちの悪い結婚生活を送ることになるのが、目に見えている。

　なにより、結婚したって、親同士が親友同士なのは変わらないし、薫子が幼なじみなのは、変わらないからな。

「俺がそこまでするって、お前が相当なクソ女にならない限りあり得ないだろうな」

「シシッ、雪雄の期待に応こたえて、今後もいい女でいられるようがんばりまーす」

「そうしてくれ。俺もいい男になれるよう努力するから」







　　　雪雄の気持ち




「いい男……ね」

　薫子はそこで不意に黙だまり込み、少しの間を空けてから言った。

「雪雄ってさ」

「なんだ？」

「雪男になってから、前にも増シて『いい男』であることに、こだわるようになったよね」

「…………」

　まあ、気づくか。最近は口くち癖ぐせみたいに、いい男いい男言ってたからな。

「理由……聞いてもいい？」

　もう、誤ご魔ま化かせはしないだろうな。

「…………俺がいい男に余計にこだわるようになった理由は二つだ。一つ目は……お前がいい女すぎるから」

「もう、真しん剣けんに聞いてるのに、おちょくるなんて……」

「俺は本気だ」

　冗じよう談だんみたいな台詞せりふだが、本心なんだから仕方ない。

「雪男になって過去の自分の馬ば鹿かさを、どれだけお前に迷めい惑わくをかけてきたかを理解した。そしてなにより、お前がどれだけいい女かを。お前は本当にいい女すぎて…………今の俺ではまったく釣つり合っていない。だから俺はお前に釣り合う男になりたい」

「そんなの私は気にシないのに……」

「だろうな」

　薫かおる子こはいい女だからな。

「ただまあ、それだけなら、ここまでこだわらなかっただろう。俺の中だけの話だからな」

　薫子にふさわしくなるまで、努力すればいいだけだ。

「…………じゃあ二つ目の理由は？」

「俺が雪男になってから、俺を恋愛対象として見る相手がいなくなった。薫子以外はな」

「うん、まあそうだね」

　白くてでかい毛むくじゃらを恋愛対象にできる女なんて、そうはいないから仕方ないが。

「それでも、俺がいい男なら問題はなかった。なぜなら、いい男は惚ほれた以外の理由で女を選ばないだろ？」

「まあ、確かに。金やら身体からだやら目当てで女を選んだ時点で、いい男じゃなくなるシね」

「だけどな……今の俺が、いい男でない俺がお前を選ぶと、他ほかに選せん択たく肢しがないから選んだ、つまり、薫子しかいないから、仕方なく薫子を選んだみたいに思われてしまうんだよ」

　それはだめだ、許せない。

　薫子の俺への想おもい、俺の薫子への想い、両方を侮ぶ辱じよくしている。

「お前は思わなかったか？　俺がお前を選んだ理由は、お前以外に選択肢がなかったから、つまり妥だ協きようの産物なんじゃないかとな」

　薫子は、少し考えたあと言った。

「…………それは、少シも思わなかったと言ったら噓になるかな。実際抱だいてもらおうと誘ゆう惑わくシていたときも、不安に思いつつも、それでもどこか安心してたシ。…………だって雪ゆき雄おには私シかいないから。雪雄が選べるのは、私シかいなかったから」

「……それが俺には許せない」

「…………」

「今日の朝、お前も言っただろう。抱だかれる理由に、同情とか憐れん憫びんとかの、余計な感情が混ざるのが嫌いやだってな」

「うん」

「それと似たようなものだ。俺はお前に、俺がお前を選んだ理由に、俺がお前に向ける想おもいに、妥だ協きようなんて不純物が入っていると思われるのが、嫌なんだよ」

　俺の夢は、そんな不純物まみれの関係になることじゃないからな。

　なに青いことを言ってんだとか思われるかもしれないが、それでも……

「…………薫かおる子こ」

　俺は薫子に言った。

「俺は、何があろうとお前を選んでいた」

　俺は色々変わったが、この想いだけは変わっていない。

「俺は、誰だれもが認めるようないい男になって、それを証明してみせる。だから薫子、お前はそれを俺の隣となりで見ていてくれ」

　………………………………と、勢いのままに、ものすごくかっこいいことを言ってしまった。

　いい男になっていない今の俺では、扱あつかいきれないほどかっこいい台詞せりふ。

『俺の隣で見ていてくれ（キリッ）』とか……見た目ゆるキャラな俺が言っていい台詞じゃないだろう……。

　いい男ならば、問題なかったかもしれないが今の俺では、コメディにしかならない。

　…………なんか恥はずかしくなってきた。

　というわけで俺は、空気を変えるために、軽い口調で続けた。

「……とまあ、それが、今の俺が、昔にも増していい男にこだわってる理由だな」

　薫子は、そんな俺のクサい台詞を聞いて、しばらく固まっていたが、唐とう突とつに再起動し、

「…………う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]もう！　もう!!」

　そんなこと言いながら、頭を俺の胸にぐりぐりしてきた。

「私もう幸せで幸せで………………正直濡ぬれた!!」

「そんなことわざわざ報告してくるな」

「女をこんなにびちょびちょにさせる時点で、雪ゆき雄おはいい男だってー」

「びちょびちょ言うな」

　いや、本気で。

「それに口だけなら、何だって言えるからな」

「…………今の口だけだったの？」

「本心だ……だからこそ、自分で納なつ得とくしたいし、薫子にも心から信じて欲しいんだよ」

　…………高望みしすぎてるかもしれないがな。

「それに、そうなったときに初めて、いい男になっていい女を手に入れるという、俺の夢が叶かなったと、心から言えると思うんだよ」

「……………………そっか」

「そうだ」

「…………」

「…………」

　そこで不意に会話が止まり、俺と薫かおる子この間に、穏おだやかな空気が流れる。

　薫子は、そんな空気の中で、俺にぎゅっと抱だきついてきた。

「………………シシッ、じゃあ、私はもっといい女になっちゃおっかなー。雪ゆき雄おの夢は、いい男になっていい女を手に入れるだけど、私の夢は、いい女になって雪雄のものになるだシ」

「まあ、がんばってくれ」

「おっ、焦あせったりシないの？　さらに釣つり合わなくなっちゃうかもよー？」

　からかうように言う薫子。

「俺がいい男になれば、なんの問題もない話だ」

　そう、それだけの話だ。

「おーすごい自信だー」

「一時道を見失って右往左往してたが、今はどうにかいい男への道筋が見えたところだからな」

　惚ほれた女を護まもれたならば、いい男である。これは間ま違ちがいないだろう。

「だから、もう少しだけ待ってくれ。俺がいい男だと、俺はお前が好きだからこそ、お前を選んだと、絶対に証明してみせるから」

「……………………うん、待ってる」

　俺は、俺に寄り添そう薫子の華きや奢しやな身体からだを、優やさしく抱きしめ、そのぬくもりを感じながら、あらためて心に誓ちかった。

　このぬくもりを手放さない、そして、絶対に薫子を護ってみせる……と。

「待ってるからね……約束だよ？」

「ああ、約束だ」

　俺はこの約束を違たがえるつもりはない。なにがあろうともだ。







　　　つりばか




　なんて感じで、俺が心の中で決意を新たにしていたら、薫子が言った。

「ただ…………雪雄の言うとおり、言葉だけじゃダメだよね。うん、私も言葉だけじゃ、信用できない。手付け金を貰もらわないとねー」

「…………手付け金？」

「そう、手付け……金!!」

　そう言って、薫かおる子こは男が二つ持ってる金を、触さわってきた。

「ここでシモネタかよ!!」

　ここでシモネタかよ!!

　あまりのことに、叫さけび声ごえと心の声が完全にハモっただろうが!!

「じゃあ契けい約やく書でもいいよ？　そう、雪ゆき雄おのおっきなハンコで私に判を……」

「シモすぎる!!」

　ムードのかけらもないだろう!!

「ゆーきおっ、セックスしよ!!」

「今度は古い!!」

「大だい丈じよう夫ぶ、釣つ○バカ日誌風に合体でエロシーンは飛ばすから!!」

「何が大丈夫なんだよ!!　飛ばそうが飛ばすまいが、ヤることヤってるだろ!!」

「よいではないか、よいではないか!!」

「くそっ!!　こんな所にいられるかっ!!　俺は部屋に戻もどるぞっ!?」

「死亡フラグ乙おつ」

　俺は薫子から逃にげようとするが……見事なまでに逃げられない。

　薫子にけがをさせないために、俺が手加減していることだけが理由ではない。

　この暗くら闇やみの中で、薫子はまるで、俺の動きがすべて見えているかのように、俺に絡からみついてきているのだ。

　…………まあ、見えているんだが。

　マムシって夜行性だしな、ピット器官もあるし。

「そろそろ観念シなさーい。そもそも、暗闇の中で、私に勝てるわけないでシょー？」

　確かに、俺が全力出したとしても、暗闇の中で薫子が毒まで使ってきたら、負けそうな気がするな。いや、無差別吹雪ふぶき攻こう撃げき使えばどうにかなるか？　薫子は寒さに弱いし。

　……などと考えている場合でもないな。

「はっはなせっ!?　それ以上やったらどうなっても知らないぞっ!!」

　俺が。

「シッシッシッそんなこと言っても、身体からだは正直だよー」

「…………」

「…………ね？」

　この愚ぐ息そくめが……

「まあそういうことで……」




　　　合体!!




「…………………………で、感想は？」

「俺は最低だ……」

　薫かおる子こと並んで布ふ団とんの上に横たわる俺。もちろん全ぜん裸らだ。

「シシシッ、魅み力りよく的でごめんねー」

「だがな、触さわるのはダメだろう……」

　反応しないわけないだろう……思春期舐なめるなよ……。

　それに……

「あれだけの啖たん呵か切ったあとに、コレか」

　どうしようもない。

「おかわりシちゃったねー」

「…………」

　…………どうしようもない。

「俺は最低な男だ……」

　こんなこと言ってるのに、したことについて後こう悔かいしてないあたり、救いようがない。

　だがな……無理なものは無理だ!!　思春期なんだから!!

「シシシシッ、でも、本当に身体からだは大だい丈じよう夫ぶだから」

「…………本当か？」

「うん。だから、気にシないでいいよー。妖よう怪かいはすごく頑がん丈じようだシ」

　まあ、それはそうなんだが。ちょっとした傷なら、翌日には治ってるしな。

「それに、精神的にはすごく気持ち良かったシ」

　それなら……良かったのか？

「肉体的には……なんかこう、扉とびらをノックしてる感じ？　なんで、今後も開発を継けい続ぞくシてもらえれば、扉が開くかなーと。だから開発責任者とシてがんばってください」

「開発責任者言うな」

「『男の性欲は自然に目覚め、女の性欲は目覚まされるまで眠ねむっている』なんて言葉もあるシねー。男冥みよう利りに尽つきるでシょー？　美少女の目覚まシ時計になれるのは」

「…………」

　否定できないのが悔くやしい。

「シシシシッ」

　もうすでに尻しりに敷しかれてるというか、手のひらの上でコロコロ転がされてるというか……だが、これが、夫ふう婦ふ円満の秘密と聞いたことがある。

　しかし、手のひらの上でコロコロ転がされる男というのはいい男なのか。

　…………やめよう、これ以上考えたら深みにはまる。

　俺は何も考えずに、ただ薫かおる子この側そばにいて、薫子を護まもることだけを考えていればいいのだ。

「雪ゆき雄おー」

「なんだ？」

「大好きだよー」

　…………この薫子の言葉だけで、すべてを許せてしまう自分が、嫌いやで嫌じゃないな。

「大好きだよー」

「…………」

「大好きだよーっ!!」

　だがやはりしつこい。

　しかたない…………

「………………………………はぁ、俺もだ」

「よろシい!!　シシシシシッ」

　とてもうれしそうな薫子。

　周囲と状じよう況きように流れ流され、予想外に始まってしまった同どう棲せい生活だが……幸せには違ちがいないし、なにより、流されていたとしても、いい男になっていい女を手に入れるという、あのときの夢に繫つながっているのは間違いない。

「じゃあおやすみー」

「ああ、おやすみ」

　だから明日からも、いい男を目指して精しよう進じんするとしよう。


おしまい












　　　おまけ




　・

　‥

　…

　……

　もぞっ

「…………」

「…………」

　もぞもぞっ

「……………………」

「……………………」

　もぞもぞもぞもぞ……

「さわるな!!　寝ねろ!!　というか、男と女の立場が逆だろう!!」

「シシシシシシシシッ」


こんどこそおしまい












　☆本編で説明しなかった（できなかった）、読み飛ばしても全然問題ない気がする設定集☆





　妖よう怪かいってなに？



　生物の持つ意志、もしくは信しん仰こう伝承などと、妖気が合わさり、生まれたり、不可思議な能力を持つに至った存在のこと。




　妖気って？

　地球に満ちてる不思議パワー。日本では、妖気と呼ばれている。すべての元げん凶きよう。

　生物の強い意志や信仰伝承に反応し、不思議なことを起こす。




　妖怪ってどうやって生まれるの？

　強い意志や信仰伝承＋妖気＝妖怪誕たん生じよう。妖気は不規則に漂ただよっているので、妖怪化は運。

　妖気が濃こい方が妖怪化しやすいが、薄うすくても意志が強かったり、長い年月をかければ、妖怪化することもある。

　妖気のある場所で、死にかけた動物が死にたくないと強く思う[image: ]妖怪化。

　妖気のある場所で、人間が何日も、それこそ年単位で本気で修しゆ行ぎよう[image: ]仙せん人にんや超ちよう能のう力りよく者に。

　妖よう気きのある場所で、雪女という伝承をたくさんの人が本気で信じ込む[image: ]雪女誕たん生じよう。

　妖気のある場所で、道具を長い間大事に使い続ける[image: ]付つく喪も神がみ誕生。

　妖よう怪かい化するときには核となる何かが必要（動植物、人、雪、道具等）。

　それに加え、難しい願いほど必要な妖気が増えていくので、神様は生まれない。





　大だい変へん化げって？



　妖怪化する人間が大量に出て、良い妖怪（元人間）と、悪い妖怪（元人間）が、共存やら支配やら、力を持った者の責任やら、選ばれた存在やら、云々うんぬんかんぬん言いながら、少年漫まん画が的能力バトルやってたら、盛大なちゃぶ台返しくらった出来事。人類皆みな妖怪化で社会が激変。




　大変化の原因は？

　妖怪化した杉すぎ、それの花粉。要するに花粉症しよう。

　くしゃみ鼻水が出る代わりに、身体からだに眠ねむる妖怪の血が目覚め、妖怪になる。




　大変化の原因になった妖怪杉って？

　常に妖気を吸収し、溜ためた妖気を花粉に詰つめて春にまとめて放出する植物。

　放出される妖気は一年溜めた分なので、もちろん濃こくなる。

　なんか訳のわからない漂ただよい方かたをして、操あやつったり集めたり予測したりすることができなかった妖気を、コレで限定的にだが予測し利用することが可能になった。




　なんでそんな都合の良い植物があるの？

　植物妖怪は、妖怪化した理由になっている願望が、たいてい『繁はん殖しよくしてーなー』とかなので、妖怪化したとしても、賢かしこくなることも、人じん化かすることもまれで、ただひたすら繁殖最優先。

　あるとき、知ち恵えある妖怪たちが、まだ妖怪化していなかった杉の大木に対し、『こいつは妖気を吸収して、春になると花粉に妖気詰めて放出する木なんだ。この花粉で受粉すると、子孫も妖怪杉になるんだ。あとついでに建材に向いていて、病気や害虫にも強く、生命力が強くて生える場所を選ばず、成長も早かったらうれしい』とか、かなりの年月、何百年、何世代にもわたり、祈いのったり願ったりしまくってたら、願ったとおりの性質を持った妖怪杉が誕生。

　それを最初は妖怪たちだけが増やしていたが、近代になってその有益さに気づいた人間が、大量に植林し、その妖怪杉が、妖気の詰まった花粉を毎年春にばらまいて、結果大変化に。




　妖怪たちはなんでそんなことしたの？

　人間が怖こわかったから。人間と完全に同化することで、滅ほろぼされないようにした。

　計画としては、人に化け、人と生き、人に妖怪の血をひたすら混ぜていく。

　並行して、花粉と妖よう気きをばらまく妖よう怪かい植物を用意し、増やしていく。

　色々利用価値があるので人間たちも植林。これを世界中でやる。結果、人類皆みな妖怪。





　大だい変へん化げの起きた時期が比ひ較かく的最近な理由は？



　戦後、妖怪杉が大量に植林されたから。

　メタ的な理由は、杉すぎ花粉症しようが元ネタだから。あと、あまりに早く人類が妖怪化してると、文明が変な方向に進んで、現代社会とは違ちがうものになる気がしたから。




　なんで思春期あたりに妖怪化するの？

　摂せつ取しゆした妖気の量がそのあたりで、妖怪化するのに必要な量に達するから。もちろん早すぎたりする人もいるはず。メタ的な理由は、そのほうが絶対面おも白しろいと思ったから。ただでさえ多感な時期にそういうのがあったら、あり得ない普ふ通つうの問題が色々起きてくるでしょうし。毛が生えたおかげで人間関係激変とか。




　妖怪はどうやって人間に化けるの？

　努力と根性と妖気。





　薫かおる子こはどうやって蛇へびになるの？



　努力と根性と妖気。




　なんで人間と妖怪の間に子供出来るの？

　愛の奇き跡せき。あと、妖気。




　妖怪同士の子供なのに、なんで人間で生まれてくるの？

　人間の血の方が濃こいから。妖怪化するには妖気が足りないから。あと話の都合。

　こうでないと、人種間ならぬ、種族間の争いとかが新たに生まれそうだし、あと途と中ちゆうで妖怪化する方が絶対楽しいから。





　雪女はなんで吹雪ふぶき吐はけるの？



　雪女だから。あと、そこに妖気があるから。




　○○は、なんでそうなるの？

　だいたい妖気のせい。










　あとがき




　えー初めましての方、初めまして。お久しぶりの方、お久しぶりでございます。沖おき田たです。生きてます。生きてました。すいません。生きててすいません。私のようなクズが以下略。

　もう久しぶりすぎて、なんでこんなことになったのかを説明したいところですが、どう考えても聞き苦しい言い訳にしかならないので、この話について色々書いてみます。すいません。




　えーと、私は人じん外がい娘むすめとか好きなんですが、現代が舞ぶ台たいの話に人外娘が出てくると、共存とか退治とか種を超こえた愛とか、どうも話がシリアスになりがちだと前々から思っていて、そういうのも嫌きらいではないんですが、ラブコメには重い気がするので、それを回かい避ひするにはどうすればと考えた結果、みんな人外にすれば問題ない、という結論に。人類皆みな妖よう怪かいです。

　設定集なんてつけたのは、最初は本文中に書いてたんですが、長すぎてだれたからです。

　一応、人類が皆妖怪の血を引いてて、生まれてからしばらくは人間で、思春期あたりに妖怪化する変な世界、これさえ押さえてもらえれば問題ないようには書いたつもりですが、なければないで不親切かなと思ったので、最後に載のっけることにしました。まあ、全部妖気のせいで押し通した、ひどい設定なんですが。

　あと、この設定は、現代が舞台なのに人類が皆妖怪という変な話を実現するための屁へ理り屈くつなので、おかしなところがあると思いますが、すべて妖気のせいということで華か麗れいにスルーしていただければと!!　…………すいません。

　それで、この話のテーマとしては、普ふ通つうじゃない人たちの普通の青春です。今までとは逆ですね。今まで書いたのは、普通の人間の、変な青春でしたし。

　個人的には、普通じゃない普通の日常会話って面おも白しろいと思うんですよね。薫かおる子この尻尾しつぽ話とか、雪ゆき雄おのもさもさ話とか。

　ただ、普通の青春がテーマなので、話の起き伏ふくには欠けるとは思いますが…………実は、こういうのもすごく好きなんですよね。日常物的な。

　ヒロインが蛇へび女おんななのは、蛇女とか好きだからーっ!!　いや、まあそれは置いておいて、自分で言うのも何ですが、薫子さんは素す敵てきだと思います。今はキャララフがきた段階ですが、すごく良いです。金きん髪ぱつツインテ褐かつ色しよくめがねの蛇女とか、俺得すぎます。

　主人公が雪男なのは、蛇女に負けないインパクトが欲しかったから。見た目も面白いし、寒さに弱い蛇と、寒さに強い雪男は、組み合わせとして面白いと思いましたし。

　そして、この蛇女と雪男で、お約束な幼なじみ物のラブコメをやったら面白いのではないかと、思ったわけです。

　…………実は、ここまでは結構前に決まってたんですよね。いつかの後書きで雪ゆき女めさんの息子むすこの名前がゆきおだと、書いた気がしますが、その頃ころには決まってました。

　そこまで決まってたのに、こうまで時間がかかった理由は、ストーリーをどうしようか迷って試し行こう錯さく誤ごというか迷走していたからです。

　いや、普ふ通つうの青春って、逆に難しいですよね。最後のあたりは悩なやみすぎて、訳がわからなくなった結果、初心に戻もどろうと、高校生の頃の妄もう想そうを思い出し、こうなりました。

　教室にテロリスト、授業中にヘリが校庭に迎むかえに来る、何かの拍ひよう子しに不思議な能力に目覚める、みたいな妄想を、皆みなさんしたことがあると思いますが（断言）、自分の場合はそんな妄想の中に、高校生で女の子と同どう棲せいというのがあったんですよね。

　え？　同棲は普通じゃない？　こまけぇことはいいんだよ!!　…………すいません。

　まあ、言い訳としては、一いつ緒しよに住んでると、変な普通の生活を書けるのでいいかなとか。

　で、高校生で同棲させるにはどうすればいいか的なことを考えてたら、こんな設定になり、この設定ならこうなるんじゃないかという感じで、キャラクターが固まってきて、結果、薫かおる子こさんがこんなキャラに。ただ、なかなかに可か愛わいく書けたんじゃないかなと。

　あと、薫子さんがこうなった他ほかの理由としては、オオカミさんの、宇う佐さ見み田た貫ぬきカップルやら、浦うら島しま乙おと姫ひめカップルが、書いてて楽しくて仕方がなかったのもありますね。

　……皆みなさんうすうすというか間ま違ちがいなく気づいていると思いますが、私、シモネタが大好きなんです。あと、ピロートークも大好きなんです。あの近い距きよ離り感っていいですよね。

　雪ゆき雄おの方は、設定上思春期あたりに雪男になるので、どんなキャラだと面おも白しろいか考えた結果、文武両道で性格も良いという、完かん璧ぺき超ちよう人じんな美少年に。完璧超人な美少年は面白味がなくて嫌きらいなんですが（もちろん妬ねたみです）、雪雄は良い感じに崩くずれて面白くなったかなと。文武両道なムッ○似の男とか、存在自体が面白いですよね。

　ちなみに、どこかで見たことのある人たちが出てる理由は、世界観的に雪雄の母親が雪女になりそうなんだけど、雪女って書いたよな。もうどうせなら流用しようか、でもって流用するならとことんまで、これは決して手て抜ぬきではなくスターシステム的な云々うんぬん……という感じでこうなりました。そう、決して手抜きではないのです!!（断言）　……すいません。

　……とまあ、色々書きましたが、要するにこの話は、完全に私の趣しゆ味みです。

　悩なやみすぎて『面白いとはいったい何だ？』レベルにまでいっちゃったので、趣味に走りました。そして、その結果、キャラも話もお気に入りになりました。趣味に走ったんですから、当たり前かもしれませんが。

　私としては、世界観も気に入ってますし、色々できそうですし、書きたいネタもあるので、しばらくこの世界観で色々書きたいんですが、蛇へび女おんなとか人じん外がいヒロインは冒ぼう険けんだということで、続きが書けるか、色々書けるかどうかは、ぶっちゃけ売れ行き次し第だいな感じなんですよね。

　えーと、まあ、要するに、何が言いたいかというと…………『妖よう怪かい青せい春しゆん白はく書しよ』を、よろしくお願いします!!




　ではこのあたりでお世話になった皆みな様への感謝を。

　編集の高たか林ばやしさん、粂くめ田たさん。もうほんと、どうしようもないくらいに、ご迷めい惑わくをおかけしました。次は、もう少しどうにかしたいなと思ってますので、よろしくお願いします。

　イラストのぬこマスさん、今はキャララフがきたところなのですが、薫かおる子こが薫子すぎてびっくりしました。これ!!　みたいな。もう、ありがとうございますとしか言えません。

　この本が出るにあたりご尽じん力りよくいただきました皆様。このたびも、本当にお世話になりました。

　そして最後にこの本を手に取っていただいた皆様、本当にありがとうございました。皆様がこの本を読んで、楽しい時間を過ごしていただけたならば、これ以上の喜びはありません。

　こんなに期間が空かないようがんばりますので……次の本でお会いできたらと思います。それでは。

　……あ、オオカミさん後日談は、そのうちお届けできるのではないかなぁと思います。





沖おき田た 雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

前髪が上手に生えてこなくなったので、現在坊主。いやー坊主最高です。楽で良いです。そして、それに伴い著者近影も変更しようと思ったんですが、何も思いつかなかったので、とりあえず写真貼り付けときます。
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イラスト／ぬこマス

三重県松阪市の生まれです。肉です、松阪牛です。地元では食べ放題、食卓に並ぶお肉は全て松阪牛そんな幻想は……抱かないようお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「沖田 雅先生」係

「ぬこマス先生」係











本書は書き下ろしです。
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妖よう怪かい青せい春しゅん白はく書しょ




─雪ゆき雄おくんと薫かおる子こさん─








沖おき田た 雅まさし
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